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０．はじめに
　生成文法の枠組みにおける英語の否定文の最初のシステマティックな分
析は、Klima (1964) であるというのは誰も異存のないところであろう。
Klimaの分析の特徴として挙げられるのは、否定要素 (neg) を文頭におい
た点であると言える。文頭にある否定要素がその文の否定の作用域を決定
する。これは次のような句構造規則によって示される。
　(1)   S → (wh)(neg)(Adv(neg))(Adv)Nominal-Predicate
否定の分析において、否定要素を文頭に位置付けることは、否定の処理が
原則文単位に行われるのが自然であることを考えると、説明に便利である。
この点については、また後に言及する。否定の研究を概観するにあたり、
まず、彼の理論の特徴的な部分の一つである、some-any rule から見ていく
ことにする。
１．Some-any rule
　この点に関して、彼のシステムは、次のような変形規則によって特徴づ
けられている。
　(2)  Indef-incorporation.  Indet(erminate) constituents (too, sometime, 
somewhere, once, a as well as Quant(ifiers) like many, some) that occur 
in construction with Affect(ive) constituents (wh, neg, reluctant) may, or 
in certain contexts must, become indefinites.
　　　　　　X [Affect]GSF  Y  [Indet]GSF  Z ⇒ 1, Indef+2, 3
　　　　　   
　　　　　   　         1    　    　    2 　　3
英語の否定文の分析と二重否定構文
村　山　和　行
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これがいわゆるsome-any rule（Affectiveな要素と「構造をなしている (“in 
construction with”)」someがanyになるというもの）である。続いて起こる
のが次の規則である。
　(3)  neg-incorporation into indefinites.  If there are any indefinites before the 
neg of sentence negation (located at this point in front of the Aux(iriary)), 
then neg is obligatorily incorporated into the first of these in the 
sentence; otherwise neg is optionally incorporated into a following 
indefinite occurring in the same clause (sentence-conjoining either is not 
considered to be in the clause preceding it) (This generalizes neg-
incorporation into quantifiers, neg-incorporation into ever, and the 
pertinent part of neither-tag formation.)
　　　　　　(a)  obligatory:  Indef - X (Indef) Y - neg - Z ⇒ neg+1, 2, 4
　　　　　　　　　　  　   
　　　　　　　　　　  　　  1   　       2       　   3 　 4
e.g.,  anybody will neg come ⇒ neg+anybody will come
= nobody will come
　　　　　　(b)  optional:  X - neg - Y - Indef ⇒ 1, 3, neg+4
　　　　　　　　　　    
　　　　　　　　　　       1      2      3       4
e.g.,  John will neg read any books
　　 ⇒ John will read neg+any books
　　 　 = John will read no books
要するに、anyに否定要素が付いて、no/nobodyのタイプの否定語になるとい
う規則である。よく言われるように、any/anybody/anythingなどは否定辞に
先行できないので、この規則は、(a) の場合は義務的に適用され、(b) のよう
な否定辞の後にanyタイプの語が生じている場合は随意的に適用される。
　これに対して、someのanyへの変化が義務的ではないことを示して反論
したのが、Lakoff (1969a) である。彼女は次の例を示し、Affectiveな環境
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でも、someが出現する場合があることを示した。
　(4)   a.  Who wants some beans?
 b.  Who wants any beans?  (p. 609)
　(5)   a.  If you eat some candy, I’ll whip you.
 b.  If you eat any candy, I’ll whip you.  (p. 609)
　(6)   a.  If you eat some spinach, I’ll give you ten dollars.
 b.  If you eat any spinach, I’ll give you ten dollars.  (p. 610)
疑問文では、wh要素がAffectiveな要素となり（学校文法で、疑問文では
anyを使う、というのと同じことである）、Klimaのシステムでは、文脈によっ
ては義務的にanyになることを予測するが、Lakoffは肯定の応答を予期し
ている場合には、someが使われることを示した。また、同様に条件文も
Affectiveな環境となる（学校文法で、条件節内ではanyを使う、というの
と同じことである）が、この場合も話者が条件節内の命題を実現して欲し
いと思っている場合は、someが使え、実現して欲しくないと思っている
場合は、anyを使うことを、例文 (5)–(6) が示している。では、同じく
Affectiveな要素であるnegのある環境（つまり、否定文の環境）でも同じ
ことが言えるのだろうか。
　Jackendoff (1972) は、次のような例を提示している。
　(7)   a.  I didn’t buy any beans.  (p. 340)
 b.  I didn’t buy some beans.  (p.341)
彼は、この２文の意味の違いについて、(7a) は「豆をまったく買わなかっ
た」に対応し、(7b) は「買う予定になっていたが、実際は買わなかった予
め決められていた量の豆があった」ことを含意すると述べている。即ち、「買
わなかった豆があった (= There were some beans that I didn’t buy.)」という意
味を表している。この意味では、some beansという名詞句は、notの作用域
の外にある解釈を受けている。
　以上、someのタイプの語はAffectiveな環境で義務的にanyになるわけで
はなく、Affectiveな環境でも肯定的な意味を含意する場合は、someのまま
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でいられ、特に強いAffectiveな環境である否定文では、その作用域の外に
あると解釈される場合は、someのままでいられることがわかった。
２．no, nothing, nobodyなど
　再びKlima (1964) の例文に戻ろう。
　(8)   I will force you to marry no one.  (p. 285)
　(9)   I will force you not to marry anyone.  (p. 286)
  (10)   I won’t force you to marry anyone.  (p. 285)
  (11)   He didn’t know that anything had happened.  (p. 285)
  (12)   He knew that nothing had happened.  (p. 285)
否定辞とanyタイプの不定代名詞が融合した否定代名詞や否定数量詞（no, 
nothing, nobodyなど）の場合、それらが不定詞構文内に起こった場合、そ
の否定の作用域は、その不定詞節内だけでなく、さらに広がり、一つ上の
節にまで及ぶ可能性をKlimaは指摘した。上記の例文で言えば、(8) は、そ
の解釈として、(9) と (10) の２つの文と同義である。しかし、この一つ上
の節への否定の作用域の拡大は、例えば、(11) が (12) と同義ではないこと
が示すように、定形節の場合は起こらない。
　しかし、若干の動詞の場合、否定辞自体が繰り上がると考えられるとさ
れる現象がある。それが否定辞繰り上げ (neg raising) である。これは、以
下の例 (13a) と (13b) が同義であることから、否定辞notが補部節から母型
節に統語的に繰り上がるというものである。
  (13)   a.  I suppose that John isn’t smart.
　　    b.  I don’t suppose that John is smart.
Lakoff (1969b) は、以下の例を論じて、この統語規則が正しいことを証明
しようとした。
  (14)   I don’t suppose the Yankees will win, will they?  (p. 143)
  (15)   I suppose the Yankees won’t win, will they?  (p. 145)
  (16) *I don’t suppose the Yankees will win, won’t they?  (p. 143)
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例文 (14) では、補部節の内容に対して付加疑問文が作られているが、と
もに肯定文になっている。しかし、この例の付加疑問文は、嫌味などを表
わす「肯定―肯定」の付加疑問文（例えば、(17) など）の意味は持たない。
  (17)   So you have forgotten your homework again, have you?  (Huddleston and 
Pullum 2002: 895)
そこでLakoffは、(14) の例は、否定の補部節に対応して肯定の付加疑問文
が作られている (15) から派生した統語的証拠であるとしている。実際、(16) 
のように否定辞繰り上げが起きたと考えられる文に、否定の付加疑問文を
付けたものは非文になってしまう。
　これに対して、Jackendoff (1971) は、Lakoffの挙げている例に類似した
ものが必ずしも文法的ではないことに加えて、以下の (18) の例が否定辞
繰り上げによって派生することが出来ないことを示した。否定辞繰り上げ
を想定すると、元の文は (19) のようなものになるはずだが、これは非文
法的であるため、(19) から (18) を派生することは不可能になるのである。
  (18)   John doesn’t think that Bill didn’t go.
  (19) *John thinks that Bill didn’t not go.  （以上、p. 290）
Jackendoffは、代案として、否定辞繰り上げを想定した場合もどのみち必要
になる意味規則で、否定辞繰り上げ構文の同義性を説明できるとしている。
　例文 (8)  I will force you to marry no one. に話を戻すが、Klimaはこの文の
多義性を、２つの異なる深層構造を想定して説明した。それに対して、
Jackendoff (1969) は、作用域の解釈規則を提案した。これはいわば、Klima
の否定要素 (neg) を配置する規則の逆を行くものである。(8) の例で言えば、
この文の否定辞を表層構造の位置に生成し、その作用域をどこまで広げる
かで、(8) が (9) と (10) の解釈を持つことを説明するのである。この作用
域の解釈規則は意味規則なので、文の表層形式を変化させることはない。
　以下、意味解釈規則を想定する方法に沿って議論を進めていく。例文 (8) 
で、不定詞補文内のnoがその否定の作用域を広げて行けることを見たが、
不定詞内であればすべてそのような現象が起こるかというと、そうではな
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い。ここに補部vs. 付加部の対立が浮き上がってくる。
  (17)   a.  Mary xeroxed John’s notebooks [(in order) to flunk no subjects].
 b.  ≠ Mary didn’t xerox John’s notebooks [(in order) to flunk any subjects].
 c.  = Mary xeroxed John’s notebooks [(in order) not to flunk any subjects].
  (18)   a.  John Silver went to Treasure Island [only to find nothing].
 b.  ≠*John Silver didn’t go to Treasure Island [only to find anything].
 c.  =  John Silver went to Treasure Island [only not to find anything].
  (19)   a.  It is easy [to get along with nobody].
 b.  ≠ Nobody is easy [to get along with ___].
 c.  ≠ ??It is not easy [to get along with anybody].
 d.  =  It is easy [not to get along with anybody].
例文 (17) の角括弧内の部分は、目的を表わす不定詞の副詞的用法である
ので、動詞xeroxの付加部である。(18) のそれは、結果を表す不定詞の副
詞的用法であるので、これも動詞goの付加部である。(19) の不定詞部分は、
研究者によっては、形容詞easyの補部のように分析する立場があるが、こ
の不定詞部分は、形式主語itを指す真主語なので、形容詞easyの付加部ど
ころか、更に外側の文節点に付加しているような位置にあると考えられる。
この (17)–(19) のいずれにおいても、(a) の文の否定辞noやnothingやnobody
はその作用域を主節にまで広げられないのがわかる。(18) と (19) に至っ
ては、主節にnotを置いた文は、非文か、あるいはかなり悪い文にさえなっ
ている。(18b) と (19c) は、意味的に（(19c) の場合は、構造的にも）主節
のnotと不定詞の部分がかなり離れているので悪くなると考えられる。
　例文 (8) の場合、不定詞節は、動詞forceの補部であるのに対して、例文 
(17)–(19) の不定詞節は、それぞれの文の主節の動詞なり、形容詞の補部
ではなく、付加部であったり、更にはもっと構造的に離れているものであっ
た。意味的に密接な関係にある補部だからこそ、否定の作用域の上昇が許
されると考えられる。
13
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３．NegP / ΣP / PolP
　否定辞のnotについては、副詞とするのが伝統的な考えであったが、
Pollock (1989) は機能範疇としてNegを想定し、その主要部にnotを配置し
た1。更に、Laka (1990) は肯定と否定を同一の範疇にまとめ、これをΣPと
呼んだ。同様に、Culicover (1991) も同じような範疇PolP (= Polarity Phrase) 
を提案し、具体的には、CPとIPの間に配置した。（[CP Spec C [PolP Spec Pol [IP  
...]]]）
　これに対して、西岡 (2007) はNegPを設定することに反論している。彼
の主張は、基本的には、Negはnotの入る位置であり、先に見た融合した否
定辞（nobodyやnothingなど）、果てはneverのような否定辞もNegには入ら
ないが、それでもこれらを含んだ文は否定文であり、様々な否定文特有の
現象を引き起こすので、Negを想定することは妥当ではないというもので
ある。
　例えば、Inner island現象 (Ross 1984) は、not以外の否定辞を持つ文でも
起こる。
  (20)   a.  It is for this reason that I believe ___ that John was fired ___.
 b.  It is for this reason that I don’t believe ___ that John was fired.  (Rizzi 
1990: 15)
  (21)   a.  It is for this reason that everyone believes ___ that Bill was fired ___.
 b.  It is for this reason that no one believes ___ that John was fired.  (Rizzi 
1990: 19)
  (22)   a.  It is by lethal injection that many people believe that Bill was executed 
___.
 b.*It is by lethal injection that few people believe that Bill was executed 
___.  (Rizzi 1990: 19)
1 代案として、notをNegPの指定部に置く考え方もある。以下の構造を参照されたい。
 (i)  [CP [C ø] [TP I [T Af ] [NEGP not [NEG ø] [VP [V care] for her]]]]  (Radford 2009: 140)
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例文 (20a) では、分裂文の焦点にある句for this reasonが動詞believeを含む
節から取り出された解釈とその補文から取り出された解釈を持ち、多義的
であるが、(20a) に対応する否定文（believe節が否定されている文）(20b) 
の場合、その補文から取り出した解釈は持てず、believe節から取り出され
た解釈しか持てない。これがInner Island現象である。
　この現象は、notの代わりにno oneを含んだ文 (21b) の場合も同じように
観察される。しかし、Negにnotを想定する分析では、この文にNegを想定
することはないので、この文を説明できないことになる。
　同様に、(22a) の文では、焦点の句は意味的にbelieve節の補文から取り
出された解釈しか持てない。ところが、否定辞fewを含んだ文 (22b) の場合、
(20b)、(21b) と同様に、believe節の補文から取り出された解釈は持てない
ので、この場合は非文になっている。従って、Negを想定する限り、(22b) 
にはnotは存在しないので、Inner Island現象が起こることを説明できない
ことになるのである。
　そこで、西岡は、代案を立てる。基本的には、Klimaのように文否定にお
いては、否定辞が文頭にあるのが望ましいという基本に立ち、それをミニマ
リスト・プログラムの立場に組み込もうとしている。その代案を概観する。
  (25) 
(p. 80)
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  (24)    英語の文否定は、Polが [+NEG] 素性を持つことにより認可される。
それは、(a) 否定接続詞により与えられるか、あるいは、(b) PolとTP
内の否定要素とのAgreeの適用を通して得られる。(pp. 80‒81)
  (25)   a.  Polは解釈不可能な [NEG]（以下 [uNEG]）素性とEPP素性を持ち
得る。（あるいは、Polは解釈可能な [+NEG] 素性を否定接続詞に
より語彙的な（選択を通し）与えられる。）さもなくば、Polは
解釈可能な [–NEG] (= [+POS]) 素性を持つ。
　     b.  否定要素は解釈可能な [+NEG] 素性と解釈不可能な [neg]（以下 
[uneg]）素性を持つ。(p. 83)
これが具体的に否定文をどう説明するか見てみる。
  (26)   a.  John does not eat chocolates.
 b.  John never/seldom eats chocolates.
 c.  John ate nothing.
 d.  No one ate the dish.  (p. 84)
ここの分析（西岡は、PolP分析と呼ぶ）では、Negを想定せず、結果的に (26) 
の例はすべて概略的に以下の派生を持つことになる。
  (27) a.  [PolP Pol[uNEG][EPP] [TP (...) NE[+NEG][uneg] (...)]]（NEは否定要素）
 b.  [PolP[+NEG] Pol[uNEG][EPP] [TP (...) NE[+NEG][uneg] (...)]]
　　　　   　  　　FT（素性転移）(ibid.)
(27a) において、「Polの [uNEG] (probe) が、一致する [+NEG] (goal) を探し、
それがアクティブであるが故に首尾よくAgreeが適用される。そして  (27b) 
に示すように、[+NEG] がPolに転移し、すべての解釈不可能な素性
（[uNEG]、[EPP]、[uneg]）が削除され、収束派生へとつながる。この結果、
Polは [+NEG] を獲得し、(26) の文はいずれも否定文として認可される。」
（p. 84。ただし、例文の番号は本論文の番号に修正。）
　要するに、最終的に否定要素が文全体をc統御する形式を派生し、Klima
の基底構造に相当するものを派生し、文否定を説明しようとするものであ
る。ここでは、Chomsky (1998, 1999) による、探査子 (probe) と目標 (goal) 
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を使った一致操作 (Agree) のアプローチを用いている。しかし、この方法
に依る一致については、長谷川 (2003) がラテン語の例を挙げ、
  (28) Julia    　             est regina.  (Julia is queen)
 [fem. sg. Nom]    　 [fem. sg. Nom]
  (29) T est [Julia regina]  （以上、長谷川2003: 274）
(28) の基底形 (29) においてTがもっているφの集合（これが探査子）は、
目標であるJuliaと一致して、両者の解釈不可能な素性は削除されるので、
reginaのもつNomはもはや照合されないことを示し、探査子と目標を使った
一致操作には問題があることを示している。（長谷川は、代案として素性の
転移 (Percolation) を提案している。）従って、西岡の、最終的に文否定では、
否定要素が文全体をc統御する位置にあるという考え方はこれまでの否定の
分析を考えると基本的には正しいと考えられるが、問題のある一致操作を
使わずに行うとすればどのように達成できるかという問題が生じて来る。
４．any（否定極性項目 (negative polarity item; NPI)）の生起条件
　昨今のアプローチでは、線形順序 (linear order) は音韻部門の特性であり、
統語部門では問題としない傾向があり、もっぱら、c統御条件に依存して
いる感がある2。否定極性項目の生起条件に対しても、c統御を用いた説明
がよく紹介されている。一つの例として、以下の説明を考察してみる。
  (29) a.  The fact that he has resigned won’t change anything
   b.*The fact that he hasn’t resigned will change anything  (Radford 2009: 61)
2 c 統御の定義は、以下のものとする。
 任意の２つの節点 α と β が、いずれも他方を支配 (dominate) せず、α を支配する最
初の枝分かれ節点 (branching node) が β を支配する場合、α は β を構成素統御する。
17
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 (30)  
　　 
いずれも構造 (30) から明らかなように、例文 (29a) においては、否定助動
詞won’tは代名詞anythingをc統御しているので文法的であるのに対し、例
文 (29b) においては、否定助動詞hasn’tが代名詞anythingをc統御していない
ので、非文になっている。
　しかし、否定要素と否定極性項目の関係はそれほど単純ではない。以下、
c統御では説明の付かない例を２つ検討する。まず、一つ目には、主語の
that節内に出現するanyの例を見る。
  (31) That he saw anyone there is not likely.
この例では、明らかにnotはanyoneをc統御していない。従って、この例に
対しては、線形順序を考慮しない訳にはいかない。線形順序を考慮すると、
以下のような条件が明らかになって来る。
  (32) anyは否定辞に先行し (precede) かつ否定辞を統御して (command) は
ならない。(Murayama 1981)
ここでいう統御関係は、以下の様なものであり、否定関係が基本的に節単
位で解釈されるのが自然であることを考えると、c統御関係よりも統御関
係の方が妥当と考えられる。
  (33) command（統御）
任意の２つの節点α、βがあり、そのどちらも他方を支配せず、αを
最も直接的に支配する（すなわちαを最初に支配する）S節点（=TP
節点）がβを支配する場合、αはβを統御する。
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　ただし、否定極性項目と否定語の関係は他にもいろいろな要因を含むよ
うである。例えば、Hoeksema (2000: 137) は、述語のタイプの違いによっ
ても文法適格性の差が出ることを指摘している。
  (34) a.  That he would ever succeed had been expected by nobody.
   b.  That he would ever do a thing like that surprised nobody.
   c.*That he would ever do a thing like that proves nothing.
ここで、否定極性項目everは、節の形をした主語の中に出て来ているが、
主節の述語のタイプに違いがある。(a) では受動述語、(b) では非対格述語
で、文法的になっているが、(c) では他のタイプの述語で、非文法的になっ
ているとしている。
　西岡は、この否定極性項目と否定語の関係をどう扱うのか見てみる。彼
は以下のような認可条件を想定している。
  (35) NPIは、LF（論理形式）において [+NEG] にc統御されていなければ
　　ならない。 (p. 128)
  (36) NPIは [+NEG] を持つ。(p. 129)
この認可条件と想定が具体的にどう働くのかを見てみる。
  (37) a.*Anyone did not attend the party.
  b.  John did not eat anything.
(37a, b) に関連付けられる構造はそれぞれ (38a, b) のように表される。
  (38) a.  [PolP  Pol[uNEG][EPP] [TP NPI[+NEG] T  NE[+NEG][uneg] ... ]]
 　　　　　 　　*blocked by NPI
  b.  [PolP [+NEG] Pol[uNEG][EPP] [TP (...) NE[+NEG][uneg] ... NPI[+NEG] ... ]]
 　　　　         　　FT
(37b) に関連付けられる構造 (38b) においては、TP内の否定要素とPolとの
間で一致操作が適用し、その結果として [+NEG] がPolの位置に移動し、
NPIを適切にc統御することになるが、一方、(37a) に関連付けられる構造 
(38a) では、否定要素とPolとの一致操作適用の経路にNPIが存在する。こ
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の構造は、一致操作に関して独自に提案された欠如要素介在制約が働く
ケースであると、西岡は考える。
  (39) 欠如要素介在制約 (Defective Intervention Constraint: DIC)
In structure α > β > γ, where > is c-command, β and γ match the probe α, 
but β is inactive so that the effects of matching are blocked.  (Chomsky 
2000: 123)
  (40)   
* 
西岡 (2006: 136) の説明によれば、「すなわち、これはαに非対称的にc統御
されかつ、γを非対称的にc統御する（αとγのAgreeの経路に存在する）要
素βがアクティブでない場合、αとγのAgreeの適用は阻止されるということ
を述べたものである。」上の (36) で想定したようにNPIは [+NEG] をもつが、
否定要素の [uneg] をもたないので、この場合のβに相当し、(38a) において、
Pol（(40) のαに相当）と否定要素（(40) のγに相当）の一致操作が阻止され、
(37a) は否定文としても認可されず、NPIの認可も行われず、非文法的とな
ることが説明されるとしている。
　このアプローチで節の形をした主語の中に出現する否定極性項目と主節
の否定語の関係がどう説明されるかを見てみる。西岡は以下の例を挙げて、
  (41) a.  Pictures of anyone did not seem to be available.  (Boeckx 2000: 362)
   b.  A good solution to any of these problems does not exist.  
     (Hoeksema 2000: 136)
  (42) a.  A doctor who knew anything about acupuncture was not available. 
     (Linebarger 1980: 149)
   b.  A messiah who would bring any hope didn’t appear to the Jews. 
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     (Uribe-Echevarria 1994: 43)
  (43) a.  That anyone might do anything like that never occurred to John. 
     (Laka 1990: 198)
   b.  That anybody would leave the company wasn’t mentioned in 
the meeting.  (Uribe-Echevarria 1994: 92)
これらの例が (37a) と決定的に異なるのは、否定極性項目が主語内に埋め
込まれていて、否定要素をc統御していない点であると指摘している。そ
の結果、非対称的c統御に基づいているDIC (39) が発動しないのである。
よって、(44) の派生が成り立ち、Polが獲得した [+NEG] に否定極性項目が
c統御されて適切に説明されるとしている。
  (44) [PolP[+NEG] Pol[uNEG][EPP] [TP[DP/CP ... [NPI[+NEG]] T NE[+NEG][uneg] ...]]
 　　  　　 　
　上記の「統御関係と先行関係」で説明しようとする試みでは、(41a,b) 
の場合は、主語が節の形をしていないので、説明不可能である。そういう
意味では、どこかの段階で、否定辞を文頭に配置する考えは妥当なのかも
しれない。
　c統御では説明の付かない二つ目の例は、主語を修飾する関係節の先行
詞に生じるanyを含む例である。
  (45) Anyone who does that isn’t honest.
今、条件 (32) に照らしてみると、代名詞anyoneと否定助動詞isn’tはともに
統御の関係にあり、anyoneはisn’tに先行しているので、(32) からは (45) が
非文法的であると誤って予測されてしまう。
　西岡 (2006) は、(45) のような例を扱っていないが、βがγをc統御してい
なければ、DICは働かないので、anyoneが関係節と一緒になって単一の節
点を形成する (45) では、anyoneはnotをc統御せず、DICは作動せず、Agree
が起こることになるはずである。この関係を図示した樹形図が、次の (46) 
である。
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  (46) 
ここでは、確かにPolはanyoneをc統御しているし、notもc統御しているが、
anyoneはnotをc統御していないので、DICの働く環境を構成しておらず、
一致操作は阻止されないはずである。従って、西岡のシステムでもこの主
語を修飾する関係節の先行詞に生じるanyを含む例は説明できないことに
なる。
　また、村山 (2001) が示しているように、関係節と同様に名詞の付加部
である形容詞句が前置修飾した場合も同じように、anyが否定辞に先行し
かつお互いに統御しあう関係でも文法的な文が生じる。
  (47)   Any honest man wouldn’t betray his friend.
更には、形容詞＋名詞の形の複合語でもその現象を観察することができる。
  (48)   Any gentleman wouldn’t betray his friend.
ところが、比較的意味内容が軽い名詞にanyが付いた場合は、any—notの
語順では許されない。
  (49) *Any person wouldn’t betray his friend.
これはanyoneなどの場合と同様の結果である。
  (50) *Anyone didn’t come yesterday.
(49) の名詞句（最近の分析方法を取れば、QP）any personの構造を見てみ
ると、
3 ここでは、Chomsky の Merge の方法で作られる構造を示した。しかし、本来名詞
の付加部である関係節が名詞（ここでは Q の anyone）の補部であるかのようになっ
てしまい、これは正しい構造とは言えない。
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 (51) 
となるはずで、ここでも [Q any] は上記の (46) と同じ関係になるので、西
岡のDICの働く環境を構成しておらず、(49) を排除できない。また、興味
深い例として次のようなものもある。
  (52) Any mán wouldn’t betray his friend.
名詞personと同じくらい意味的に軽い名詞manでも、対比強勢を持つと、
今度は許されることをこの例は示している。これらのことは、統語的な条
件を超えた意味的な条件によって、これらの例を論じるのが妥当であるこ
とを示唆している。村山 (2001) でもその方向での議論がなされている4。
５．文否定と構成素否定
　英語の否定構文の１つの分類としてよくなされているものに、文否定と
構成素否定がある。次の (53a) が文否定、(53b) が構成素否定の例である。
文否定の場合、その特徴として肯定の付加疑問文が付くし（(54a)）、また、
否定語を含んだ句を文頭に前置すると、主語・助動詞倒置が起こる（(55a)）。
4 意味的に比較的重い名詞に any が付いて否定辞に先行する場合、neg の強さとの
関係もあるかもしれない。次の例を参照されたい。
　   (i)  *Any improvement is ever unlikely.  (McCawley 1988: 568)
 否定の力の差に関しては、not many と few とで、その付加疑問文の判定に関して違
いが出ることとも関連があると考えられる。
　  (ii) a.  Not many people live there, do they?
 　 b. *Not many people live there, don’t they?
 (iii) a. ?Few people live there, do they?
 　 b. ?Few people live there, don’t they?  （以上、Stockwell et al 1973: 283）
 しかし、一方で、Huddleston and Pullum (2002: 789) は、
 (iv)  Few of them supported her.
 に付く付加疑問文は、did they? だと述べている。
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一方、構成素否定の文は文全体としては肯定文なので、否定の付加疑問文
が付くし（(54b)）、否定語を含んだ句を文頭に前置しても主語・助動詞倒
置は起こらない（(55b)）。
  (53) a.  We were friends at no time.
  　 b.  We were friends in no time.
  (54) a.  We were friends at no time, were we?
   b.  We were friends in no time, weren’t we?
  (55) a.  At no time were we friends.
   b.*In no time were we friends.
（以上、Huddleston and Pullum 2002: 788–89）
　また、否定句が前置された場合、元の文の多義性が解消される例も報告
されている。以下、若干その類の例を検討してみる。
  (56) a.  With no job would John be happy.
 b.  With no job, John would be happy.
 c.  John would be happy with no job.［ambiguous］
（以上、Liberman 1974: 77）
これらの例に関して、例えば、(56a) は主語・助動詞倒置を起こしている
ので、文否定であり、否定語noの作用域は文全体に及んでいる。一方、(56b) 
は主語・助動詞倒置が起こっていないので、構成素否定の例であり、否定
語noの作用域はそれを含む前置詞句内に留まっていて、結果的に文全体と
しては肯定文である。このことは付加疑問文を付けてみると、明らかにな
る。次の例で、主語・助動詞倒置が起こっている例には、肯定の付加疑問
文が付き、それが起こっていない例には、否定の付加疑問文が付き、それ
ぞれ逆の場合は非文になっている。
  (57) a.  With no job would John be happy, would(*n’t) he?
 b.  With no job John would be happy, would*(n’t) he?
（以上、Culicover 1981: 16）
　ちなみに、(56a) のwith句は形容詞happyの補部であり、(56b) のwith句は
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その付加部と解釈できる。この差は、with句内の名詞句no jobの単独での
前置について、文法適格性の差を生じさせる。
  (58) a.*No job, John would be happy with.
   b.  No job would John be happy with.（以上、Rochemont 1978: 73）
この違いは何から生ずるのかについて、大田 (1980: 366) は、形容詞happy
の関数構造に関与しているかの違いとしている。これは言葉を変えれば、
補部内からの取り出しは可能であるのに対して、付加部内からの取り出し
は悪くなるということになると考えられる。このことは、否定句ではない、
名詞句の取り出しにも同じように見られることから裏付けられる。
  (59) a.  With two men in the office to help her, Mary is more than overworked.
   b.*Two men in the office to help her, Mary is more than overworked with.
   （以上、Rochemont 1978: 73）
　ここで関連して、補部と付加部の差に依る移動の種類の違いについて触
れておく。（特に場所を示す）前置詞句の前置における、付加部と補部の
振る舞いの差が観察される。先ず、２種類の（場所の）前置詞句の前置に
ついて見ておく。
  (60) In London, we visited a lot of museums.
  (61) a.  In a little house lived seven dwarfs.（久野・高見2013: 165）
   b.  At that time most people expected the galaxies to be moving around 
quite randomly, and so expected to find as many blue-shifted spectra as 
red-shifted ones.  It was quite a surprise, therefore, to find that most 
galaxies appeared red-shifted; nearly all were moving away from us! 
More surprising still was the finding that Hubble published in 1929: 
even the size of a galaxy’s red shift is not random, but is directly 
proportional to the galaxy’s distance from us.  (Hawking: A Brief 
History of Time)
   c.  Nature wages open war against her children, and under softest touch 
hides treacherous claws.  (Keller: The Story of My Life)
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 d.  Hooper walked over to the can, flipped the metal clasps of the sides, 
and lifted the top.  His shock at what he saw made him gasp.  Floating 
vertically in the can full of water, its lifeless head swaying gently with 
the motion of the boat, was a tiny bottle-nosed dolphin, no more than 
two feet long.  (Benchley: Jaws)
  （上記３例で、太字部分と下線部は筆者に依る。下線部が前置され
た句、太字部分が主語である。）
(60) の例は、いわゆる場面設定詞の文頭への前置の例である。(61) は、主
語・動詞倒置（場所句倒置を含む）の例である。前者の場合は、単に前置
詞句の前置のみ起こり、文の他の部分に変化は生じさせないのに対し、後
者の場合は、（場所を表す）前置詞句等の文頭への前置の後、主語と動詞
が倒置を起こし、主語が文末に生じている。村山 (2011) は、前者で前置
されている前置詞句（＝場面設定詞）はその文の動詞の付加部であるのに
対し、主語・動詞倒置で前置される句は、ほぼ補部（あるいは、疑似補部）
と考えられると論じている。ここにも補部と付加部の前置に関する差が現
れていると考えられる。
　次に、構成素否定と文否定が共起している例について検討する。
 (62) a.  With no job, on no account should you leave London.  (Haegeman 
2000: 47)
   b.*On no account, with no job should you leave London.  (Haegeman 
2000: 48)
このような例の場合、Haegemanは構成素否定句―文否定句の順（(62a)）
で現れ、逆の順（(62b)）は非文になるとしている。彼女は、分離CP仮説（詳
細は、Rizzi 1997, 2004を参照されたい）を採用し、従来のCPをForceP—
Top(ic)P—Foc(us)Pに分割し、例文 (62a) に対して、次のような構造を付与
している。
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 (63)
構成素否定の句をTopPの指定部に置き、文否定の句をFocPの指定部に置
いている。主語・助動詞倒置は、Foc0内の素性によって引き起こされるの
である。場面設定詞も彼女の分析ではTopPの指定部に置かれる。次例を
参照されたい。
  (64) a.  During the holidays on no account will I do that.
   b.*On no account will during the holidays I do that.
   c.*On no account during the holidays will I do that.
（以上、Haegeman 2000: 46）
また、FocPの指定部には、この他に疑問詞も入る。従って、文否定の句
と疑問詞の両者の前置はありえず、また、構成素否定の句と疑問詞の順も
この順になるとして以下の例を挙げている。
  (65) a.*On no account where should I go?
   b.*Where on no account should I go?（以上、p. 46）
  (66) a.  With no job, where can we go?  (p. 47)
   b.*Where with no job, can we go?
   c.*Where can with no job we go?（以上、p. 48）
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６．二重否定 (multiple semantic negation within a single clause5)
　最後に、二重否定について議論する。ここで扱う二重否定とは、同一の
文に２つの否定辞が現れているものであるので、
  (67) [I don’t think [that Mary isn’t smart]].
  (68) [Mary didn’t paint the house [that doesn’t have windows]].
（[  ] は節の境界。）
のようにそれぞれの節に１つずつ否定辞の入っているものは扱わない。ま
た、１語の中に否定接頭辞が含まれている単語と共起するnotも扱わない。
従って、次の例のようなものもここでいう二重否定から除外する。
  (69) That is not impossible.
また、非標準方言の次のようなものもここでいう二重否定から除外する。
  (70) Nobody didn’t do nothing.  (= standard Nobody did anything.)  (McCawley 
1973: 206)
従ってここで扱う二重否定の文とは、単一の節に２つの否定辞が入り、論
理的に二重に否定されている文ということになる。例えば、次例の後の文
がその例である。
  (71) Everybody doesn’t like something.  But nobody doesn’t like Sara Lee.
このような二重否定の文は微妙で、すべて非文と判断する話者もあるが、
文法的な文と非文を区別する話者もいる。後者の場合、以下のような差が
観察される。
  (72) a.  Not many of the boys didn’t consult John.
   b.*John wasn’t consulted by not many of the boys.
  (73) a.*The doctor didn’t examine not many of the boys.
   b.  No many of the students weren’t examined by the doctor.
  (74) a.  Max doesn’t believe that no one loves him.
   b.*Max doesn’t believe no one to love him.
5 Huddleston and Pullum (2002) の表現。
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  (75) a.  Not many of the beggars weren’t given handouts.
   b.*Handouts weren’t given to not many of the beggars.
   c.*They didn’t give not many of the beggars handouts.
（以上、McCawley 1973: 207）
  (76) Nobody didn’t say anything.  (McCawley 1973: 208)
上記の例からわかるのは、２つの否定句がともにVP内にあると非文にな
るということである。一つが主語の位置に、もう一つが述部内にある場合、
文法的になっている。ただし、次例のように、対話の文脈で、別の話者が
言った文自体を訂正する場合は、述部 (VP) 内に２つの否定句が出現する
ことを許す。
  (77) Speaker A: You’ve got to stop being so critical of people.  You judge them 
all the time and that’s why you have no friends.
 「あなたは、人をそんなに批判するのをやめなければならない。いつも人
を非難ばかりしているから、あなたは友だちがいないんですよ。」
  Speaker B: I don’t have NO friends—there are lots of people I talk to 
online.
 「友だちがいないわけではありません。オンラインで話をする人がたくさ
んいますよ。」（久野・高見2007: 38–39）
  (78) [He didn’t say nothing:] he said it didn’t matter.  (Huddleston and Pullum 
2002: 845)  (their [3i])
(78) について、Huddleston and Pullum (2002) では、「nothingが動詞否定［didn’t
のこと (KM)］の後に来ているが、この場合、その意味には存在数量詞化
（“He did say something”）が含まれている。この類の例は否定的断定（こ
の場合は、He said nothing.）を反駁するために使われている。」と述べら
れている。これらは語用論的側面を含むが、次の例は、否定の作用域の点
から意味的に扱われるべきであろう。
  (79) We can’t [VP not go with them].  (= We cannot refuse to go with them.) 
(Palmer 1974: 98)
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　すでに第３節で述べたように、否定辞の解釈は原則的に１つの命題ごと
になされると考えるのが妥当であろう。日本語では、英語のように融合否
定語（noやnothingやnobodyの類）がないので、ここで見て来た、主語と
述部に一つずつ否定語が入っている文はありえない。また、英語の場合、
述部即ち、VPは主語を欠いているだけで極めて命題に近い意味を持って
いるので、主語と述部にそれぞれ否定語が入っている文がギリギリ許容さ
れるのではないだろうか。
　かつて、Murayama (1977) では、主語と述部に否定語が入っている場合と、
述部に２つ否定語が入っている場合の差を作用域の「棲み分け」という考
えで以下のように図示した。
  (80)   
  (81) 
しかし、否定要素の移動が起こった後で、「棲み分け」の構造をとる例も
ある。実際の例を見てみる。
  (82)   Never before had no one been nominated for the position.  (Huddleston 
and Pullum 2002: 844)
この例では、従来なら、CPの指定部と想定されていた位置にnever before
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が移動し、主語・助動詞倒置でCの位置に移動したhadを含めた部分の主
語にno oneが入っていると分析されるものである。ここでは、分離CP仮説
に従ってその構造を見てみることにする。
  (83) [Never before] [had no one been nominated for the position].
  (84)
　　 
(84) から、ここではFocPの指定部にあるPPとFoc' で否定の作用域の「棲み
分け」が起きていると考えることができる。
次に、yes-no疑問文で否定語が主語・助動詞倒置によって文頭に前置され
ている例を検討する。
  (85) Isn’t it not cute?6  (Taniguchi et al. 2013)
この文の派生を示したのが、次の (80) である。
 
6 Cf. It isn’t not cute!（The Internet <https://miiverse.nintendo.net/replies/
AYMHAAACAAADVHktbKavGw>.  2017/1/22 閲覧）
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  (86)
　　 
矢印で示したように、V節点の下に元々あるbe動詞は接語化している否定
辞n’tを伴って、T位置に主要部移動し、その後Foc位置に移動すると考え
られる。作用域は、最終的な否定辞の位置によって決定すると考えられる
（上記、(80)、(81)、(84) でもそれを前提としていた）ので、(86) では、否
定の作用域はFoc位置とTPで「棲み分け」が起きていると考えられる。
　ここで、先程、作用域の点から意味的に説明されるはずとした、(79) の
作用域について検討したい。
  (87) We can’t [VP not go with them]. (= (79))
  (88) 
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意味からすると、not go with themの否定辞notは [V′ go with them] を否定し
ているので、否定辞の「棲み分け」を考えると、(88) に示したように、T
とVPに分けられると考えられる。
　先に触れたように、文否定であるかどうかの一つに、付加疑問文テスト
がある。ここで、二重否定の場合、どのような結果になるか確認する。
  (89)  You can’t not go with them, can you?  (Huddleston and Pullum 2002: 
804–805)
  (90) Nobody doesn’t like Sara Lee, do they?
  (91) Nobody doesn’t like Naomi Lee, do they?
  (92) Nobody doesn’t like Mt. Fuji, do they?
  (93) Never before had no one been nominated for the position, had they?
例文 (89) については、この形で例文が挙げられているわけではないが、“the 
reversed polarity tag for the can clause is can’t you?” (p. 805) と明記されている。
例文 (90)–(93) については、インフォーマント・チェックを行ったもので
ある7。(91)、(92) は、Sara Leeが女性名であり、かつ有名な菓子会社の名
前でもあるので、人か物かを区別した方が良いとのことで挙げてもらった
例である。(90)–(93) では、いずれも主語がnobodyかno oneなので、これを
代名詞でどう受けるのかという問題も生じて来る。かつては、不定代名詞
に対しては、he系列の代名詞を使っていたが、1970年代頃から、he or she
または、s/heなどの男女を区別しないというか、両方を示す表記が使われ
て来た。一方で、男性・女性に関してニュートラルな「単数のthey」も用
いられた。ここではいずれも後者の形で付加疑問文が作られている。
　しかし、より重要なのは、二重否定の文に付加疑問文を付けると、肯定
の付加疑問文が付くという点である。従って、二重否定は意味的には肯定
7 判断の難しい二重否定の文の判断をして頂いた Thompson 先生に謝意を表す
る。例文 (87) への付加疑問文について、先生のコメントが実に示唆的である。
 “Again, today the singular they would be used.  But more preferably, to avoid such 
awkward phrasing, a different form of tag question would be used: isn’t that true? or 
correct?”
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になると言われているが、統語的には文否定文であることがわかる。よっ
て、上記の点線で示された否定の作用域（(80)、(81)、(86)、(88)）の内、
前の方のものは、もっと上まで広がっていると想定できる。よって、文否
定となり、肯定の付加疑問文を引き起こしていると考えられる。
　一つだけ確認のために示しておく。
  (94) Nobody doesn’t like Sara Lee.
  (95) 
　　 
というように、doesn’tの作用域は文全般に及んでおり、これによって、肯
定の付加疑問文が引き起こされていると考えられる8。他のケースも同様
に扱うことができるであろう。
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Introduction
Complimenting behavior “mirrors cultural values” (Manes, 1983, p.96). The 
object of compliments, who compliments whom, and how compliments are 
responded to are factors vigorously investigated in the fields of pragmatics and 
sociolinguistics to uncover preferred styles of the languages or cultures in 
question.1 The more the research results are accumulated, the more the complicated 
nature of complimenting behaviors is revealed. Even when solely examining 
Japanese data, contradictory results are obtained (Satoh, 2014).
This paper reframes a series of interactions comprising the paying of, and 
responding to, compliments (compliment discourse). The purpose of the paper is to 
examine the process of stancetaking as it is collaboratively constructed through 
these interactions, and to investigate how a potential power imbalance caused by 
compliment discourse is mediated in the Japanese cultural context. I will approach 
this question through an investigation of the strategic development of compliment 
discourse.
Complimenting
In this paper, the term “compliment” will be understood according to Holmes’ 
definition (1988):
A compliment is a speech act which explicitly or implicitly attributes 
credit to someone other than the speaker, usually the person addressed, 
for some “good” (possession, characteristics, skill, etc) which is 
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positively valued by the speaker and the hearer. (p.446)
The spoken act of complimenting is complicated in nature. It can enhance 
solidarity between a person who pays a compliment (a complimenter) and a person 
who receives a compliment (a complimentee) (Holmes, 1995). At the same time, it 
can also highlight a power imbalance that may exist between the two. 
Paying a compliment is a speech act wherein the complimenter positively 
evaluates one aspect of the complimentee. This act can place the complimentee in a 
higher position than the complimenter by indicating that the former possesses 
something praiseworthy. However, it can also put the complimenter in a higher 
position than the complimentee by implying that the former possesses some 
qualifications by which he/she can evaluate the object of the compliment.  
When we receive a compliment, we are expected to respond to it as the second 
pair part of an adjacent pair (Schegloff & Sacks, 1973). The speech act of 
responding to a compliment also puts either the complimenter or the complimentee 
in a higher position depending on the complimentee’s responses.  
In response, therefore, we must observe and be aware of the balance between 
agreement and self-praise avoidance (Pomerantz, 1978). Even if a complimentee 
judges it appropriate to accept the compliment he/she receives, sanctions against 
self-praise are sometimes forthcoming if a complimentee accepts it without 
hesitation as pointed out by Satoh (2014).
In responding to a compliment, we must also pay attention to the fact that the 
response might reveal a judgment of the complimenter’s evaluation ability. If the 
complimentee rejects the compliment, the inference is that the complimenter’s 
judgment is incorrect, which is also exemplified by Satoh (2014).
People use various strategies to manage conflicting constraints such as “sifting 
the evaluation and shifting the referent” (Pomerantz & Heritage, 2013, p.221). For 
example, several studies have revealed cultural and situational variations in 
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people’s chosen responses to a compliment. In terms of Japanese researchers, 
Daikuhara (1986), Terao (1996), and Adachi (2011) among others reveal that in 
certain situations, people prefer rejection-type responses and in other situations, 
people prefer evasion-type responses. 
However, most of the studies carried out thus far are limited to the observation 
of a single compliment-response pair. In reality, compliments and their responses 
rarely end in a simple exchange of just two turns (a compliment and a response). 
Even when the complimentee deploys a shifting strategy, extended sequences 
beyond a single pair can be observed. For example, Satoh (2014) observes how the 
participants of compliment discourse collaboratively construct interactions to 
manage conflicting constraints between agreement and avoidance of self-praise 
(Pomerantz, 1978; Pomerantz & Heritage, 2013). 
Stancetaking
Collaborative behavior observed in compliment discourse involves the 
subjective and intersubjective activities of the participants. The act of 
complimenting is defined as subjective activity in the sense that a complimenter 
chooses a certain object among indefinite choices and gives it positive evaluation. 
At the same time, it can be termed intersubjective activity since the flow of 
interaction that follows is deeply affected by how a complimentee responds to the 
compliment received. 
We cannot utter any words without stance. Du Bois (2007) defines stance as 
follows: 
Stance is a public act by a social actor, achieved dialogically through 
overt communicative means, of simultaneously evaluating objects, 
positioning subjects (self and others), and aligning with other subjects, 
with respect to any dimension of the sociocultural field. (p.163)
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The key concept of stance is dialogism, implying that stance is established 
intersubjectively during interactions. “The stance triangle” (Du Bois, 2007, p.163), 
consisting of three nodes (Subject 1, Object, and Subject 2), provides a framework 
for capturing the bidirectional relationship between evaluating objects, positioning 
subjects, and alignment with other subjects.
In complimenting discourse, the complimenter (Subject 1) takes a certain 
evaluative stance toward an object that the complimentee possesses (Object), puts 
oneself in a certain position toward Object and aligns with the complimentee 
(Subject 2). In receiving a compliment, the complimentee is obliged to present his/
her stance through responding to it. That is, the complimentee takes a certain 
evaluative stance toward Object, which in turn puts him/herself in a certain 
position toward it, and at the same time aligns either positively or negatively with 
the complimenter (Subject 1). 
The dialogic nature of stance explains alignment, disalignment, and 
realignment in compliment discourse. By investigating the negotiation process of 
“who leads and who follows” (Du Bois, 2007, p.161), this paper tries in particular 
to illuminate the mediation of a potential power imbalance caused by paying and 
responding to compliments. I will approach this question through the investigation 
of the strategic development of compliment discourse: the introduction of 
compliments in a conversation, the development of compliments, and the response 
exchanges.
Data
The data for the present study is drawn from the Japanese TV talk show “Gout 
Temps Nouveau,” which was broadcasted through the Fuji Television Network 
from April 2006 to March 2012, and usually aired at approximately 11 o’clock at 
night. Most of the 30-minute talk show is devoted to free discussion between three 
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TV celebrities at a restaurant. The show begins with shots of each celebrity walking 
into the restaurant, greeting each other, taking a seat and ordering food. This talk 
show gives the audience the feeling that they are peeking into the lives of three 
celebrities who are freely enjoying “eating out” and chatting with friends about 
aspects of daily life, exactly as a group of friends would at a restaurant or at home. 
This paper chooses the following two episodes for close investigation since they 
present apparent differences in modes of response to an initial compliment dissolve 
into similarities by the end. This evolving occurs via several exchanges of 
compliments and responses:
Data 1 [Remembering the names of the staff] 
Broadcast on February 8, 2012
Participants (three male actors):
Koji Yakusho (56), Kanji Furutachi (43), Shun Oguri (29)2 
Data 2 [You will be a good mother] 
Broadcast on January 11, 2012
Participants (three female actors):
Natsuna (22), Rei Okamoto (20), Miori Takimoto (20)
Findings
To Accept or Not To Accept
Some compliments are accepted and some are not. In the former case, a 
complimentee positively aligns with a complimenter. In the latter case, a 
complimentee negatively aligns with a complimenter. This section compares 
compliment discourse that includes an acceptance response and one that includes a 
rejection response and shows that the difference is caused by the concept of 
“entitlement,” which determines who can praise what to whom.
The following compliment and response pair is taken from Data 1:3
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(1) Acceptance
1.  Yakusho: 小栗君は, でも, ものすごくスタッフの名前覚えるように, 
2.          　   ほんと, 努力して, やってるよね.
Oguri-kun, but you really try hard
to remember the names of the staff.
3.  Oguri:     まあそうですよね.
Sort of, I do.
In excerpt (1), Yakusho’s compliment is accepted by Oguri. This could be the 
result of the relationship between the complimenter and the complimentee. The 
relationship between a stance lead and a stance follow in Du Bois’s term is one of 
the issues displayed here. Both the complimenter (a stance lead) and the 
complimentee (a stance follow) are actors: Yakusho, the former, is older than 
Oguri, the latter, and has had a longer career as an actor. These two factors—age 
and professional career—cause Oguri to position himself as an obedient follower. 
That is, these factors give Yakusho a sense of entitlement to praise Oguri when the 
topic under discussion is related to their profession. 
Unlike (1), the following compliment and response pair taken from Data 2 
exemplifies the rejection of a compliment:
(2) Rejection
1.  Okamoto: でも, いいお母さんになりそう, なっちゃん.
But you will be a good mother, Nacchan. 
2.  Natsuna:  うそ, いや, 途中で放棄しそう, hahaha.
You lie, no, I will give up halfway through, hahaha.
In (2), the compliment by Okamoto is rejected by Natsuna. Both Okamoto and 
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Natsuna belong to the same generation; Natsuna is two years older than Okamoto. 
There are no apparent hierarchical differences between Okamoto (a stance lead) 
and Natsuna (a stance follow) in terms of their professional careers as actresses. 
The non-hierarchical relationship between the two causes Natsuna to become a 
“disobedient follower.” 
Besides “who leads and who follows,” it is the topic of a compliment (the 
evaluating object) that is deeply related to whether a complimentee aligns with a 
complimenter positively or negatively in these examples. In (1), the compliment is 
objective in nature. Yakusho, Oguri, or the third participant (Furutachi) can provide 
concrete evidence to either support or refute the content of the compliment since 
they had just worked together for the film entitled “Kitsutsuki to Ame (The 
Woodsman and the Rain).4” On the other hand, in (2), the content of the compliment 
is subjective. The question of whether or not Natsuna will be a good mother in the 
future is related to her personality. Therefore, it is difficult to provide evidence to 
support or refute the statement. 
Thus, based on these two exchanges, we can assume that whether a 
compliment is accepted or rejected is deeply associated with “entitlement:” that is, 
who praises what to whom in a given cultural context. More specifically, the 
combination of age, professional career, and objectivity of the object of 
compliments can decide the stance the participants take.
“Remembering the Names of the Staff”
However, expanding the scope of observation, we can find a similarity 
between the exchanges in (1) and (2). The excerpt (3) is a continuation of (1), 
wherein a compliment given by Yakusho is immediately accepted by Oguri. After 
accepting Yakusho’s compliment, Oguri explains why he tries to remember the 
names of the staff members:
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(3) [Data 1: Remembering the names of the staff]
1.  Yakusho: 小栗君は, でも, ものすごくスタッフの名前覚えるように, 
2.  ほんと, 努力して, やってるよね.
  Oguri-kun, but you really try hard
  to remember the names of the staff. [Compliment 1-1]
3.  Oguri: [まあそうですよね.
  [Sort of, I do. 　 [Acceptance]
4.  Yakusho: [全部名前で呼ぶし.
  [You call all of them by their names.   [Compliment 1-2]
5.  Oguri: ま, 自分が結構名前を間違えられたことが多くて,
  Well, I am often called by the wrong name,
6.  Furutachi: あ, そうか, そうか.
  Oh, I see. I see.
7.  Oguri: もう, ほんとに仲いい人でも, あのお, ぱっと出たら,
8.  小倉さんって言われちゃうことが, あるんですよね.
  Even well-acquainted people, you know, happen to call me Ogura-san.
9.  Yakusho: おれ, 別所さん.
  I’m called Bessho-san.
10.  Oguri:  Nuhahahaha
  Nuhahahaha,
11.  Furutachi: ああそうか.
  Oh, I see.
12.  Oguri: でもなんか, それ以来, 結構, 覚える,ように,
  But you know, after such an incident,
  I try hard to remember (their names).
13.  まとりあえず, なんか現場で用がなくても呼んでみるみたいな.
  Anyway, I call them by name even for no reasons.
14.  Yakusho & Furutachi: ((笑))
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                                       ((laughter))
In receiving the compliment, Oguri accepts it and explains that he tries to 
remember the names of the staff members he works with because people often get 
his name wrong. The other participants, including the complimenter, show their 
understanding. The complimenter Yakusho and the third party Furutachi both 
sympathize with the reason behind Oguri’s effort in line 9 and line 11, respectively. 
Then, in line 13, Oguri, laughing, adds that he calls the staff by name even if he has 
nothing to say. Triggered by laughter from Oguri, both Yakusho and Furutachi then 
join in the laughter together. Subsequently, they move on to a new topic. 
“You Will Be a Good Mother”
The excerpt (4) is a continuation of example (2). After Okamoto’s compliment 
is rejected by Natsuna in line 2, a long negotiation occurs:
(4) [Data 2: you will be a good mother]
1.  Okamoto: でも, いいお母さんになりそう, なっちゃん.
  But you will be a good mother, Nacchan.     [Compliment1-1]
2.  Natsuna: うそ, いや, 途中で放棄しそう, hahaha.
  You lie, no, I will give up halfway through, hahaha.
3.  Okamoto: なりそう.
  You will be (a good mother).                [Compliment1-2]
4.  Natsuna: いや, どうだろうな.
5.  なんだかんだ面倒みちゃうんだろうなって,
6.             [かんじ.
　　　　　 No, but I wonder, 
  somehow I will take care of (people)
  [feel like                                      [Evasion]
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7.  Takimoto: [面倒見がいいんだよ.
  [You will take good care of (people)      [Compliment1-3]
8.  Natsuna: かなあ.
  I wonder I will                     [Weak acceptance]
9.  Okamoto: もてるでしょ .
  You are popular among the men, aren’t you?  [Compliment 2-1]
10.  Natsuna: ((頭を左右にふる))
  ((shakes her head))
11.       もてるとかもてないとかそういう以前の問題だよね.
  The point is before talking about whether I am popular or not.
   [Shift]
12.    　   もうなんか, 全然そういう人たちがいないもん. まわりに.
  Well, anyway, there aren’t such people around me.
13.  Okamoto: いや, 見えていないだけだよ. きっといるんだよ.
  No, you haven’t noticed them yet. There are, surely. 
   [Compliment 2-2]
14.  Takimoto: [そうだよ.
  For sure.                       [Compliment 2-3]
15.  Natsuna: [いやいやいやいや,
  No, no, no, no,               [Rejection]
16.  Takimoto: 絶対, スタッフさんとかいっぱい好きだよ.
  Absolutely, there are a lot of staff members who like you.
   [Compliment 2-4]
17.  Natsuna: いやいや.
  No, no.       　 [Rejection]  
18.  Takimoto: 絶対いるよ. 絶対. 気づいていないだけだよ.
　　　　 Absolutely, there are. Absolutely. You just don’t notice them.    
   [Compliment 2-5]
47
Satoh　Laughing Together in Japanese Complimenting Discourse:
Collaboratively Constructed Stance
19.  Natsuna: それを言ったら, みおりんもさ, 全然気が付かないタイプでしょ . 
  Judging in that light, Miori, you are the kind of person who 
doesn’t notice, aren’t you? [Shift]
20.  Takimoto: うん気づかない.
  No, I don’t notice.
21. 幽霊とかいても気づかないと思う.
  I wouldn’t even notice a ghost.
22.  Natsuna:  そこ？
          Is that a point?
23.  Okamoto: そこ？
  Is that a point?
Okamoto repeatedly pays Natsuna a compliment in different words, while 
Natsuna exploits various means to avoid accepting the compliment. First, Okamoto 
compliments Natsuna, saying that Natsuna will make a good mother 
([Compliments 1-1 and 1-2]), and receives a negative reaction in line 2. In her 
response to the second compliment in lines 4, 5, and 6, Natsuna shifts the point 
about being a good mother to that of being a good carer, and evades acceptance of 
the compliment she has received. 
Picking up the expression “mendomi (good carer)” that Natsuna uses, Takimoto 
also gives a compliment to Natsuna (Compliment 1-3). This time, Natsuna weakly 
accepts it in line 8. In their interactions, the degree of alignment between the 
complimenters and the complimentee is gradually shifting as the evaluating object 
changes. When the object is related to being a good mother, the alignment is 
negative. However, the alignment by the complimentee with the complimenters 
becomes positive when the object is related to being a good carer, which is the 
topic the complimentee herself raises.
Following that exchange, another compliment and response exchange starts. 
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Both Okamoto and Takimoto collaborate to give compliments to Natsuna. First, 
Okamoto gives compliments twice, telling her that she is popular among men 
(Compliments 2-1 and 2-2); again, Natsuna’s reaction is negative. Natsuna 
mentions that there are no people around her. Takimoto joins the compliment 
discourse and enforces Okamoto’s compliments (Compliments 2-3, 2-4, and 2-5). 
Each time, Natsuna rejects the compliment she receives. 
As observed from this interaction, compliment discourse is not limited to a 
single compliment-response pair. In fact, there are multiple back-and-forth 
negotiations, until finally, the compliment interaction ceases. 
In (4), the compliment discourse beginning with Okamoto ends with 
Takimoto’s humorous reaction, after which they all laugh together. Takimoto 
rejects Natsuna’s response that there are no men around her by mentioning that 
Natsuna does not notice admiring people when they are near her. In line 19, instead 
of showing alignment or misalignment, Natsuna shifts the evaluating object from 
herself to Takimoto. She mentions that Takimoto is also similar to her. Natsuna’s 
comment implies that Takimoto is the type of person who does not notice a man 
who approaches her. In her utterance, she omits the object of the verb “notice.” 
Takimoto exploits this. She mentions that she would not even notice if a ghost was 
standing near her in lines 20 and 21. Shifting the topic from a man to a ghost is 
unexpected and lends humor to the conversation. Both Natsuna and Okamoto note 
Takimoto’s funny reaction, after which they share a laugh and move to the next 
topic.
Analysis
This paper examined two examples of compliment discourses. Upon initial 
examination, these two examples are different: one compliment is accepted and 
another compliment is rejected. However, in both cases, a compliment and a 
response are repeated several times in different words, after which the conversation 
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shifts focus following shared laughter.
In the data observed so far, every stance seems to be taken by each 
participant’s voluntarily will. However, we must note that “stance can be given or 
accorded, rather than taken” (Irvine, 2009, p.70).
Complimenting is a type of verbal behavior that encompasses a subtle power 
game, because paying a compliment means evaluating the object of that 
compliment, and responding to a compliment includes a further evaluation. If we 
fail to cope with this power game, some sanctions await, as previously pointed out. 
In order to exit this power game successfully, laughter is frequently employed as a 
mutually beneficial solution. That is, it can be observed that laughter works as a 
contextualization cue, which can be defined as “any feature of linguistic form that 
contributes to the signaling of contextual presuppositions” (Gumperz, 1982, p.131). 
In this way, then, laughter terminates the ongoing compliment discourse and 
catalyzes a change in the conversation topic. This leads us to question why, in fact, 
laughter is used by participants as a contextualization cue to end the compliment 
discourse. 
To answer this question, it is helpful to take into consideration the functions of 
laughter during verbal interactions. Modes of language are chosen from the 
resources available: in this case, from the series of stancetaking choices, which lead 
to a developed style, as pointed out by Johnstone (2009): 
Repeatable linguistic styles emerge out of stancetaking strategies 
that prove repeatedly relevant and useful for particular speakers 
in particular kinds of interactions. (p.29)
First, laughter is often observed as a kind of verbal behavior that is closely 
related to a topic shift. Schegloff (2007, p.186) points out that sequence-closing is 
an adjacency-pair-based process:
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1. Close proposing
2. Collaboration with the closing displayed
3. Ratification of the recipient’s alignment
In the examples used in this study, it is not clear whether a close proposing is 
actually offered, but as far as we can observe, the participants collaboratively and 
interactively move toward the end of the ongoing topics through several exchanges. 
The participants find a laughable point: in Data 1, it is the utterance by Oguri that 
he calls the names of the staff even for no reason and in Data 2, it is Takimoto’s 
unexpected reaction that she does not notice a ghost around her. After laughing 
together, the participants add nothing further. All these processes lead the 
participants to ratify a closing alignment. 
In fact, several studies indicate that shared laughter occurs around the 
termination of a topic (Holt, 2010; Gilmartin, Bonin, Vogel, & Campbell, 2013; 
Bonin, Campbell, & Vogel, 2014). For example, Holt (2011) points out that by 
laughing together, the participants “display willingness to bring the topic to a 
close” (p.407). Through an observation of Japanese conversation styles, Kushida 
(1995) also illustrates that “laughing with,” instead of “laughing at,” can mark the 
boundary of a topic.
Second, laughter can ease the tension that might be caused by the giving and 
receiving of a compliment. Szatrowski (2004) observes that the series of strong 
invitation and refusal exchanges in Japanese conversations turns into a play frame 
at the closing stage; this is done to ease the atmosphere caused by the conflicting 
stances of the participants. A similar observation is made in Warner-Garcia (2014): 
laughter mitigates an undesirable interactional conflict.
Thus, the nature of shared laughter that is commonly used to signal the end of 
a topic and mitigate the tension/power imbalance is also employed during 
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compliment discourse.
Summary
An analysis of the data revealed that the mediation of the power imbalance is 
achieved through the following processes: 
1. Multiple exchanges of compliments and responses
2. Frame shift from “compliment” to “play”
3. Collaboratively exiting compliment discourse by laughing together
Whether the compliment is rejected or accepted, a frame shift from 
compliment to play is often deployed by the participants in order to exit the 
compliment discourse. The complimenter or (most often) the complimentee might 
exchange a joke to ease the tension caused by complimenting and the participants 
laugh together; this shared laughter functions as the cue for a topic shift. Of course, 
a consensus among all the participants is necessary for the topic shift to occur, from 
the compliment discourse to something else. Even if one participant tells a joke, a 
topic shift cannot be undertaken unless all the participants respond favorably to the 
joke (for example, by laughing). The data observed so far indicates that laughing 
together is also shared by the participants as an indicator of a boundary of topic.
Through observing the strategic development of compliment discourse, this 
paper suggests that laughing together is one of the stabilized repertories for the 
solution of easing a potential power imbalance, which is achieved by the 
participants’ intersubjective stancetaking.
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Notes
1. See, for example, Adachi (2011), Chen (1993), Chen & Yang (2010), Daikuhara (1986), 
Golato (2002, 2005), Herbert (1986, 1989, 1990) Herbert & Straight (1989), Holmes 
(1986, 1988, 1995), Kim (2007, 2012), Lee (2009), Manes (1983), Pomerantz (1978), 
Satoh (2002, 2005, 2014), Terao (1996), and Yuan (2002).
2. The number in the parentheses indicates age of the participant.
3. Literal translation from the original Japanese into English is presented. The part 
enclosed by parentheses is not mentioned in the original Japanese but added for 
clarification of meaning.
4. The information that they worked together is related to the audience at the beginning of 
the episode.
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Appendix: Transcription symbols
. Falling intonation
,    Level intonation
?    Rising intonation
[   Beginning of a overlap talk
(( )) Transcriber’s remarks
      Laughing voice
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Abstract
The purpose of this study is to examine an effective grammar instruction with 
communicative approach keeping the balance between passive and productive 
activities. Data of a diagnostic grammar test of a total of 798 university freshmen, 
streamed by TOEFL scores, were analyzed to make it clear whether there is a 
clear tendency of grammar acquisition among different levels of learners. It was 
found that certain areas of grammar should be taught first and that instructors 
should focus on passive or productive activities according to the levels of students. 
Finally we suggest an effective way of textbook use in a communicative class 
under TOEFL-based curriculum, analyzing the contents of the grammar textbook. 
キーワード：　文法指導　コミュニケーション活動　TOEFL
1. はじめに
　文部科学省は，現行の学習指導要領を2016年度中に改訂し，2018年度
から段階的に実施，2020年度には全面的に実施する方針である。この改
訂には，小学校英語教育の拡充，中高でのコミュニケーション活動の重視，
大学入試改革などが盛り込まれる見込みである（文科省, 2013）。これに
より小中高大の一貫したコミュニケーション能力育成のための英語教育体
制が整うことが期待される。これが実現すれば東京オリンピック・パラリ
ンピックの開催とその後のグローバル化の進展を見据えた英語教育のパラ
ダイムシフトが実現されることになろう。よって今後は教育現場において，
文法の基礎知識を測るGテストの形成的利用
－コミュニケーション活動と文法指導の両立を目指して－
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コミュニケーション活動をより重視した教授法やカリキュラムが実施され
ることが予想される。そこで懸念されるのが，コミュニケーションを重視
するあまり文法学習が疎かになってしまうのではないかという不安であ
る。そこには，コミュニケーション能力の向上は口頭運用力の向上のみを
指すとの誤解がある。本来のコミュニケーション能力とは「読む・聞く・
書く・話す」の4技能全てを使いこなす能力を指すはずである。そのコミュ
ニケーション能力を支えるものが文法であると，現行の中学校学習指導要
領にも記されている（文科省, 2008）。文法指導とコミュニケーション能
力の習得は相互補完的な関係にあり（伊藤他, 2005），切り離されるべき
ものではない。Ellis（2002）も文法を教えるということは，文法を使う
ことを教えることではなく，言語使用に際してどのように文法が機能する
ものなのかを理解させることであると述べた上で，コミュニカティブなタ
スクを用いた指導と文法を明示的に指導する二つの選択は相補的に扱われ
るべきと主張している（Ellis, 2002）。
　このような文法学習とコミュニケーション活動に対する誤解が生じる状
況のなか，大学の教育現場においては，より実践的なコミュニケーション
能力の向上を目的としてTOEFL等の外部試験を取り入れた英語プログラ
ムが既に多く存在する。ここには国際基準である外部テストを導入するこ
とにより客観的な尺度でコミュニケーション能力を測定し，かつ社会の要
求に応じた実践的な英語力を身につけさせたいという大学側の思惑があ
る。それに対して学生側はスコアアップにのみ専心し，本来のコミュニケー
ション能力の向上のための学習からかけ離れた試験対策中心の学習に，つ
まりアウトプットの練習よりもインプットの学習に専念してしまいがちで
ある。すると旧来式の文法学習や語彙の詰込みといった受動的な学習に
陥ってしまい，結局目標とするTOEFLスコアにも到達できない状況と
なってしまう。特に大学内でよく行われるTOEFL-ITPやTOEIC-IPは
マークシート方式を採用し，ともに文法問題を含んでいる。これらの文法
問題は学生にとっては受験勉強の延長として最も学習しやすい箇所であ
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り，コミュニケーション活動とは切り離して独立した技能として学習する
傾向が強い。
　そこで教員にとっては，コミュニカティブアプローチによる指導方法と
コミュニケーションを支えるための文法指導のバランスをどう保っていく
かが課題となってくる。いわゆる詰込み方式の文法学習指導を脱し，コミュ
ニカティブな活動を通じて文法指導を行うことによって，TOEFL等のス
コアアップにもつながる英語力を涵養することが求められてくる。これを
踏まえて本研究では，学生の持つ文法力に焦点を絞り，英語基礎力を測定
するための「RLGテスト（R:読んでわかる語彙，L:聞いてわかる語彙，G:
文法の基礎知識）」１（大場, 2010）のうちの「Gテスト」２ を利用して，
習熟度別の文法習得傾向を調査し，各レベルにあった文法指導を提案する
ことを目的とする。本研究によって，TOEFL等によるクラス分けを実施
している教育機関の教員に対して，より正確な文法の運用力をつけさせる
ために，コミュニカティブな活動を重視しながらもどの程度まで文法事項
を明示的に指導していくべきかの判断基準を示すことが期待される。学習
者に対しても，スピーキングのみや文法のみといった偏った学習方法から
脱し，バランスのとれた英語使用者を目指すよう促すことが期待される。
2. 方法
2.1 目的
　横浜市立大学では，入学時に行われるTOEFL-ITPのスコアにより習熟
度別にクラスが編成され，オール・イングリッシュによるコミュニケーショ
ン 活 動 重 視 のPractical English (PE)及 びAdvanced Practical English 
(APE)と呼ばれる英語クラスが展開されている。そして学期末テストとし
てTOEFL-ITPが課され３， 500点以上の得点が3年次への進級要件となっ
ている。このようなカリキュラムの下では，学生はコミュニケーション活
動よりも目先のスコアアップに終始しがちであり，特に詰込み型の文法学
習を行おうとする傾向が強い。一方，教員の側は，学校の方針に従いコミュ
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ニケーション活動に重きを置くあまり，明示的な文法指導への比重が低く
なりがちである。学生にとっても，文法学習が少なくなると学習方法に不
安を持ちはじめてしまう。では，せっかく習熟度別にクラス編成が為され
ているのであれば，そのレベルに合った文法指導を選択することはできな
いだろうか。その基準を明らかにしていくことが本論の目的である。
　TOEFL-ITPのSection 2が主に文法力を問うているのは間違いないが，
そのスコアから受験者は自分の文法力における弱点を分析することは難し
い。しかしながらRLGテストのGテストは，文法領域ごとに得点が示され
るので，克服すべき文法項目が明確となる。TOEFL-ITPとRLGテストの
それぞれの利点を生かしながら，本研究では文法に焦点をあて，それぞれ
のレベルにあった学習方法を提案する。本研究でのリサーチクエスチョン
は次の2点となる。
(1) TOEFL-ITPのスコアによって区分された5つの学習者グループにおいて，
その習熟度レベルによってどのような文法の習得傾向が現れてくるか。
(2) コミュニケーション活動を重視した授業活動において，どのような文
法学習（活動）がそれぞれの習熟度グループで有効であるか。
2.2 参加者
　横浜市立大学の842名の初年次生が本研究に参加し，有効回答者798名
分のデータを分析対象とした４。これらの学生はいずれも英語を専攻とす
る学部・課程には所属しない日本人学生であり，入学時にTOEFL-ITPを
クラス分けテストとして受験済みである。これらの学生に対し初回もしく
は2回目の英語クラス（PEもしくはAPE）にてRLGテストを実施し５，そ
れぞれのスコアを解析した。その際クラス分けの基準となるTOEFL-ITP
のスコアによって50点ごとに5グループに分割し，各グループのGテスト
の結果を分析した。本研究で得られる教育的示唆は，横浜市立大学の英語
プログラムの質的改善に繋がるだけでなく，TOEFL等の外部試験を利用
する教育機関にも広く援用されることが期待できる。
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3．TOEFL-ITPおよびRLGテストのデータ
　図1と図2にはTOEFL-ITPとRLGテストのスコアごとの人数分布を示
した。表1は両テストのデータを，表2は両者の相関係数を示した。図1と
図2からは本研究参加者集団の得点分布がTOEFL-ITP 460点台６，RLG
テスト110点台を頂点としたベルカーブを描いていることが示された。表
2では，TOEFL-ITPとR，L，Gテストそれぞれの得点との間にはそれぞ
れ0.47，0.46，0.58の有意な正の相関が見られた。また，RLG合計点との
相関係数は0.63であり，有意な正の相関が見られた。RLGテストの妥当性
に関しては，作成方法の信頼性，異なる版のテスト間の等価性，外部テス
トとの相関から既に検証済みである（加藤他, 2011）７。また，R，L，G
それぞれのテストについて内的整合性を確認するために，信頼性係数（ク
ロンバックのα係数）を求めた。Rでは0.70，Gでは0.75 と比較的十分な
値が得られ，内的整合性が確認されたが，Lでは0.50となりR，Gと比較す
ると高い値は得られなかった。TOEFL-ITPとRLG両テストの正規分布に
近い得点者分布と中程度の相関が見られたこと及びGテストの内的整合性
から本研究の研究対象として妥当なデータが得られたと考えられる。
図1　TOEFL-ITP 得点者人数分布
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図2　RLG合計点得点者人数分布
表1　TOEFL-ITP及びRLGテストデータ　表2　TOEFL-ITP/RLGテスト相関係数
TOEFL-ITP RLG合計
n 798 798
平均 463.92 110.19
標準偏差 36.69 11.58
最大 607 148
最小 353 69
TOEFL-ITP
Rテスト 0.47**
Lテスト 0.46**
Gテスト 0.58**
RLG合計 0.63**
**: p < .01　
4. 文法分析
　本研究参加者を，TOEFL-ITPスコアに従い5つのグループに分類した。
表3に各グループのRLGテストの各平均点，合計点及びTOEFL-ITPスコ
アの平均点を示した。本章では，Gテストの各問題の正答率を用いて各グ
ループの文法力を分析する。
　まずGテストの平均値に関してグループ間に差が見られるかについて一
要因の分散分析（参加者間要因）を行ったところ，群の主効果が見られた
（F(4, 794) = 79.89, p < .001）。多重比較（TukeyのHSD法）の結果，上級，
中上級，中級の上位3グループは，初級，基礎の下位2グループよりも平
均値が有意に高いことが示され，さらに上位3グループの間にも有意差が
見られ，上級，中上級，中級の順となっていた（p < .05）。一方，初級と
基礎グループ間の平均値差は有意ではなかった。
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表3　RLGテストとTOEFL-ITPスコアのグループ別平均点　
グループ
スコア
範囲
n
R
テスト
(50)
L
テスト
(40)
G
テスト
(60)
RLG
合計 
(150)
TOEFL
-ITP
(677)
上級 550 ～ 20 43.9 33.4 54.7 132 562.3
中上級 500 ～ 547 118 40.2 30.3 49.9 120.4 520.1
中級 450 ～ 497 371 37.7 28.2 45.6 111.5 472.0
初級 400 ～ 447 256 35.0 26.5 41.8 103.3 428.7
基礎 350 ～ 397 33 34.1 25.8 39.5 99.4 385.2
4.1 データ分析の手順
　Gテストは6つの文法領域から構成されており，各領域から10問ずつ問
題が出題されている合計60問のテストである。表4に6つの文法領域と各
領域の文法項目を示す。AからFの6領域で高校までに学ぶ英文法のほとん
どの領域をカバーしている。C，D領域の「拡充」とは動詞が時制や態に
より，また文が疑問文や否定文に変化することであり，E，F領域の「転換」
とは動詞がtoや-ingにより別の品詞へ，文が名詞節，形容詞節，副詞節へ
と変化することである（大場，2005）。本研究参加者の文法の基礎知識を
測るため，まずはこれら6つの文法領域ごとの平均正答率をグループ別に
算出し，グループごとの文法知識の傾向を分析する。次に正答率50％未
満の問題を抽出し，グループごとに「難しい問題」に違いがないかを分析
する。
表4　Gテストを構成する6つの文法領域と各文法項目
領域 文法項目
A. 品詞 基本4品詞（名詞・動詞・形容詞・副詞），他の品詞，単数・複数
B. 文と呼応 動詞の時制（過去形と現在形），動詞型（文型），代名詞など代用表現
C. 動詞の拡充 助動詞，完了形，進行形，受身形
D. 文の拡充 強調文，否定文，Yes/No疑問文，WH疑問文
E. 動詞の転換 不定詞，動名詞，現在分詞，分詞構文
F. 文の転換 名詞節，副詞節，形容詞節，仮定法，関係詞
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4.2 各グループの文法領域別傾向 
　5つのグループそれぞれの文法領域別の平均正答率を表5に示し，各グ
ループの課題となる領域が特徴化されるように正答率70%以下の文法領域
を塗りつぶした。また，550点以上の上級グループと350 ～ 397点の基礎
グループの領域ごとの平均正答率の差異を示した。表5からわかることは，
550点以上の上級グループは全ての文法領域においてほぼ9割以上の正答
率であり，基礎文法は理解できていると言える。500 ～ 547点の中上級グ
ループも全領域においてほぼ8割以上の正答率である。450 ～ 497点の中
級グループはE領域のみが70％にわずかに届かないが全領域においてほぼ
7割以上の正答率である。しかしながら447点以下の下位2グループはC，D，
E，F領域において正答率が低く，「拡充」や「転換」の領域の学習が必要
であることがわかる。
　最上位の上級グループと最下位の基礎グループの領域ごとの平均正答率
の差異を見てみると（表5右端），E領域において最大であり，A領域で最
小である。E領域においては，中上級グループは一つ上の上級グループと
の差が13.9%，中級グループは一つ上の中上級グループとの差が8.9%，初
級グループは一つ上の中級グループとの差が7.8％，基礎グループは一つ
上の初級グループとの差が7.8%と，とりわけ他の領域と比べて大きく，
グループ間の差が顕著に見られた。
表5　各グループの領域別平均正答率
Group
・
領域
TOEFL
350 ～ 397
（基礎)
TOEFL
400 ～ 447
（初級）
TOEFL
450 ～ 497
（中級）
TOEFL
500 ～ 547
（中上級）
TOEFL
550以上
（上級）
上級G
と基礎G
の差異
A 72.4% 76.7% 81.1% 85.2% 89.0% 16.6%
B 75.8% 82.5% 87.2% 91.8% 94.5% 18.7%
C 70.3% 65.3% 71.2% 79.9% 89.5% 19.2%
D 59.4% 64.5% 70.2% 78.6% 88.0% 28.6%
E 53.6% 61.4% 69.2% 78.1% 92.0% 38.4%
F 63.0% 67.5% 76.9% 85.3% 94.0% 31.0%
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4.3 正答率の結果からの観察
　本研究の解答集計では，「正解を1」「不正解を0」として集計し統計処
理のデータに変えている。これは，例えば，ある問題が0.5という数値を
示せば，正答率50%と読み取り，二人の参加者がそれぞれに「正解」「不
正解」であったと解釈できる。つまり，ある問題が50%よりも下の数値を
示している問題は，そのグループ成員の半分以上が正解できなかったこと
となり，これをもって「不正解が多く難しかった問題」とみなした。この
考え方に基づき各グループの正答率50%未満の問題を抽出し，表6を作成
した。
表6　各グループにおける正答率50%未満の問題　　
問 文章表現
領域 問題数TOEFL
350-397
(基礎)
TOEFL
400-447
 (初級)
TOEFL
450-497
(中級)
TOEFL
500-547
(中上級)
TOEFL
550 ～
(上級)
9 will succeed (V) A
3
45% 44% 　 　
26 swim badly (AD) A 48% 　 　 　
40 a great convenience (N) A 48% 　 　 　
43 Either you or I am B 1 48% 　 　 　
13 has been increasing C
3
36% 31% 39% 　
24 cannot have killed C 58% 53% 54% 48%
38 I used to C 52% 33% 40% 48%
8 So can Doraemon. D
3
36% 43% 46% 　
28 doesn’t taste D 45% 　 　 　
49 Which …, A or B? D 48% 　 　 　
6 How about Ving?(N) E
5
39% 　 　 　
11 to be pitied E 33% 43% 　 　
32 Given N E 42% 39% 　 　
34 let me go E 27% 39% 　 　
44 a tie to go with N (A) E 39% 　 　 　
27 where he was born (N) F
3
33% 41% 　 　
29 if I was mad (N) F 39% 48% 　 　
42 that N+V (N) F 39% 44% 　 　
　※塗りつぶしは一部正当率が50%以上の箇所
　表6からは二つの特徴が読みとれる。まず，予測されることではあるが
基礎グループは全ての領域において「難しい問題」を抱えている。そして，
表中ではその同じ「難しい問題」の数が一つ上のグループへ行くにしたがっ
て減少し解消されていく傾向が表れている。尚，数か所で起きている基礎
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グループと上位グループ間の逆転は，基礎グループの成員数の少なさが原
因と思われる。次に，C領域の傾向が他の領域と異なることが読み取れる。
つまり，C領域の3つの問題は中級，中上級グループに入っても「難しい
問題」として留まっており，特に問24と38では上から2番目の中上級グルー
プさえが50%未満を示している。このことから，動詞の拡充領域は，その
理解が不安定にとどまる文法項目ではないかと推察される。以上のことか
ら，「難しい問題」は各グループ固有のものではなく，むしろグループ横
断的なものであると判断できる。それを考慮したうえで，基礎と初級グルー
プでは領域の区別なく全般的に文法を学習し直す必要があり，一方，中級
と中上級グループでは動詞が助動詞，完了形，進行形，受身形として拡充
するC領域の問題をしっかり学習することが基礎文法力をより確実なもの
にすることにつながると思われる。
5. 形成的利用
　前章までは，TOEFL-ITPのスコアにより分けられた5つのグループに
おける文法習得傾向を分析した。この結果をもとに，本章では，まず初め
に各グループの重点的学習領域を抽出する。次に400～447点の初級グルー
プに焦点を絞り，実際にこのグループが使用している文法クラス用のテキ
ストの文法学習項目および学習順序を確認し，果たしてこのテキストがこ
の学習者グループに適しているのかを検証する。その上で実際に授業を
行っている教員へのアンケートと聞き取りから，このテキストの最適な利
用方法を提案していく。
5.1 習熟度グループ別の重点的学習領域 
　前章の文法分析において，表5からはグループごとの領域別平均正答率
が，表6からは正答率が50％未満の「難しい問題」のグループ別の傾向が
明らかとなった。そこでこれらの表から判断できる，平均正答率の最も低
い領域，一つ上位のグループとの差が最も大きい領域，平均正答率が70％
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未満の領域，正答率50％未満の「難しい問題」とされる領域を以下の表7
に「グループ別の弱点領域」としてまとめ，各グループにおいて重点的に
学習すべき領域・項目を考察する。 
表7　グループ別の弱点領域
TOEFL
350 ～ 397
（基礎）
TOEFL
400 ～ 447
（初級）
TOEFL
450 ～ 497
（中級）
TOEFL
500 ～ 547
（中上級）
TOEFL
550以上
（上級）
平均正答率の最も低い領域
（正答率）
E (53.6%) E (61.4%) E (69.2%) E (78.1%) D (88％ )
上位グループとの差が
最も大きい領域（上位との差）
E (7.8%) F (9.4%) E (8.9%) E (13.9%) ―
平均正答率が
70％未満の領域
（正答率）
D (59.4%)
E (53.6%)
F (63.0%)
C (65.3%)
D (64.5%)
E (61.4%)
F (67.5%)
E (69.2%) なし なし
正答率50％未満
の領域 
（問題数）
E
（5問）
A，D，F
（3問）
B，C 
（1問）
E，F
（3問）
 C 
（2問）
A，D 
（1問）
C 
（2問）
D 
（1問）
C
（2問） なし
※網掛けが重点的に学習すべき領域
　表7からわかるように，550点以上の上級グループは平均正答率の最も
低いD領域でさえ88％の正答率を持っており，正答率が50％未満だった問
題は1問もない。このGテストで計測する基礎文法に関しては，全ての領
域において高い理解度を示している。強いてあげるなら，問9の動詞
（succeed）を問う問題で名詞（success）を選択するという誤答が多かっ
た（誤答率15％）ので，品詞に関する間違えに注意しておくべきであろう。
TOEFL-ITPのSection 2では品詞に関する出題が多いので，ケアレスな間
違えを防ぐことで更なる高得点を目指すことができよう。また問8のよう
な倒置構文に関する問題は全てのグループで誤答が多かった（上級グルー
プの誤答率25％）ので注意を要する。
　500 ～ 547点の中上級グループはE領域が弱いことが明らかである。上
級グループではE領域は92％の平均正答率であるのに対してこのグループ
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では78. １％の平均正答率しかなく，13.9ポイントも差があり，この領域
の理解度が上級グループとの決定的な差と言える。このグループが550点
以上の得点を目指すには，まずE領域の文法を学習する必要がある。
　450 ～ 497点の中級グループは一つ上の中上級グループと同様にE領域
が弱点であることが理解できる。正答率50％未満の領域に関しても中上
級グループと似通った傾向であることがわかる。よって一つ上のグループ
との差は各領域における全体的な理解度（正答率）の差と言える。最優先
に取り組むべき領域は69.2％と最も正答率が低く，かつ正答率が一つ上位
のグループとの最も開きの大きいE領域となろう。
　400 ～ 447点の初級グループはC，D，E，Fの4つの領域に問題がある
ことが理解できる。4つの領域を均等に学習することが望ましいが，最優
先させるとすれば，平均正答率の最も低いE領域と一つ上のグループとの
開きの最も大きいF領域となろう。
　350 ～ 397点の基礎グループは平均正答率が70％に満たないD，E，F領
域を学習する必要があるが，同時に正答率50％未満にA領域の問題も含ん
でいる。前述のとおりTOEFL-ITPのSection 2ではA領域の品詞の出題が
多いことからも，このグループはA領域も含めてD，E，Fの4つの領域を
学習する必要がある。
　このようにレベル別に5つのグループに区分された学習者集団を一つ上
のグループと比較することで，そのグループに必要なものが見えてくる。
また，RLGテストを用いて獲得語彙レベルを調査した以前の研究では，
TOEFL-ITP 447点以下のグループはJACET 8000の語彙レベルに基づく
3000語レベルの語彙が未定着であることがわかっている（加藤他, 2015）。
3000語レベルは高校修了レベルの語彙であることから，語彙に関しては
高校での学習が不十分であったことが推察できる。今回は文法における研
究調査であるが，語彙における研究調査同様，TOEFL-ITP 447点以下の
基礎と初級グループに関しては，高校までに学習済みの文法項目において，
未定着のものがかなりあると判断できる。よって大学での授業に際しても，
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高校での学習項目を振り返り，不安定な文法知識を英作文やエッセイライ
ティングなどで実際に使用できるレベルの「確かな知識」へと変えていく
必要がある。
5.2 初級グループ（400 ～ 447点）のテキスト
　前節では各グループが重点的に取り組むべき文法領域を抽出したが，こ
こではTOEFL-ITP 400 ～ 447点の初級グループに焦点を絞り，このグ
ループの学習者が実際に授業で使用している文法テキストを分析し，この
レベルの学習者にとってこのテキストの最適な使用方法を提案する。この
グループを抽出する理由は，本研究参加者の中でも256名と2番目に多い
集団を形成しており，また先に述べたように，高校での学習において不十
分な箇所が見受けられるグループであるため，大学の授業で扱うべき文法
領域を明確にすることにより，最も利益を得ることのできる学習者集団で
あると考えられるからである。また，日本人大学生のTOEFL-ITP平均ス
コアが459点（2012年度），TOEIC-IPの平均スコアが445点（2015年度）８
であることからも，この初級グループ（TOEFL 400 ～ 447点）は平均的
な大学生に近い姿と言える。TOEFL，TOEICをカリキュラムに取り入れ
る大学が近年増加していることからも，このグループにおける分析結果が
外部試験を導入する教育機関の学習者・指導者に広く応用可能と思われる。
　この学習者のグループでは1回 90分，週3回（リスニング，リーディング，
グラマーの3つのセクション），15週間（半期）の英語の授業（PE）が実
施されている。指導言語は英語で，いわゆるオール・イングリッシュの形
態を採り，コミュケーションを重視したアクティビティやタスクを中心に
授業が展開されている。グラマーセクションの授業ではテキストは
Grammar Connection 3 （Cengage, ISBN978-1-4130-0840-1）を使用してい
る。このテキストは全30章からなるが，シラバス上は，前期・後期合わ
せて30回の授業でこのうち25章を学習することになっている。前期は第1
～ 15章のうちから12章分を，後期は第16 ～ 30章のうちから13章分を学
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習することになっているが，どこを選択するかは担当教員の判断に委ねら
れている。
表8　テキストGrammar Connection 3の章別文法学習項目
章 文法項目 章 文法項目 章 文法項目 章 文法項目 章 文法項目
1
A
B
現在時制
副詞（頻度）
2
D
Wh-疑問
付加疑問文
3
A
連結動詞
命令形
（動詞）
4
C
B
助動詞
（可能）
再帰名詞・
相互代名詞
5
B
C
現在進行形
現在形vs 
現在進行形
6
B
句動詞
7
B
過去時制
8
B
過去vs現在過
去の状態・習
慣
9
C
F
過去進行形
副詞節
（時を表す）
10
C
未来表現
 Be Going To 
vs Will
現在進行形（未
来）・現在形（未
来）
11
F
副詞節（未来
の時を表す）
条件節（if未来）
未来進行形
12
B
知覚動詞
状態動詞
13
A
可算名詞
（単数・複数）
可算名詞vs不
可算名詞
14
A
測量の単位
Much/Many/A 
Lot Of 
A Few vs 
Few…
15
A
数量（名詞・
形容詞）
冠詞
16
A
E
形容詞・副詞
分詞（形容詞
的）
名詞（形容詞
的）
17
E
動名詞・不定
詞
動詞＋不定詞・
動名詞
前置詞+動名詞
18
E
形容詞＋不定
詞
Too/Enough＋
不定詞
不定詞（副詞
的用法）
19
A
比較級
最上級
20
A
比較（as…as）
比較表現
21
C
Should/
Ought To/
Had Better 
Be Supposed 
to
22
C
Must/
Must not/ 
Have To/
Don’t Have To 
May/Might
Can/Could
Do You Mind If
23
C
Can/Could
Will/Would
Would you 
Mind?
Like/Would 
Like/ Prefer/
Would Prefer /
Would Rather
24
C
現在完了
Ever/Never/
Not Ever
25
C
Already/　
Yet/Just
Since/For
26
C
現在完了
進行形
現在完了vs現
在完了進行形
27
C
受動態
受動態＋行為
者（動作主）
28
F
直接話法
間接話法
29
D
Yes/No間接疑
問
Wh-間接疑問
30
B
C
現在時制
（復習）
過去時制
（復習）
未来表現
（復習）
　表8はGrammar Connection 3 における学習文法項目を章別に示したもの
である。章の下の英字はGテストにおける文法領域を示している。表9は
このテキストの章の構成を示しており，どのようなタスクが含まれている
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かがわかる。表8から，この初級者グループが前期中に学ぶ第1 ～ 15章で
はA，B，C領域が多いことがわかる。このグループがまず取り組むべき
領域はE，F領域であることを前節で確認したが，これらを扱う章はF領
域を扱う9章と11章のみで，E領域を扱う章は前半にはない。E領域を学
習するのは後半の16，17，18章となっている。前期と後期の学習順序を
入れ替えるのはカリキュラム構成上難しいと思われるので，前期に9，11
章を優先的かつ丁寧に学習し，後期は16，17，18章，及び28章を優先的
かつ重点的に学習することがこのグループにとっての弱点克服に繋がるで
あろう。
表9　テキストGrammar Connection 3の章構成
構成 サブタイトル タスク 頁数
Part 1
Content Vocabulary vocabulary 0.5
Think about It writing / discussion 0.5
Grammar in Content
reading / listening /
grammar (explanation, exercises)
2.5 ～ 4
Communicate speaking / writing / discussion / pair work 0.5
Part 2
Grammar in Content
reading / listening /
grammar (explanation, exercises)
2.5 ～ 4
Communicate speaking / writing / discussion / pair work 0.5
Connection Putting It Together grammar and vocabulary / project / Internet 1
計8 ～ 11
　表9からはこのテキストが単なる文法知識の習得だけでなく，学んだ文
法知識を活用してライティングやスピーキング・ディスカッションといっ
たアウトプットのタスクを行うことに焦点が置かれていることが理解でき
る。初級者グループの学習者にとっては，弱点であるE，F領域の文法知
識を獲得した上で，アウトプット活動を通じていかにその知識を定着させ
ていくかが，このテキストを利用する上での鍵となる。次節では実際に担
当教員がどのようにこのテキストをこの学習者グループ対象に活用してい
るかを概観する。
横浜市立大学論叢人文科学系列　2017 年度：Vol.69　No.1
72
5.3 担当教員の意見
　本研究に参加する学習者の授業を担当する教員12名にアンケートを実
施し，どのようにこのテキストを実際のグラマークラスで利用しているか
を調査した。結果，どの章を扱うかに関しては，ほとんどの教員がテキス
トを第1章から順にすすめていくため，前期は13，14，15章を，後期は
29，30章を割愛する，あるいは自分の感覚的に重要でないと思われる章
を飛ばしていくという回答であった。どの文法項目を割愛するかは，恣意
的であり，教員間での情報交換や合意は形成されていなかった。1名だけ
が独自の診断テストを利用して，クラスごとに苦手な文法項目を抽出し，
どの章を扱うかの判断基準としていることがわかった。授業内の活動にお
いては，文法説明のようなインプットを行う時間よりもその文法項目を用
いて文章作成や会話練習に当てる時間が多く，アウトプットを意識した授
業構成の傾向が明らかとなった。すると，比較的定着率の高いA，B領域
に関しては，アウトプット重視の授業構成で問題はないが，定着率の低い
C，D，E，F領域に関しては，高校での文法学習項目を含め，文法事項の
インプットを十分に行ったうえでアウトプット型の活動に移る必要があ
る。アンケートでは，インプットにあたる文法学習をできるかぎり宿題で
行い，授業内での説明時間を少なくしてアウトプットの練習時間の確保に
努めているという回答者もいた。文法指導の重要性を認識し，インプット
とアウトプットのバランスの取り方に躊躇しながらも，試行錯誤で授業を
展開している様子がうかがえる。
5.4　効果的なテキストの使用方法
　今回対象とした初級グループ（TOEFL 400 ～ 447点）のグラマークラ
スでは，教員へのアンケート及び聞き取り調査から，大学の方針に従いか
つテキストの特性を活かしてコミュニケーション活動に焦点をあて，アウ
トプットを意識したアクティビティを授業内で多く取り入れていることが
判明した。しかしながら，本研究で明らかとなったように，このグループ
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に関してはC，D，E，F領域の文法項目が定着しておらず，高校での文法
事項の復習を含め，文法知識のインプットがまだ必要な段階である。テキ
スト使用に際しては，まずは最も弱いE，F領域を扱う章を優先し，C，D，
E，F領域を扱う章では，アウトプットに関わる活動に入る前に，インプッ
トに関わる活動を十分に行い，しっかりと文法事項の理解を深めておく必
要がある。具体的には，表9にある使用テキスト中のサブタイトル 
“Grammar in Content” の部分でインプット活動が十分に行える。ここに
は文法規則を定式と例文を用いて説明した図があり，教員が丁寧に説明す
ることにより学習者に文法法則を気づかせることができる。さらにこの部
分にはリーディングとリスニング及び空所補充のエクササイズがあり，イ
ンプットした内容の理解を深め定着に繋げることに役立つ。授業内で文法
項目の説明をあまり長く行うとコミュニケーション重視の授業スタイルが
崩れてしまう恐れがあるので，文法項目の説明をビデオで確認するといっ
た反転授業を導入したり，文法事項の確認に関わるエクササイズを宿題と
したりすることが当クラスには効果的と言える。
　A，B領域を扱う章では，文法事項のインプットはさほど必要ではなく，
確認程度にとどめ，アウトプット活動を重視し，その文法項目を実際にス
ピーキングやライティングで使用することを通じて定着を図っていくこと
が効果的である。表9のテキスト中のサブタイトル “Communicate” の箇所
を中心にした授業展開が望ましい。13，14，15章は割愛するという教員
からの回答が多かったが，前述のとおりTOEFL-ITPのSection 2は品詞を
扱うA領域からの出題が多いので，詳細な文法説明はさほど必要ないが，
アウトプットを中心としたアクティビティに重きを置いてこれらの章を学
習することが，文法知識の定着となり，より正確な文法の運用力の獲得，
ひいては実践的なコミュニケーション能力を測るTOEFLのスコアアップ
に繋がることが期待される。
　本来，TOEFL は米国留学後に要求される大量のリーディングやライ
ティングに耐えうるための英語力を測ることが目的のテストである。
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Section 2のタイトルがGrammarではなくStructure & Written Expression
であることからも，Section 2は全般的な文法基礎知識を測るものではな
く，むしろ実践的に英語力を使っていく際に必要な英文法や英文構造の運
用力を試していると言える。英語圏で出版されているライティング指導書
の中に「上手な英文を書けるようになるに従い，準動詞（動名詞，分詞，
不定詞）の使用頻度が上がる」との記述がある（鈴木・Parkins, 1996）。
また，NationはHarrisの記憶範囲の研究結果を引用して，英文の難易度は
その長さと文構造の複雑さに寄与するもので，文構造の複雑さは従属節の
使用に起因すると述べている (Nation & Newton, 2008)。つまり英文の難
易度が上級になるにつれて，GテストのE領域やF領域の文法知識，いわ
ゆる準動詞やT-unitと呼ばれる従属節を持つ英文の確かな知識が必要とさ
れると解釈できる。従って，基礎グループや初級グループの学習者に対し
ては「動詞の転換」や「文の転換」といった複雑な文構造を含む文章に慣
れていくための練習が上位グループに追いつくためには必要となる。これ
らの領域に関しては，コミュニケーション活動において学習者自らで「気
づく」ことは難しく，我々教員による丁寧な指導が必要であろう。しかし
ながら，Ellis（2010）はEFL環境にある初級者レベルの学習者には明示
的な文法指導が必要であるが，明示的な指導はconscious-raising taskなど
で帰納的にも指導しうると提唱している（Ellis, 2010）。つまり，教員が
さりげなく言語形式を教えながら，学習者が文法規則を自ら発見できるよ
うに「仕掛ける」ことで，できる限りコミュニカティブな活動を維持する
ことができよう。
6. 結論
　本研究はTOEFL等の外部試験を利用して習熟度別にクラス編成を行っ
ている教育機関において，いかにしてその外部試験の特性を活かしながら，
コミュニケーション活動に重点を置いた実践的な英語力養成に繋がる授業
を展開するかを第一の課題として開始された。文法に焦点を置いた本研究
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では， (1) TOEFL-ITPのスコアによって区分された5つの学習者グループ
において，その習熟度レベルによってどのような文法の習得傾向が表れて
くるか。(2) コミュニケーション活動を重視した授業活動において，どの
ような文法学習（活動）がそれぞれの習熟度グループで有効であるか，の
2点をリサーチクエスチョンとした。(1)に関しては，グループごとに明確
な習得傾向の差が表れた。TOEFL-ITP 550点以上のグループが文法区分
6領域においてバランスのとれた習得傾向を示したのに対し，547点以下
のグループはそれぞれ領域ごとにアンバランスな習得傾向を示し，レベル
ごとに取り組むべき直近の課題が明らかとなった。(2)に関しては，550点
以上のグループは，基礎文法はしっかりと定着していると言えるので，
TOEFLにおいて頻出であるA領域にあたる品詞や全てのグループにおい
て正答率の低い倒置構文に注意を払い，ライティングやペアワークといっ
たアウトプットを中心とした活動を授業では中心的に行っていくことが有
効である。500～547点のグループは，アウトプット活動を重視する一方で，
E領域の文法項目を強化していく必要がある。450 ～ 497点のグループは，
同じくE領域を強化しながらもC，D，E，F領域に関してはインプットと
アウトプットの活動を相補的に取り入れることが有益である。400 ～ 447
点のグループは，A領域に関してはアウトプット活動を中心に行い，C，D，
E，F領域に関しては十分なインプットを行い,　理解を深めたうえで，そ
れを定着させるためのアウトプット活動が必要である。350 ～ 397点のグ
ループに関しては，全ての領域において入念なインプット活動が欠かせな
い。コミュニカティブな活動を通じて文法力を高めることは理想的ではあ
るが，習熟度の低いグループではコミュニカティブな活動だけでは文法に
「気づく」ことは難しい。圧倒的に言語シャワーの少ない日本人大学生の
学習環境ではレベルにあった分量の文法を明示的にインプットし練習する
必要がある。文法の明示的指導が必要かどうかの目安となるのがTOEFL 
450点というラインであることが本研究から浮かび上がった。
　本研究の結果から，教員の側では，学習者の文法項目における弱点を知
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ることにより，教室で使用するテキストから文法項目の適切な取捨選択が
可能となるうえ，明示的な文法説明と関連するコミュニケーション活動の
バランスを適切に設定することが可能となる。本研究では，文法指導とコ
ミュニケーション活動の両立のために効果的な授業方法を提案することは
できたが，実際にその指導効果の検証はできておらず，これが目下の課題
である。
　大学の英語教育がようやくコミュニカティブアプローチにシフトしつつ
あるなか，今後は，いかにして文法を体系的に理解させた上で，自動化さ
せ活用できるように指導するか，そして自立した文法学習者となるよう導
けるかが大きな課題となってくる。コミュニケーション重視の授業スタイ
ルへの転換をはかるためにアクティブラーニングや反転授業の導入が中央
教育審議会（2016）をはじめ各方面で提唱されているが，そのような形
態の英語クラスにおいて文法力向上を検証することも今後の課題となり得
よう。
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注
１ RLGテストには，本研究で使用したマークシート方式の紙版と一般公開用（無
料）のWEB版があり，問題はそれぞれ異なるが等価性がある。URLは以下の
通り。http://www.rlgtest.com/rlg/
２ Gテストは4択式の対話文空所補充問題で，初級・中級・上級からそれぞれ20
問ずつ出題されている。初級・中級・上級は文法構造・概念の複雑さを基準
に区分されている。
３ PE及びAPEⅠ，Ⅱ，Ⅲ，ⅣはTOEFL-ITPを期末試験とし，APEⅤは，TOEFL-
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iBTもしくはIELTSが期末試験となっている。2017年度からはAPEⅤの期末試
験にTOEIC-IP＆SWも加えられる。
４ 研究参加者はPE及びAPE受講の1年生に限っているため，入学者数（実際の1
年生の人数）よりも少なくなっている。入学時のTOEFL-ITPで500点以上のス
コアを取得した者は，PEの単位認定を受けることができ，APEを履修するこ
とができるが，APEは選択科目であるため，PE合格者の全員がAPEを受講し
ている訳ではない。
５ RLGテストの実施に際しては，テストの目的が，英語基礎力の自己診断と
PE・APEクラスの授業改善に役立てることであり，個人の特定や成績評価に
繋がることはない旨を説明し，受講者の同意の上で行っている。
６ 入学時に行われたTOEFL-ITPテストの実際の受験者数は912名で，平均点はこ
れよりも高い。
７ 2011年に行った4グループ計228名に対する研究調査では，RLGテスト合計点
とTOEFL-ITPと の 相 関 は0.55 ～ 0.83，TOEICと の 相 関 は0.87，Gテ ス ト と
TOEFL-ITPとの相関は0.50 ～ 0.58，TOEICとの相関は0.80でいずれも中程度
以上の相関が見られた。
８ TOEICとTOEFLは異なるテストであるため正確に換算することは不可能であ
るが、過去の研究データから換算するとTOEIC 445点はTOEFL-ITP 440 ～ 443
点相当となる。
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ABSTRACT: Global citizenship has progressively become a goal of 
educational institutions involved with expanding students’ understandings 
of what it means to be a citizen in a globalized world. However, what this 
multi-dimensional concept means precisely has been the subject of much 
debate and discussion in the research literature on this topic. Building on 
a ‘critical-transformative dimension’ of global citizenship education this 
article examines the different ways of conceptualizing the notion of 
global citizenship and discusses implications for global awareness at 
both the theoretical and practical levels. 
1. INTRODUCTION
In an increasingly interconnected and interdependent world, there is a 
necessity for transformative pedagogy that empowers learners to resolve assiduous 
challenges related to sustainable development and peace that concern all humanity 
(Torres, 2017). These include conflict, poverty, climate change, energy, security, 
unequal population distribution, and all forms of inequality and injustice, which 
feature the need for cooperation among countries (Gaudelli, 2016). 
In this context, there is growing interest in Global Citizenship Education 
(GCE). GCE gives rise to the actions and activities that shape the direction of 
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society over time. In particular, it can provide the conditioning context that supports 
learners to reframe events, wherever they may occur, through a shared human 
angle, and to foster action and cohesion (Gaudelli, 2013). Through education for 
global citizenship, learners have the chance to gain the experience of seeing the 
world through the eyes of others, discovering and clarifying what is necessary in 
order to build a society where we can all live together; and cooperate to give birth 
to spaces of security in their immediate surroundings (Noddings, 2005). 
The concept of GCE has lately gained prominence in international development 
discourse with the adopted Global Education First Initiative (GEFI), launched by 
the former secretary of the United Nations (UN) Ban Ki-moon in September 2012. 
In inaugurating this initiative, the former UN Secretary General has set three 
priorities (UNESCO, 2014).
First, putting every child in school. UNESCO’s movement pledged to achieve 
universal primary education by 2015. The recent Incheon meeting indicated that 
this goal has not been achieved yet, and new developmental goals have been set 
for the period 2015–2030 within the so-called Incheon Declaration. In this spirit, 
UNESCO stressed the need to make all the required investments to ensure that 
every child has equal access to schooling (Torres, 2017). 
Second, improving the quality of learning. Access to education is critical but 
it is not enough. Learners should acquire appropriate skills to participate 
effectively in today’s knowledge-based society. The quality of education that 
children, youths and adults receive is vital in attaining the goal of access to quality 
learning (Tarozzi & Torres, 2016). The third priority set by GEFI is the focus of 
this article, fostering global citizenship. Education has the power to shape a 
sustainable future and a better world. Education policies should endorse peace, 
mutual respect and environmental care – thus GCE (Reimers, 2009b). 
Building on Larsen (2004) ‘critical-dimension’ of global citizenship (GC) and 
the UNESCO’s (2014) transformative model of GCE this article examines the 
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different ways of intellectualizing the notion of GC from a moral perspective – 
rather than a formal one, and discusses propositions for global awareness at both 
the theoretical and practical levels. The author hopes to encourage a renewed 
emphasis on universal and moral values such as peace, human rights, justice and 
respect for diversity, as well as a focus on a holistic education and a type of 
instruction dedicated to developing learners’ personality and certain ‘global 
competencies’ that graduates need in an increasing globalized world. 
2. GLOBAL CITIZENSHIP – A MULTIFACETED TERM
The notion of global citizenship (GC) and its educational extension – GCE, 
however, remain quite multilayered, if not contested, and consequently difficult to 
operationalize. There are two possible reasons for this. First, the notion of ‘global 
citizenship’ does not imply a legal status. From a purely legal perspective then, 
and the despite the way in which globalization is affecting traditional conceptions 
of citizenship within the contours of the nation-state, the notion of ‘global 
citizenship’ remains a metaphor (Rizvi, 2009). 
Nonetheless, GC will be conceptualized in this article as a feeling and an 
educational practice (Schattle, 2008) and not so much a static identity, rather as a 
process that engages students while developing their moral dimension and certain 
knowledge, skills and attitudes/values that should support them in making a 
difference in the lives of those who are not as privileged as themselves (Reimers, 
2009a). In line with this view, Appiah (2008) suggests that we must identify with 
our fellow human beings and act in a manner that acknowledges our 
interdependence. The concept of GC – as examined in this article – does not signal 
therefore a requirement to detach oneself from one’s own national identity or 
loyalties. Quite the opposite, as argued by Appiah, respect and loyalty to 
humankind does not deprive us of the capability to care for people closer by. 
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Appiah’s discussion about GC is important to the current global debate on 
GC because it reinforces two key interconnected points; first, that GC concerns 
the global and thus shifts the perspective from the local and immediate to a 
broader plane; and second that, through the idea of citizenship, it evokes a sense 
of practical responsibility towards others regardless of their location in terms of 
geography, class, gender or ethnicity. In this view, GC remains a powerful notion, 
and as author and lecturer engaged with the higher education (HE) sector, I 
believe GC has profound meaning for instruction.
Secondly, when applied to education, the notion of GC implies a certain 
degree of confusion (Reimers, 2006). What is ‘GCE’ (or ‘education for global 
citizenship’) exactly? A variety of definitions of GCE exist, and some of them will 
be mentioned in this article; however, Oxley & Morris (2013) has observed that 
implementing the idea of GC is codified in educational curriculum with a little 
reference on what knowledge, skills, values/attitudes ‘globally competent 
graduates’ should develop in order to cultivate a sense of social responsibility both 
at a local and global level (Hunter, 2004); thus, this article will sketch some 
possible themes – specifically, as they relate to the UNESCO’s framework – based 
on a systematic examination of the existing literature on GCE.
Though GC is a highly contested and multifaceted term, three key dimensions, 
at least within the existing literature (Noddings, 2005; Reimers, 2009a; Larsen, 
2014; Gaudelli, 2016; Torres, 2017), are now commonly accepted; social responsibility 
– concern for others, for society at large, and for the environment, civic engagement 
– active engagement with local, regional, national and global community issues 
and global awareness – understanding and appreciation of one’s self in the world 
and of world issues; while social responsibility and civic engagement are 
extremely important and perhaps will be examined in further publications, a moral 
dimension of global awareness is the focus of this analysis in this article. 
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3. THE MORAL DIMENSION OF GLOBAL CITIZENSHIP
The debate about the nature of citizenship – the belief that we need to view 
world affairs from our perspective as global citizens – has been a strand through 
the writing of important scholars. It was central to the thinking of Enlightenment 
philosophers such as the German Immanuel Kant (1724-1804), who spoke of an 
individuals’ membership in a universal community as a basis for global peace 
(Kant, 1983). It even shaped the thought of European philosophers during the Age 
of Empire. For instance, the Italian thinker Giuseppe Mazzini (1805-1872) wrote 
at length about an individual’s duties to humanity and the fact that individuals’ 
loyalty cannot be determined by their nationality alone, while the ‘Declaration des 
droits de l’homme et du citoyen’ from 1789 distinguished between a citizen who 
actively engages with society (‘le citoyen’) and the man (‘l’homme’) who assumes 
a passive attitude in society (Tanner, 2007). 
The term citizenship therefore, not only refers to the legal relationship 
between citizen and state, which comprises rights and obligations, but also 
expectations regarding various forms of social participations. While, the legal 
relationship between citizen and state is sometimes also referred to as ‘the formal 
dimension of citizenship’ (Tonkin, 2011), the participation dimension is ‘the moral 
dimension of citizenship’ (Tiessen, 2008). 
The moral dimension targets the moral obligations that citizens worldwide 
have towards each other. This dimension focuses on the individual contributions 
citizens make to create a better world. People have rights and obligations towards 
each other irrespective of any political authority (Torres, 2008). The absence of 
political authority does not have to stand in the way of (voluntary) civil action at a 
global level (Tiessen, 2012). 
There are a number of aspects that play a role in the moral dimension of 
global citizenship. One prerequisite is awareness of what is going on outside one’s 
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own direct environment (Bamber & Hankin, 2011); a worldview where one feels 
committed to and responsible for others in this world (Nussbaum, 2007). In 
addition, citizens need to convert this awareness and responsibility into a 
willingness to take action in order to achieve social justice, equality or ecological 
sustainability (Shultz, 2011). 
The moral dimension of GC then, relates to awareness, responsibility, 
behavior, or at least a willingness to take action, and a notion of equality. The 
question is what the relevant focus areas are. Focus areas have been defi ned in 
various ways. This article focuses on Larsen (2014) and the UNESCO’s 
framework.
4. CRITICAL AWARENESS IN GLOBAL CITIZENSHIP
 
 Larsen (2004) proposes a Critical GC (CGC) dual framework consisting 
of two main strings: Awareness/Analysis (Figure 1) and Engagement/Action 
(Figure 2). The fi rst component, Awareness/Analysis, includes four dimensions: 
critical awareness and analysis of difference; the Self; the Global; and 
Responsibility. These dimensions are connected and inter-related with one another. 
 
Figure. 1 Critical Global Citizenship: Awareness/Analysis Component (Larsen, 2004)
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4.1 Difference Awareness. According to Larsen (2004), a critical global 
citizen acknowledges differences in cultural values, beliefs and practices that may 
contradict one’s own. Likewise, a critical global citizen recognizes the creation of 
a set of dualistic ideas (civilized/uncivilized, advanced/primitive) to validate 
notions of the global-north as superior and the global-south as inferior. In this 
view, a critical global citizen can analyze the historical roots of contemporary, 
prejudiced and racist views about difference (Shultz, 2007). 
4.2 Self-Awareness. A critical global citizen develops mindfulness of one’s 
own personality and comprehend that identities are capable of change. This 
involves awareness that one’s knowledge of the world is continually twisted 
within specific contexts, by conscious opinions and ideas, as well as hidden 
influences, values and assumptions that often escape conscious detection. In 
addition, a critical global citizen analytically reflects about one’s own privileges 
being able to use this knowledge about one’s interpretation of the world and 
privileges within it to interact, communicate and work effectively outside of one’s 
own coziness (Gaudelli, 2013).
4.3 Global Awareness. A critical global citizen understands contemporary 
leading issues that are played out in local settings throughout the world, including 
issues related to inequalities based on gender, race/ethnicity, social class, and 
other forms of difference and the political-economic and socio-cultural roots of 
inequalities in power/wealth globally and locally, including contemporary effects 
of neoliberal policies and longstanding legacies of imperialism (Shultz, 2011). 
4.4 Responsibility Awareness. A critical global citizen feels a sense of 
responsibility towards understanding and changing the world. The critically 
responsible person tries to create an ethic of social service to address local and 
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global discriminations (Noddings, 2005).
There are three other related dimensions that compose the second component 
of CGC, Engagement/Action, Self-Action, Civic Action, and Social Justice Action. 
 
Figure. 2 Critical Global Citizenship: Engagement/Action Component (Larsen, 2004)
4.5 Self-Action. How critical global citizens take actions in their day-to-day 
life with respect to one’s self and one’s daily life or the ordinary ways in which 
individuals transform themselves into global citizens. These can be simple, for 
instance engaging in positive interactions with others, demonstrating respect and 
care for others, and the improvement and continuance of relationships with those 
who may have hitherto been viewed as the “Other” (Larsen, 2014).
4.6 Civic Action. In this view a critical global citizen is a participatory 
citizen, who dynamically contributes in the community structures in order to 
resolve social problems and improve society. This is what has been referred to as 
the ‘justice-oriented citizen’ who questions and works to change established 
systems and structures, which have reproduced patterns of injustice over time 
(Westheimer & Kahne, 2004). The critical global citizen strives to remove him/
herself from the “center” and constructs a new relationship based on openness and 
dialogue rather than dominance and oppression. 
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As we conceptualized it therefore, the critical dimension of GC can be 
defined as a conduct that adheres to certain principles. Critical global citizens not 
only have a certain attitude towards, or knowledge of, the world, but also convert 
that into behavior. Merely possessing knowledge of global issues, or assuming a 
certain attitude, does not directly and automatically lead to behavior that helps to 
create a fair and sustainable world. GC is therefore basically a behavioral 
expression, albeit that this behavior must be motivated by the principles of 
equality, shared responsibility and mutual dependency.
Similar conceptual frameworks, perhaps less theoretical and more practical, 
but still focused on developing a critical view of GC in education – thus GCE, 
often originated from the discourse of international organizations such as the 
UNESCO (2014) examined in the next section.
5. THE UNESCO FRAMEWORK OF GLOBAL CITIZENSHIP 
EDUCATION
The United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization 
(UNESCO) established a statement on GCE (2014). Gaudelli (2016) offers a 
graphic summary of some central elements of UNESCO’s document. 
Figure 3. Global Citizenship Education UNESCO (Gaudelli, 2016) 
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UNESCO’s notion is expressed in a broad and inclusive manner such that 
justice, peace, tolerance, inclusivity, security and sustainability are explicit. The 
modes propose attitudes, like empathy, caring and openness while the foundations 
note topics like human rights, diversity and democracy as core elements of GCE. 
A key element of UNESCO’s articulation is the idea of producing social action 
and engagement (Gaudelli, 2016). 
Also, the revised Sustainable Development Goals agreed in September, 2015 
for 2015–2030 articulate a commitment to educational quality, not only 
educational access. By 2030, ensure that all learners acquire the knowledge and 
skills needed to promote sustainable development, including, among others, 
through education for sustainable development and sustainable lifestyles, human 
rights, gender equality, promotion of a culture of peace and non-violence, global 
citizenship and appreciation of cultural diversity and of culture’s contribution to 
sustainable development (Sustainable Development Goals, Goal 4).
In the UNESCO’s view therefore, GCE aims to be “transformative, building 
the knowledge, skills, values and attitudes that learners need to be able to 
contribute to a more inclusive, just and peaceful world.” (UNESCO 2014, p. 46). 
It also aims to enable learners to: 
  • Develop an understanding of global governance structures, rights and 
responsibilities, global issues and connections between global, 
national and local systems and processes;
  • Recognize and appreciate difference and multiple identities, e.g. 
culture, language, religion, gender and our common humanity, and 
develop skills for living in an increasingly diverse world; 
  • Develop and apply critical skills for civic literacy, e.g. critical inquiry, 
information technology, media literacy, critical thinking, decision-
making, problem solving, negotiation, peace building and personal 
and social responsibility;
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  • Recognize and examine beliefs and values and how they influence 
political and social decision-making, perceptions about social justice 
and civic engagement;
  • Develop attitudes of care and empathy for others and the environment 
and respect for diversity.
  • Develop values of fairness and social justice, and skills to critically 
analyze inequalities based on gender, socio-economic status, culture, 
religion, age and other issues.
  • Participate in, and contribute to, contemporary global issues at local, 
national and global levels as informed, engaged, responsible and 
responsive global citizens. 
5.1 Global Citizenship Education Learning Domains– Cognitive, Socio-
emotional and Behavioral 
The UNESCO’s framework conceptualizes GCE as a tool to develop learners’ 
three core domains of learning: Cognitive, Socio-emotional and Behavioral. Such 
dimensions can serve as the basis for defining GCE goals, learning objectives and 
competencies, as well as priorities for assessing and evaluating learning. These are 
interconnected and outlined below, each signifying the domain of learning they 
focus on most in the learning process:
  1. Cognitive: To acquire knowledge, understanding and critical thinking 
about  global ,  regional ,  nat ional  and local  issues and the 
interconnectedness and interdependency of different countries and 
populations.
  2. Socio-emotional: To have a sense of belonging to a common 
humanity, sharing values and responsibilities, empathy, solidarity and 
respect for differences and diversity.
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  3. Behavioral: To act effectively and responsibly at local, national and 
global levels for a more peaceful and sustainable world.
(UNESCO, 2014)
5.2 Global Citizenship Education Learning Outcomes
Learning outcomes describe the knowledge, skills, values and attitudes that 
learners can obtain and exhibit as a result of GCE. Corresponding to the three 
domains of learning mentioned above (cognitive, socio-emotional and behavioral), 
UNESCO (2014) identifies the following set of key learning outcomes:
  1. Cognitive:
  • Learners acquire knowledge and understanding of local, national and 
global issues and the interconnectedness and interdependency of 
different countries and populations.
  • Learners develop skills for critical thinking and analysis.
  2. Socio-Emotional
  • Learners experience a sense of belonging to a common humanity, 
sharing values and responsibilities, based on human rights.
  • Learners develop attitudes of empathy, solidarity and respect for 
differences and diversity.
  3. Behavioral
  • Learners act effectively and responsibly at local, national and global 
levels for a more peaceful and sustainable world.
  • Learners develop motivation and willingness to take necessary 
actions.
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5.3 Global Citizenship Education Learners Features
The UNESCO’s guidance identifies three learner features in relation to GCE, 
which refer to the traits and qualities that GCE aims to develop in learners and 
correspond to the key learning outcomes mentioned earlier. These are the informed 
and critically learners, socially connected and respectful learners and ethically 
responsible and engaged learners. The three learners’ attributes draw on a review 
of the literature and of citizenship education conceptual frameworks, a review of 
methodologies and curricula, as well as procedural consultations and recent work 
by UNESCO on GCE. 
The informed and critically learners have a knowledge of global governance 
systems, structures and issues; they have also an understanding of the 
interdependence and connections between global and local concerns, while 
developing knowledge and skills required for civic literacy, such as critical inquiry 
and analysis with an emphasis on active engagement in learning. They understand 
the rights and responsibilities of individuals and groups (for example, women’s 
and children’s rights, indigenous rights, corporate social responsibility); and, 
recognize the interconnectedness of local, national and global issues, structures 
and processes (UNESCO, 2014). 
Learners with such characteristics develop the skills of critical inquiry (for 
example, where to find information and how to analyze and use evidence), media 
literacy and an understanding of how information is mediated and communicated. 
Eventually, they develop their ability to inquire into global themes and issues – for 
example, globalization, interdependence, migration, peace and conflict, 
sustainable development – by planning investigations, analyzing data and 
communicating their findings (Hunter, 2004).  
The socially connected and respectful learners understand diverse identities, 
shared values and common humanity; he or she develops an appreciation of, and 
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respect for, differences as well as the complex relationship between diversity and 
commonality. The socially connected and respectful learners learn also about their 
identities and how they are situated within multiple relationships – for example, 
family, friends, school, local community, country, as a basis for understanding the 
global dimension of citizenship (UNESCO, 2014). They develop an understanding 
of difference and diversity, for example, culture, language, gender, sexuality, 
religion, of how beliefs and values influence people’s views about those who are 
different, and of the reasons for, and impact of, inequality and discrimination 
(Nussbaum, 2007).
Eventually, the ethically responsible and engaged learners explore their own 
beliefs and values and those of others. They understand how beliefs and values 
inform social and political decision making at local, national, regional and global 
levels, and the challenges for governance of contrasting and conflicting beliefs 
and values. Ethically responsible and engaged learners also develop their 
understanding of social justice issues in local, national, regional and global 
contexts and how these are interconnected (UNESCO, 2014). Ethical issues, for 
example, relating to climate change, consumerism, economic globalization, fair 
trade, migration, poverty and wealth, sustainable development, terrorism, war are 
also addressed. In addition, ethically responsible and engaged learners reflect on 
ethical conflicts related to social and political responsibilities and the wider impact 
of their choices and decisions, while developing the knowledge, skills, values and 
attitudes to care for others and the environment and to engage in civic action 
(Shultz, 2007; 2011). 
6. CONCLUSION
While the idea of GC and its educational extension – GCE remain quite 
multifaceted and disputed, it is imperative to advance a critical-transformative 
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pedagogy that empowers learners to tackle constant challenges related to 
sustainable development and peace that concern all humanity. GCE represents a 
conceptual shift in that it recognizes the relevance of education in understanding 
and resolving global issues in their social, political, cultural, economic and 
environmental dimensions (UNESCO, 2014). GCE seems also accommodating 
the role of education in moving beyond the development of knowledge and 
cognitive skills to build values and attitudes among learners that can facilitate 
international cooperation and promote social transformation (Reimers, 2009). 
Such values and attitudes range from learners developing difference 
awareness, for instance the appreciation of differences in cultural values, beliefs 
and practices that may contradict one’s own, to self-awareness, thus mindfulness 
of one’s own personality and understanding that identities are capable of change 
or global awareness, for example the appreciation of contemporary leading issues 
that are played out in local settings throughout the world, including issues related 
to inequalities based on longstanding legacies of imperialism (O'Donoghue & 
Punch, 2003), and responsibility awareness, therefore a sense of accountability 
towards understanding and changing the world (Larsen, 2014). The UNESCO’s 
framework defines graduates who develop such characteristics informed and 
critically learners. 
Moreover, self-action, for example how learners take actions in their day-to-
day life with respect to themselves, and civic action or the extent to which learners 
dynamically contributes in the community structures in order to resolve social 
problems and improve society (Larsen, 2014an), are all features that the 
UNESCO’s (2014) attribute to socially connected and respectful learners making 
them participatory citizens, who are able to dynamically contribute in the 
community structures in order to resolve social problems and improve society, 
closer to resembling to the UNESCO’s ethically responsible and engaged learners. 
In closing, there is no single approach to implementing GCE, although this 
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article suggests that certain factors indicate to its successful delivery. The learners’ 
attributes above cited draw on a review of the literature and of citizenship 
education conceptual frameworks, particularly Larsen (2014), a review of 
approaches and curricula, as well as technical consultations and recent work by 
UNESCO on GCE.  
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Introduction
James Baldwin’s “Sonny’s Blues,” frequently anthologized and arguably the 
most well-known of the writer’s short stories, was first published in 1957,1 when 
the Civil Rights Movement was making progress.  The story deals with the 
conflict between the unnamed narrator, an African-American high school 
mathematics teacher who has made a social ascent to the middle class and his 
younger brother Sonny, an aspiring jazz pianist with a criminal record of using 
and peddling drugs, and with their reconciliation; their understanding of each 
other is based on the power of the music Sonny plays at the climactic ending of 
the story.  James Darsey, for example, says that “Baldwin’s portrait of Sonny 
playing at the club while his brother watches and listens is a beautiful statement of 
the artist as a poet, the power of poietes –– the ability to create out of itself, to 
take the chaos of the world into the self and represent it as universal narrative” 
(200; italics original, underlines added).
This ending of the story, however, remains ambiguous: first, the reader cannot 
literally “listen to” the music in a text that consists of words; second, the narrator 
is initially portrayed as a respectable person with poor understanding of, and little 
interest in, music, which makes his judgment on the quality of the blues his 
brother plays appear rather unreliable in the narrative.  
The problem regarding the difference of media of expression (i.e., of the 
characteristics of literature and music) seems so far to have been overlooked: 
Sonny is a pianist, not literally a “poet” as Darsey says, not even a singer who 
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sings a song composed of words, and, while literature is a semantic medium that 
discursively represents some aspect of the world we live in, music is, except for 
its lyrics, primarily auditory.
Walter Pater famously stated that “[a]ll art aspires toward the conditions of 
music” (86; in the original this axiom is italicized), meaning that “in all other 
kinds of art it is possible to distinguish the matter from form, and understanding 
can always make this distinction, yet it is the constant effort of art to obliterate it” 
(86).  It is hard in a literary text to reproduce the meanings and implications of 
Sonny’s music, what Pater calls “the matter”; it is inseparable from what the 
English critic calls “form” in music, including the blues the jazz pianist plays at 
the end of the story.  That is to say, literature is not so “pure” as music, according 
to Pater’s axiom.2
On the other hand, there is a problem of stereotyping.  The ending seems to 
imply that playing blues and accepting “suffering” as Sonny does is more 
appropriate for an African-American than living a respectable and secure middle-
class life as the narrator does;3 D. Quentin Miller says that “[b]y the middle of the 
twentieth century, when Baldwin was in the process of becoming the most 
prominent African American writer of his time, jazz and the blues were receiving 
unprecedented critical acclaim and attention” (85) and that “jazz and the blues . . . 
provide a metaphor for African American liberation” (85).  In literature and 
criticism, especially in the sixties, middle-class life was frequently considered 
synonymous with mediocrity and selfish indifference to social injustices. 
Regarding the narrator’s social standing merely as a sign of conformism, or 
Uncle-Tomism, however, can practically mean containment of ethnic minorities 
within a secluded domain.  Such a position would be reassuring to racists, either 
undisguised or covert, uncomfortable with non-whites claiming for and enjoying 
the same rights as those of the whites.
In addition, the stability of the middle-class life in the United States, in Japan, 
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and in Europe has changed in our present neo-liberalist environment, and its 
significance needs to be reconsidered.  The narrator’s father grunts “Safe, hell! 
Ain’t no place safe for kinds, nor nobody” “whenever [the narrator’s mother] 
suggest[s] trying to move to a neighborhood which might be safer for children” 
(840).  Although the narrator personally makes social ascent to the middle class 
and procures safety, as his mother should have wanted, its precariousness is 
insinuated by the deaths of the narrator’s uncle and daughter (842-44, 852) as well 
as by his brother’s arrest.  The narrator’s father’s pessimism seems premonitory in 
view of the threatened safety of today’s middle class, not only in the United States 
but also in Japan and in Europe.
Recently, interests in Baldwin’s works and their significance are growing in 
view of today’s social contexts; police brutalities, on one hand, were exposed and 
protested against in Ferguson, Missouri and Baltimore, Maryland respectively in 
2014 and 2015.4  On the other, unabashed racism is dividing the society, as we can 
see in the spread of Trumpism in the United States and its counterparts both in 
Japan and in Europe.5  There is the majority’s morbid fear of ethnic minorities 
inflated by the stereotypical image of them, as well as misguided nostalgia for the 
fictitious “good old days,” no matter whether it may be the consumer society of 
the nineteen fifties or the “Wild West” of the “pioneering” days.  Both are 
primarily artifacts of our popular/mass culture distributed through the media;6 
anxieties of the middle class, especially of the white lower middle class, is 
certainly behind these socio-political tendencies.  
Miller in his essay extensively deals with Baldwin’s continuing interest in 
and commitment to music throughout his career.  In this essay, I will instead 
concentrate on the text and the narrative structure of “Sonny’s Blues,” anticipating 
that this text-oriented and formalistic methodology will complement Miller’s 
“author”-oriented approach and make it possible to understand how the literary 
text, discursive in its character, works with the “music,” represented in it but 
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incongruous with the language’s semantic aspect, and how the latter makes use of 
and manifests the medium’s characteristics.
1. Disrespect for Louis Armstrong and the Problem of Mass Culture
When the narrator asks the protagonist what kind of musician he wants to be, 
Sonny praises Charlie Parker and denounces Louis Armstrong:
“What do you want to do?” I asked him.
. . .
. . .  “I want to play jazz,” he said.
. . .  I simply couldn’t see why on earth he’d want to spend his time 
hanging around nightclubs, clowning around on bandstands, while 
people pushed each other around a dance floor.  It seemed –– beneath 
him, somehow.  . . . I suppose I had always put jazz musicians in a class 
with what Daddy called “good-time people.”
. . .
I suggested, helpfully: “You mean –– like Louis Armstrong?”
His face closed as though I’d struck him.  “No. I’m not talking about 
none of that old-time, down home crap.”
“. . .  Name somebody –– you know, a jazz musician you admire.”
“Bird.”
“Who?”
“Bird!  Charlie Parker!  Don’t they teach you nothing in the goddamn 
army?”
. . .  “. . .  Who’s this Parker character?"
“He’s just one of the greatest jazz musicians alive,” said Sonny, sullenly, 
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his hands in his pockets, his back to me.  “Maybe the greatest,” he added, 
bitterly, “that’s probably why you never heard of him.”  (845-47; italics 
original, underlines added).  
Sonny’s judgment of them as musicians, however, is hardly self-evident: both of 
them are important figures in the history of jazz in their own ways, and, while we 
can agree with his high opinion of Charlie Parker, some would wonder why Louis 
Armstrong had to be treated in such a disrespectful way.  Both of them are real 
people, and we can listen to their music and make our own judgment.  What 
matters in reading the text, however, is not our own judgment of each musician 
but to understand why the fictional jazz pianist regards them that way.
It is hard to determine whether the judgment is that of the “author” or of the 
fictional musician.  To make the latter’s judgment convincing to the reader, Sonny 
has to be a good musician; in the text, his talent in music seems demonstrated in 
the last scene (861-64), in which he plays his “blues” (863) and the narrator is 
impressed by his younger brother’s performance.  The narrator, however, is not a 
reliable judge of his younger brother’s talent in music: he is ill informed about 
jazz and, being the elder brother, he is an interested party, too close to the 
musician to be impartial, which can be said about the other members of the band 
and the audience, both of whom are Sonny’s friends.  From a textual perspective, 
the reader is inclined to take it for granted that he successfully played the last 
number and deservedly impressed his obstinate elder brother just because the 
scene is at the end of the story; in a narrative the ending usually functions as a 
conclusion, in which the implications of a story are determined.7
Judging from Sonny’s reference to Louis Armstrong’s music as “that old-
time, down home crap” (846), his negative opinion of Satchmo may be based on 
his and/or his creator’s criticism of the rather stereotypical character he played in 
the movie High Society, released one year prior to the story’s first publication.  It 
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is easy by today’s standards to criticize the stereotyped character he played in the 
film, but an African-American artists’ position was weaker than today; we can 
regard the role he played as a strategical compromise to survive as a musician and 
celebrity in mid-fifties American society and continue to influence the public 
through his music.8  Probably Sonny did not approve of the compromise because 
he was still young and “innocent” in spite of his brother’s opinion of how young 
African-Americans in Harlem grew up (831).
Another possible reading of Sonny’s judgment is that he has in his mind the 
contemporary changes in the history of jazz the music was undergoing in the 
forties and fifties: Radiclani Clytus points out that Baldwin’s “coming of age 
coincided with one of the most dynamic transitions in American music, as the big 
band and swing gave way to the intense small combo arrangements of modern 
jazz and bebop” (71).  While Louis Armstrong’s style belongs to “traditional” 
jazz, Parker is among the experimental jazz musicians and is considered a major 
figure in bebop.  When Sonny’s opinion is interpreted this way, his idea of jazz is, 
first, strangely similar to those of his seemingly conservative father, who has 
denounced jazz musicians as “good-time people” (846), and of his elder brother, 
who says that “[i]t seemed . . . beneath him” (846), having put jazz players in the 
same category his father did.  Though the brothers are confronting each other over 
whether he should become a jazz musician or not, they have similar views of 
“conventional” jazz such as swing, prevalent when they were children and their 
father was still alive, and which German philosopher and music critic Theodor W. 
Adorno repeatedly condemned as a mere accompaniment to dancing (“On the 
Fetish Character” 49; “The Schema of Mass Culture” 87).
These two possible interpretations are interrelated: the stereotyped representation 
of an African-American jazz player in a movie concerns what Adorno calls the 
“cultural industry,” in which “details of cultural works such as movies are “ready-
made clichés, to be used here and there as desired and always completely defined 
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by the purpose they serve within the schema,” whose “sole raison d’être” is “[t]o 
confirm the [ready-made] schema by acting as its constituents” (Horkheimer and 
Adorno 98; italics original).  Sonny’s negative opinion of the “conventional” jazz, 
to which Adorno repeated refers as a typical product of the “cultural industry,” is a 
politico-cultural act of criticizing such “ready-made clichés,” although Adorno 
himself hardly attributed such potential to jazz.  Sonny’s criticism of “traditional” 
jazz, then, leads to that of the contemporary popular or mass culture as a whole. 
The following section is devoted to a discussion of the kind of music Sonny 
is pursuing.
2.  Jazz, the “Dialogic,” and the Masses
Before the narrator goes to the night club and listens to his younger brother 
play jazz or blues, they have an argument over suffering, which seems inspired by 
the brothers looking at and listening to a revival meeting:
. . .  Suddenly I was standing still in front of the living room window, 
watching Seventh Avenue.  . . .
  On the sidewalk across from me, near the entrance to a barbecue joint, 
some people were holding an old-fashioned revival meeting. The 
barbecue cook . . . , his conked hair reddish and metallic in the pale sun 
. . . , stood in the doorway, watching them.  . . .  Well, they [kids, older 
people, a couple of very tough-looking women] were watching this, too.  
The revival was being carried on by three sisters in black, and a brother. 
All they had were their voices and their Bibles and a tambourine.  Then 
she raised both hands, striking the tambourine against the air, and then 
against one hand, and she started to sing. And the two other sisters and 
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the brother joined in.
  It was strange, suddenly, to watch, though I had been seeing these 
meetings all my life.  So, of course, had everybody else down there.  Yet, 
they paused and watched and listened and I stood still at the window.  
“’Tis the old ship of Zion,” they sang . . . “it has rescued many a 
thousand!”  Not a soul under the sound of their voices was hearing this 
song for the first time, not one of them had been rescued.  . . .  Neither 
did they especially believe in the holiness of the three sisters and the 
brother, they knew too much about them, knew where they lived, and 
how.  . . .  A man fumbled in his pockets for change and stood holding it 
in his hand impatiently . . .  Then I saw Sonny, standing on the edge of 
the crowd.  . . .  Then the singing stopped, the tambourine turned into a 
collection plate again.  The furious man dropped in his coins and 
vanished, so did a couple of the women, and Sonny dropped some 
change in the plate, looking directly at the woman with a little smile.  He 
started across the avenue, toward the house.  . . .
 . . .  I stayed at the window, both relieved and apprehensive.  As 
Sonny disappeared from my sight, they began singing again.  . . .
 . . .
 . . .  But he [Sonny] came up to the window and stood beside me, 
looking out.  “What a warm voice,” he said.
 They were singing If I could only hear my mother pray again!
“Yes,” I said, “and she can sure beat that tambourine.”
“But what a terrible song,” he said, and laughed.  . . .  (852-55, italics 
original, underlines added)
Ethnicity of the members of the meeting is not clearly stated in the text, but the 
narrator remarks that the people listening to them, including the narrator himself, 
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have intimately known them for a long time, and that the barbecue cook has 
“conked hair,” which implies that he is an African-American trying to conform to 
the mainstream culture of the United States at that time; these details suggest that 
they are also African-Americans.  
The songs are gospels,9 and this also implies the same about their ethnicity. 
Three gospels are presented in the text, of which the first two are quoted above, 
the other being “Till We Meet Again” (855).  After listening to the first gospel, 
Sonny remarks that the voice is impressively warm while the song (i.e., the lyrics 
signifying religious “contents”) is terrible: here he is, according to Pater’s schema 
referred to in the introduction, separating the “matter” and the “form” of the 
gospels, so as to make the gospel’s form, irreducible to discursive meanings, 
invulnerable to attempts to “interpret” it with clichés.  These remarks show that, 
first, he considers the melody/form of music to be separable from words/meanings 
so as to save the former from the clichés of the latter and that, second, he has a 
basically positive opinion of the gospels, which belong to an old form of African-
American music, although he himself plays music of a modern style.  
The gospel is an old genre closely related with the spiritual, in which the 
song’s words have double meanings: in “Go Down, Moses,” for example, the 
words describe Biblical events in Exodus but also signify hardships of the slaves 
in the American plantation society and doomed fate of the oppressors, equating 
Pharaoh with slave-owning planters of the U. S. South (“Go Down, Moses”).  The 
latter genre requires “proper” listeners to be “critical,” i.e., not to accept the lyrics 
at their face value but to “de-code” it.  In other words, the listener is expected to 
take part in the attempt to outwit their oppressors’ censorship.  
When Sonny mostly talks positively about the gospel, he implicitly suggests 
that the lyrics both of the spiritual and the gospel have a similar characteristic: in 
either genre lyrics are not to be taken literally, for the oppressed cannot be, or 
allowed to be, so articulate.  The listener, therefore, is obliged to take the words of 
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the song not at their face value;10 Sonny tolerates the “terrible song” and 
appreciates the “warm voice.”  In either genre, the listener has to exercise his or 
her critical judgment in order to appreciate the music appropriately.
The aspiring pianist’s critical appreciation of the gospels here, oddly, seems 
to be in the line of what Adorno, Horkheimer, and other thinkers of the Frankfurt 
School expect a decent person to do when he or she appreciates a work of art, 
despite the school’s sometimes élitist and negative attitude toward mass/popular 
culture.  Sonny’s attitude toward music, in contrast, is far from élitist.  Gospel 
does not belong to the cultural mainstream and is not usually regarded as “high 
culture,” and the revival meeting in the American socio-cultural context belongs 
to an anti-élite cultural movement, though it can sometimes be complicit with 
populism.  He seems to anticipate that the cultural continuity between gospel and 
his own art can provide the listener with an antithesis to uncritical reception of 
music prevalent in a consumer society, at the time when jazz was becoming a part 
of “high culture.”
After listening to the gospels, hearing his younger brother’s opinion of them, 
and then arguing about “suffering” (852-59), the narrator goes to the nightclub 
where Sonny is going to play, and is introduced to an “enormous black man, much 
older than Sonny or [him]self” (859) called Creole.11  This man appears to be the 
leader of the band.  He then meets other members of the band and his brother’s 
friends, most of whom have come to listen to Sonny play (859-60).  When he is 
installed at a table by Creole and the music begins, he remarks in his interior 
monologue that “[a]ll [he] know[s] about music is that not many people ever 
really hear it” (861).  Miller says that “[t]he narrator is clearly a flawed character, 
whose chief flaw is his inability to listen” (99; underline added), but the narrator’s 
interior monologue here rather suggests his dissatisfaction with the way people 
listen to music.
The remark corresponds with the view of jazz as the Frankfurt School 
107
Nakatani　Use of Music in a Literary Text: The Masses, Security of the Middle Class, 
　　　　   and Social Ascent in James Baldwin’s “Sonny’s Blues”
understands it: it does not deserve attentive listening because it only “confirm[s] 
the [ready-made] schema” (Horkheimer and Adorno 98) and because in it “all the 
moments which succeed one another in time are . . . interchangeable with one 
another” and “there is no development” and “what comes later is not . . . richer in 
experience than what has preceded it” (Adorno, “The Schema of Mass Culture” 
71).  The narrator feels dissatisfied with the way people perceive music not as 
what it really is but, instead, as something they assume it should be, according to 
some fixed idea.12  Such discontent, probably fostered through his interactions 
with his brother, should be new to him.
The narrator’s irritation concerns the reception of music and art, and by 
extension contemporary literary theories on how literature and art in general are 
“produced” and received/consumed in modern society.  It is a fundamental 
criterion of contemporary literary criticism, originating almost simultaneously but 
in practice separately from Russian Formalism and New Criticism in the early 
twentieth century, that appreciation, reception, and criticism of literature and art in 
general should be based foremost on what is actually present in the piece of art, 
such as words in the text, instead of what is associated with it and what surround 
it and its creator.  Adorno refers to the latter tendency among enthusiastic jazz 
listeners when he denounces the genre (“On the Fetish Characters” 52-53); Walter 
Benjamin also criticizes similar tendency of moviegoers, saying “[t]he cult of the 
movie star, fostered by the money of the film industry, preserves not the unique 
aura of the person but the ‘spell of personality,’ the phony spell of a commodity” 
(231), and in the same essay he points out that “the masses seek distraction 
whereas art demands concentration from the spectator” (239; underline added).13  
Although the two thinkers deal with different media and we as readers are 
referring to still another medium––the literary text––the point of the argument 
applies to all of them in common: people seldom pay enough attention to the piece 
of art itself which he or she is meant to be appreciating. 
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The episode of Sonny practicing the piano at the narrator’s future wife 
Isabel’s parents’ house, inserted in the middle of the story, illustrates how jazz 
demands concentration of the listeners (849-50): Isabel’s family are forced to 
listen to Sonny play their piano, not allowed to exercise the consumer’s “right” of 
“free choice.”  The piano is a symbolic apparatus for proving the family’s cultural 
sophistication, and for them the way Sonny plays the piano is too furious to stand 
(849-51), and he is, at this stage of his development and at this stage of the story, 
in the line of the nineteenth-century Romantic artist, who, with his “overflow of 
powerful feelings” (Wordsworth 598), is considered and/or expected to be 
subversive to middle-class respectability.  While the arguments of Adorno and 
Benjamin can also be construed as a critique of the family’s bourgeois 
“consumption” of art, the way Sonny plays jazz deconstructs the dichotomy of 
“high art” and “mass culture,” an assumption at the basis of Adorno’s aesthetics.
When he denounces jazz, Adorno may primarily have the radio and the record 
player, which can be turned on and off at a consumers’ will; a live performance 
and/or practice cannot be shut off, due to the characteristic of sound which 
penetrates into one’s privacy.  Miller, on the other hand, points out the significance 
of the “mechanical detachment between audience and artist” made possible by 
“recording and radio” (86) and compares the “distinction between recorded and 
live music” to “Baldwin’s multiple roles” of “writing in private” and “speaking 
and lecturing to live audiences” (86-87).  The text of “Sonny’s Blues” primarily 
deals with live performances, and records are only briefly mentioned.  
At the end of the story, as if to correspond to the narrator’s newly acquired 
view of the music and art in general, the band’s music invites people to be actively 
involved in the appreciation of art, including listeners of the live music.14  The 
narrator has been introduced to the band leader, his brother’s fellow musicians, 
and his friends who presumably frequent the club and connoisseurs of jazz/blues. 
He is no longer an anonymous listener-consumer of the music, and, although he 
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does not say anything explicit about what he makes of this situation in the text 
itself, it is natural to surmise that he should be aware of his position as a 
participant of the performance there; he is being seen as he sees and listens to the 
band play blues, and he is “respons-ible” to the performance.
Judging from the exchanges before the band begins to play the first number 
(859-60), the day’s performances seem to have been planned for Sonny’s 
comeback, and not only the members of the band but most of the audience seem 
to be aware of it.  He “[hasn’t] been near a piano for over a year,” “[isn’t] on much 
better terms with his life, not the life that stretched before him” (861-62), and 
cannot play the piano well, which presumably Creole and the other members, and 
presumably most of the audience, expected.  That is to say, the last scene is not 
that of a talented musician playing splendid music and proving the legitimacy and 
significance of his efforts and of African-American music; the scene, instead, 
portrays his friends who know him and his music trying to work with him so that 
he might be able to play his blues and come to terms in some way with his life 
stretching before him.  Their “listening” is a collaborative act of working with him 
to deal with his and their collective life through music.
The first attempt is hardly successful: “He and the piano stammered, started 
one way, got scared, stopped . . . then seemed to have found a direction, panicked 
again, got stuck” (862), and, when they finished playing, “there was scattered 
applause” (862).  The failure in the first number suggests that, at this stage of the 
story, he is portrayed as something other than a Romantic genius who 
mysteriously solves problems of life with the power of his art.  The audience, 
however, give him another chance, and their attitude implies that they are not 
“consumers” of music; the audience’s tolerance proves that what music means for 
them is in contrast with Adorno’s idea of “mass culture” in general and jazz in 
particular: “[m]ass culture demonstrates its connection with the prevailing practice 
. . . by borrowing industrial methods . . . .  . . .  The perfection of technical ‘how’ 
横浜市立大学論叢人文科学系列　2017 年度：Vol.69　No.1
110
(sic) . . . is the ultimate expression . . . .  The virtuosity of the jazz band which 
abandons itself to the eight-bar rhythms of the hit composer like a wild animal in 
a cage . . . .” (“The Schema of Mass Culture” 79).  There naturally should be a 
composer, but their band’s performance, as is often the case with jazz, largely 
consists of the members’ “improvisations,” as the way of playing is called in jazz. 
In the kind of jazz that Sonny and his fellow musicians play, a number’s composer 
is not the equivalent of what in literature is called the “author,” someone who 
controls his or her “work” with “authority,” in the terminology proposed by 
Roland Barthes and Michel Foucault.
In the next number “Am I Blue” (862; original in italics, without a question 
mark at the end of the title), “[s]omething beg[ins] to happen” (862).  The number, 
written in 1929, was originally a song Ethel Waters sung in the movie On with the 
Show!,15 but has become a standard and consequently been covered by a lot of 
musicians during the period in which styles of popular music were undergoing 
drastic changes (“Am I Blue?”).  As far as I could gather from the several versions 
I listened to, the song cannot be arranged into the melody so fierce as the music 
Sonny should have been playing on the piano at Isabel’s parents’ house, and its 
lyrics do not have a controversial message, in the way “Strange Fruit,” sung by 
Billie Holliday, does.  The source of the power of their live performance is only 
available to the audience present in the time-space created by language; 
tantalizingly, the reader can only infer how it affects the listeners from the 
fragments of information in the text.  Suggestively, the vocal part is not 
represented in the text, which suggests that it may have been arranged into an 
instrumental version: its semantic aspect is eliminated in the text.
“Creole let[s] out the reins” in response to the change in Sonny’s performance; 
“[t]he low, black man sa[ys] something awful on the drums,” “Creole answer[s],” 
“the drums talk[s] back,” “the horn insist[s] . . . ,” “Creole listen[s], commenting 
now and then . . . ,” and “[t]hen they all c[ome] together again, and Sonny [is] part 
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of the family again” (862; underlines added).  The young pianist makes a 
comeback, and Creole “fill[s] the air with the immense suggestion that Sonny 
speak for himself” (863).  Their performance, seemingly a succession of 
improvisations, is described as a series of dialogues––not with words, but with 
sounds.  From the start, during the unsuccessful first number, the title of which is 
not specified in the text, Creole “was having a dialogue with Sonny” (861; 
underline added) and “listened” (861). He is the leader of the band but not the 
conductor.  Having accepted Creole’s “reins” (862) until then, Sonny and other 
musicians are portrayed as something other than solipsistic artists in the tradition 
of nineteenth-century Romanticism.
Their music’s dialogic nature has more to do with the antithesis of what 
Hannah Arendt calls “atomization” than with the Bakhtinian vision of utopia: 
“[s]ocial atomization and extreme individualism preceded the mass movements 
[by which she means Fascism] which . . . attracted the completely unorganized, 
the typical ‘nonjoiners’ who for individualistic reasons always had refused to 
recognize social links or obligations” (316-17; underlines added).  Their music 
can be construed as an alternative to the culture of the atomized mass society; in 
contrast with Arendt’s view of contemporary society, their music evokes a 
collective memory of the oppressed, at least for the narrator’s mind, when Sonny 
dialogically plays his blues:
Sonny’s fingers filled the air with life, his life.  But that life contained so 
many others.  . . .  Freedom lurked around us and I understood, at last, 
that he could help us to be free if we would listen, that he would never be 
free until we did.  . . .  He had made it his: that long line, of which we 
knew only Mama and Daddy.  And he was giving it back . . . so that, 
passing through death, it can live forever.  I saw my mother’s face again, 
and felt, for the first time, how the stones of the road she had walked on 
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must have bruised her feet.  I saw the moonlit road where my father’s 
brother died. And it brought something else back to me, and carried me 
past it, I saw my little girl again and felt Isabel’s tears again, and I felt 
my own tears begin to rise.  (863; underlines added)
After lamenting our general incapacity to listen to music (861), and by inference 
our failure to listen to others, the narrator says:
. . . on the rare occasions when something opens within, and the music enters, 
what we mainly hear, or hear corroborated, are personal, private, vanishing 
evocations.  But the man who creates the music is hearing something else, is 
dealing with the roar rising from the void and imposing order on it as it hits 
the air.  What is evoked in him, then, is of another order, more terrible 
because it has no words, and triumphant, too, for that same reason.  And his 
triumph, when he triumphs, is ours. (861; underlined added)
Music here, as the narrator understands it, is not a medium for self-expression, 
which has been regarded as a self-evident function of art in the modern bourgeois 
society under the influence of Romanticism since the late eighteenth century.
The narrator’s understanding of his brother’s band’s performance may be 
wrong at the level of objective evaluation, for he is an inexperienced listener.  Yet 
his impression (i.e., how he has been affected by his brother’s “blues”) remains 
relevant to our understanding of what music, and by inference art in general, can 
do for today’s alienated and sometimes atomized individual’s mind.
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3. Collective Experience and the Norm of Self-Responsibility
The text of the story represents not only modern jazz or blues Sonny and his 
fellow musicians play, which is dialogically performed and appreciated, and 
evoking a collective memory of the oppressed, but also gospels––an older form of 
African-American music, for which people make donations not based on its 
market value but according to their will (854).  The gospels at the revival meeting 
remind the reader of sermons at African-American churches, and of the 
biographical fact that both the novelist’s stepfather and the young would-be 
novelist himself served in one as preachers.  In a sermon delivered at African-
American churches, its semantic content, which Pater calls the “matter,” and its 
wording and cadence that arouse emotions, which the art critic calls the “form,” 
often inseparably work together.  In addition, people do not pay for the service as 
consumers but donate as a member of the church and of the community; in that 
sense, the act of donation is also a two-directional dialogic communication.  Either 
at a revival meeting or at an African-American church, the audience is an integral 
part of the production of music or sermon, not anonymous, and therefore 
replaceable, “consumers” of the product of the cultural industry.  As seen above, 
Arendt refers to such individuals as atomized constituents of the masses that 
cannot and/or refuse to recognize social links and obligations.  
Both in African-American music like blues and gospels as represented in the 
text and in sermons at African-American churches in the novelist’s contemporary 
cultural heritage, there is a dialogic quality as opposed to the monologic and 
solipsistic assumption of the individualism of Western bourgeois society.  This 
characteristic of African-American cultural context, in the story, is closely 
connected with the skepticism about the sense of security of middle-class life: the 
dialogic thinking does not allow either the fictitious musician or the writer who 
created him to exempt himself from the overall social hardships through individual 
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immunity, or an illusion of it, procured by some personal advantage.  The narrator 
gradually begins to question his sense of security in the story while Sonny’s abuse 
of drugs, which seems to be his means of escape and relief from suffering, can 
also be regarded as a result of his almost excessive sense of links to, and ethical 
obligation as, an artist to the suffering fellow members of his ethnic group.  They 
do not suffer or feel obliged to incur suffering because they are African-American, 
but rather their African-American socio-cultural context makes them more critical 
and skeptical about the sense of personal immunity from the hardships their fellow 
minorities are suffering.
The narrator’s relative sense of security is put into question, first by hearing 
about Sonny’s arrest, and, in his resulting mental confusion, he criticizes his 
colleague who, clinging to the illusion of personal immunity, does not even have 
compassion for his or her own students:
I stood up and walked over to the window and looked down into the 
courtyard.  . . .  A teacher passed through them every now and again, 
quickly, as though he or she couldn’t wait to get out of that courtyard, to 
get those boys out of their sight and off their minds.  (832; underline 
added)
The narrator, critically looking down at his colleagues from the window, can be 
construed as a correlative of the reader: namely, an educated person who was 
fortunate enough to have grown up in a decent environment and had a chance to 
acquire a taste for books.  As if to make up for such unintentional inattention to 
the socio-cultural privilege the majority of readers are born into, the narrator has 
become keener about the conditions of his students’ life, the kind of life he could 
have lived.  With some luck and through his own merit and effort, he has 
individually made a fairly successful escape from such a condition, although he 
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has earned his own social status and security instead of inheriting them from his 
parents.  He would usually have acted more or less like his colleagues in the quote 
above, content with his personal social ascent and with his seeming immunity 
from the hardships of the environment in which he himself has grown up ; here he 
is suffering in lieu of the reader of the story, and at the same time maturing as an 
educator.  An educator, especially one at public school, is obliged to confront the 
social inequalities that limit his or her students’ potential.
He has unknowingly begun to question his own middle-class privilege and 
suspend his sense of immunity.  He then remembers, first, the tale his mother told 
him about drunken white men killing his and Sonny’s father’s brother for fun 
(842-44), which, perversely, had been kept secret from the brothers.  Second, he 
recalls the unexpected and abrupt death of Grace, the narrator’s daughter (852); 
the bereavement is “absurd,” in the terminology of existentialist philosophers, 
with whom the novelist’s literary progenitor Richard Wright associated in his 
practical exile in France.16  The “absurdity” corresponds to the disrupted narrative 
structure of the main story that is supposed to embody the deterministic linear 
logic,17 in which it is assumed that everything has a cause and that, conversely, 
without a cause, nothing happens.  The narrator should have assumed that by 
getting away from the environment of Harlem by his social ascent nothing serious 
was going to happen to his family, but his plan of security was overpowered by 
the absurdity of life.
Even before the two deaths are recalled in his consciousness, the process of 
his mental maturing has started and he has begun to have compassion for his 
fellow natives of Harlem.  He engages in dialogue with his brother’s friend whom 
he himself has never liked (833), and even “[begins] to listen more carefully” 
(834).  He probably would not begin to like him, but “listen[ing]” to the other’s 
view, dissimilar from his own, is what matters, and gives solace and leads to 
deeper insight: “All at once something inside gave and threatened to come pouring 
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out of me.  I didn’t hate him any more” (836).  He “lends” him five dollars “[j]ust 
for a couple of days” (836), which he presumably knows he would not get back. 
The act, in this context, seems more like mutual support, reminiscent of the 
donation to the songs at the revival meeting.  Such a situation can be regarded as 
an alternative to the consumerism in the American environment, where self-
preservation is overemphasized as the sole principle of maintaining social order, 
disregarding fundamental inequalities beyond the reach of the efforts for self-
preservation at the personal level.18 
It is significant that, when the narrator is becoming critical about his 
colleagues’ attitude toward their students in Harlem, he is looking down from a 
window, seeing them without being seen by them (832).  The same structure is to 
be found in the scene in which he is looking down at and listening to the revival 
meeting (852-54), discussed above.  While he is learning to doubt his individual 
immunity, he symbolically retains his vantage point in the text.  In contrast, in the 
last scene where he listens to his brother play blues, he has lost the vantage point; 
he is listening to and seeing the band’s live performance while he is also being 
seen by people there.
The lack of attentiveness, which the narrator laments in the last scene, can, 
and often does, apply to how “cultural élites,” of which the narrator can be said to 
be a member, listens to, appreciates, or reads “high culture” today.  Some of them 
“consume” it so as to show off what Pierre Bourdieu calls their cultural capital 
and justify their socio-cultural status; it is not exempt from uncritical and 
inattentive “consumption” in spite of Adorno’s optimistic expectations of its 
potential to counteract the atomized masses’ uncritical “consumption” of art, their 
inclination toward what Benjamin calls the authoritarian and totalitarian politics 
rendered aesthetic (Benjamin 242).    It is not the genre or its status but how 
people produce, appreciate, and/or get involved in art that determines whether it is 
uncritically “consumed” or becomes a part of a higher level of critical or 
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contemplative thinking.  Adorno, Benjamin, and Arendt have Fascism in view, 
but, in the American context, their arguments are also relevant to racist movements 
both in their unabashed and disguised forms.
Conclusion
We cannot be sure whether or not, how, or to what degree Sonny successfully 
played because there is an insurmountable difference of the characteristics 
between the different media, of music and a literary text.  The people who are 
present in the scene and participating in the musicians’ “dialogic” performance, 
however, are portrayed as being impressed; the live music, which does not seem 
to have been recorded, is a once-in-a-lifetime experience, and their impressions, 
especially that of the narrator, is what matters.  There may be no “objective” 
judgment; we can only evaluate a performance like that through mind and/or 
memory, also semantically as represented in language.
While the title of the story bears the jazz musician’s name, placing him in the 
tradition of the “titular heroes/heroines” prevailing in nineteenth-century novels, 
the text is also a story of his elder brother, a member of the minority who has 
fortunately made a personal social ascent and has been content with his success 
and the resulting sense of immunity from hardships of life, according to the 
modern/American ideology of self-responsibility.  In the story he learns that he 
and his family are also vulnerable, although the risk is lower than for those who 
were not as lucky as he was and could not escape from the harmful environment 
they were born into.  “[T]he very cup of trembling” (864), a Biblical quote usually 
ascribed to the suffering musician, also pertains to the narrator himself: the music 
at the end of the text, the quality of which can only partially and incompletely be 
represented with words, stands for the process through which such an individual 
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in a divided society recovers or discovers the sense of social links and obligations, 
thus paradoxically gaining the standpoint of someone other than a mere 
constituent of the atomized masses.
When the narrator comes to the club to listen to his brother’s blues, he is 
among the kind of people alien to the environment he is accustomed to, in whom 
he would not have joined unless he had decided to listen to his brother play. 
Music here has once again penetrated into the complacently isolated privacy of an 
individual, albeit in a way different from the one depicted in the episode of Sonny 
practicing the piano at Isabel’s parents’ house (849-50), as observed in section 
two.  
Such power, for which music is a correlative in the text, bears relevance to 
the political and socio-cultural situation today, when the Internet, once hopefully 
expected to be a medium through which everyone can express their views on 
equal terms, lets the atomized masses seclude themselves.  This is what Eli Pariser 
calls the filter bubble,19 within which one is shut away from unpleasant 
information and can flock together only with people of similar views, entertaining 
the illusion of freedom from the conventional mass media oligopolized by élites. 
In such an environment the alt-right, as well as its Japanese counterpart neto-uyo 
(the Internet right, with pejorative connotations) unabashedly express their racist 
discourses which they would have hesitated to voice in a live milieu where one is 
obliged to meet various kinds of people in flesh and blood.  The dialogic sphere is 
an alternative Baldwin proposes to the atomized masses in such a society divided 
who are caught in morbid fear of the changing society, where one cannnot but 
share the world with heterogeneous others.
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Notes 
1 The story was first published in the summer issue of Partisan Review in 1957 and was 
then included in the collection Going to Meet the Man published by Dial Press in 
1965 (“Note on the Texts” 965).  The base text for this essay is that of the Library of 
America edition, which reproduces that of the first edition of the 1965 collection and 
is widely available, standardized for scholarly use, and reliable enough for the purpose 
of this study.  Page references are shown in parentheses.
2 While I agree with the implication of Pater’s argument, I do not agree with him on the 
value judgment, in which he puts music above the other genres including literature.  I 
would also point out that the novel is probably one of the least “pure” literary genres, 
as we can see in the genre’s low cultural status before the late eighteenth century, and 
I regard the characteristics as an advantage of the novel. 
3 The word “suffer” is insistently repeated toward the end of the text, after the brothers 
listen to the gospels at the revival meeting and argue about the meaning of suffering 
(852-59).  Radiclani Clytus compares Baldwin’s notion of suffering with the French 
existentialist philosopher Jean-Paul Sartre’s idea of man being condemned to be free 
(73-81), arguing about the novelist’s “indebtedness to the Socratic ideal that an 
unexamined life is not worth living” (72; italics original).
4 In response the African American Literature and Culture Society and the James 
Baldwin Review, for example, jointly organized the symposium “James Baldwin after 
Ferguson,” moderated by Justin A. Joyce, in which papers were presented by Conseula 
Francis, D. Quentin Miller, Joshua Miller, Charles Nero, Brian Norman, and Ruby 
Tapia and the participants had discussion at the 26th American Literature Association 
Annual Conference on May 23, 2015 in Boston, Massachusetts.
5 When this essay was undergoing final revisions, there was a deadly clash of white 
supremacists and protesters in Charlottesville, Virginia on August 12, 2017, and 
President Trump, pretending “neutrality,” practically tolerated the violent racists.
6 The term “mass culture” is usually used in a negative sense, implying it is intended 
for what Hannah Arendt calls the “masses” (305-26) while “popular culture” is used 
in a more positive, or at least neutral sense.
7 About the function of the ending in a story, see, for example, Frank Kermode (44-48) 
and Iurii Lotman (262-64) (the romanization system employed by Brown University 
Press is not a widely used one; his first name is usually spelled “Yuri” in English).
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8 He did not always take an apolitical attitude.  According to Wikipedia, he took a “well-
publicized stand for the desegregation in the Little Rock crisis” (“Louis Armstrong”), 
which was contemporaneous with the short story.  Most recently, Jelani Cobb refers to 
his protest against Governor Faubus of Arkansas refusing to abide the U. S. Supreme 
Court’s decision that segregation of public schools was unconstitutional in his article 
in The New Yorker on the N. F. L players protesting against racism under the Trump 
administration in 2017, saying that “the belief endures, from Armstrong’s time and 
before, that visible, affluent African-American entertainers are obliged to adopt a pose 
of ceaseless gratitude –– appreciation for the waiver that spared them the low status of 
so many others of their kind.”
9 The website Sonnys-Blues provides relevant information on the page “Gospel.” 
Regrettably, as of July 12, 2017, the audio-visual file of the second song “If I Could 
Hear My Mother Pray Again” is not accessible from the page.
10 This problem should be addressed from the more specific viewpoint of Gayatri 
Chakravorty Spivak’s argument on the “subaltern” rather than from the more general 
viewpoint of deconstruction’s argument on the indeterminacy of language, although 
Spivak herself is the translator of Jacques Derrida’s On Grammatology.
11 The name “Creole,” of course, implies a black person, or a colored person of mixed 
blood, born either in the Caribbean region or in America and deprived of his or her 
ancestors’ cultural heritage including language; the name reminds the reader of the 
history of destruction of native Americans’ culture and society and subsequent 
enslavement of Africans abducted from Africa.  His name may be a pseudonym to 
express the historical memory that exceeds the boundary of the United States as a 
nation-state.
12 Ironically, this critical failure of really appreciating a piece of art also applies to 
Adorno’s inflexible view of jazz.
13 “The masses” as Benjamin uses the term here refers to the same group of people, or 
the same socio-cultural phenomenon of the interwar period, as Arendt later defines it. 
See also note 6.
14  Physically separating the performers and the audience was a vital part of performance 
art, both music and drama, in nineteenth-century bourgeois society, and questioning 
and reorganizing their distance was a significant part of twentieth-century 
experimental performance art.
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   We can also illustrate the inherently active position of the audience in a live 
performance by the kind of uneasiness we feel when we are watching or listening to a 
performance seriously in a small theater, feeling that we are not solely a subject one-
directionally consuming the performance but can also be an object of other people’s 
attention.
15 The part Waters played in On with the Show! (i.e., that of a musical actress playing the 
role of an African-American cotton-picker), which hardly concerns the main story of 
the film, is as complicit in stereotypical representation of African-Americans as the 
one Louis Armstrong did in High Society (On with the Show! 00:22:11-26:00; “‘On 
with the Show’ (1929) Musical Digest” 00:11:49-15:36).
16 Clytus deals with Baldwin’s own closeness to the French existentialist philosophers. 
See note 3.
17 Roland Barthes asserts that the driving force of the narrative act comes from the 
confusion of the consecution and the consequence, i.e., a systematic application of the 
logical fallacy post hoc, ergo propter hoc [after this, therefore because of this] (16; 
italics original).
18 Overemphasis on self-responsibility and overestimation of the individuals’ power to 
overcome social inequalities has become more prevalent in our era of neo-liberalism, 
and such an attitude is more frequently to be found in the kind of people like Sonny’s 
brother who have fortunately made personal social ascent.
19 The filter bubble, according to Pariser, is created by the business strategy of the 
Internet giants to make “their information” “more personally relevant” so that “they 
can sell” “more ads” and the Internet user is “more likely” “to buy the products 
they’re offering” (7); it consequently offers “a vision of a custom-tailored world” (12), 
“a cozy place, populated by [the consumer’s] favorite people and things and ideas” 
(12); “[f]irst, [one] is alone in it” (9), and “[s]econd, the filter bubble is invisible” (10). 
This is a portrait of an atomized constituent of the masses in Arendt’s argument, as 
seen above.
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第３章　初期の「教育原理」教科書
おわりに
はじめに
　1949年の教育職員免許法（免許法）と同法施行規則の制定により、「教
育原理」という科目が誕生した。「教育原理」の名称は、敗戦前の師範学
校の科目や領域にはなかった。これ以降、大学・短大において幼稚園およ
び小・中・高等学校の教諭免許状を取得するためには、「教育原理」とい
う教職科目を履修することが必須要件とされた。「教育原理」はそれから
1988年の免許法改正に伴う同法施行規則改正まで、約40年という長い間、
大学で教員免許状を取得しようとするすべての学生とって必修科目となっ
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た。さらに、その後も「教育原理」という科目名の授業は、多くの大学で
開講されている。
　本稿は、占領下において「教育原理」が教職科目として誕生する経緯と
その内容を検討する。「教育原理」は教育学全体と関わるので、「教育原理」
の検討は占領下の教職カリキュラム改革を検討する上で中心的な作業であ
り、また、戦前・戦後の教育学の連続・非連続の検討にもつながる点で重
要である。
　「教育原理」は重要な教職科目であるが、先行研究は多くない。とくに
占領期にこの科目が誕生する経緯についての研究はほとんどない。そもそ
も、占領下の教員養成改革の研究において、教職カリキュラムの改革や教
育学の変革に関する研究は乏しい。
　戦後の教員養成改革に関する定評のある研究書は、海後宗臣編『教員養
成』（戦後日本の教育改革第８巻）である(1)。戦後教育改革に関する実証
的研究として高い評価を受けている。ただし、この本の研究対象は教員養
成制度が中心であって、教員養成カリキュラムとくに教職科目の検討は乏
しい。また、それも免許状取得要件や履修科目名と年次配当等の検討にと
どまり、教職科目の内容に踏みこんでいない。この本の終章として、「総
括と提言」が置かれている。「総括」の対象は教員養成制
・ ・
度で、それに教
員の需給関係が付加されている。戦前戦中の教員養成教育に対して否定的
な姿勢をとっているが、教職教育・教育学の中味には立ち入らず、したがっ
て、批判や反省は書かれていない。戦前戦中の教師教育の欠陥を、教職教
育・教育学の問題に言及することなく、師範学校制度に帰着させている(2)。
　「提言」の中では、教員養成の教育内容について、一般教育、教科専門
教育、教科教育、教育実習、教職教育に分けて述べているが、教職教育に
関する提言は著しく抽象的である。
　教育学および教育諸科学が、教員養成の教育のなかでどのような位
置を占めるかについては、今後いっそうの学問的探究と教授実践が重
ねられるべきであろう(3)。
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　ほかにも「あり方が根本的に問われるようになった」「あり方が追究さ
れなければならない」などと述べてはいるが、いかなる教職科目あるいは
教育学を履修させるべきかなどの具体的な提言はない。
　さて、占領下の「教育原理」を考察の対象に含んだ研究として、以下の
２点をあげることができる。一つは、入江信三良「教職課程に於ける『教
育原理』の性格について(4)」である。これは、「教育原理」と題する図書
の内容を検討して、「教育原理」の性格について考察したものである。「教
育原理」の科目名の講義や「教育原理」と題する著作が出版されるように
なったのは戦後なので、戦前については「教育学概論」など、それに類す
る図書の全体的な内容を検討している。戦後いかなる経緯で「教育原理」
という科目が誕生し、どのような科目としてとらえられたかについての考
察はない。
　いまひとつの先行研究は、間瀬正次「戦後における『教育原理』の導入
過程とその内容構成(5)」である。これは、第６期と第９期ＩＦＥＬの研究
集録および東京大学教育学部研究室編『教育研究入門』所収の上村福幸「第
1章教育原理」、そしていくつかの『教育原理』のテキストの分析により、「教
育原理」の導入過程と内容構成を検討したものである。ただし、占領期の
教員養成改革の流れとの関連がなく、それぞれの「教育原理」のとらえ方
を簡単に紹介したものとなっている。これに対して本稿は、占領下におけ
るＣＩＥ主導による教職教育の拡充発展の施策に位置づけて検討する。
　ところで、占領下の改革は日本側と占領軍側のアクター間のダイナミズ
ムの中で進められた。教師教育をめぐる日本側の主要アクターは、文部省、
教育刷新委員会（教刷委）、師範学校関係者である。ＣＩＥが教師教育改
革で最も力を入れたのは、教職教育の拡大・充実であった。そして、占領
期間中文部省で教師教育改革の責任者であった玖村敏雄や、東京第一師範
学校校長でのち東京学芸大学学長・日本教育大学協会会長を務めた木下一
雄は、教職教育の拡充に賛同した。これに対し、教育刷新委員会は教職教
育を重視しなかった。そこで、ＣＩＥは1947年秋、教刷委で教師教育改
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革案を審議することをストップさせた(6)。
　ＣＩＥは当初から米国流の教職カリキュラムを日本に普及させようとし
ていた。東京第一師範学校を師範学校カリキュラム改革のモデル校にして、
アメリカのティーチャーズカレッジのカリキュラムを参考に検討させた。
次に、全国の師範学校教員や大学・専門学校等の教育学教員を対象に教員
養成のためのワークショップを行った。1948年秋以降、これをさらに拡
大してＩＦＥＬという大規模な講習会を展開する。6週間または12週間と
いう長期間の講習を1952年3月までに８期にわたって開催したのである。
1948・49年度の第１～４期ＩＦＥＬでは、1948年秋に発足した教育委員
会の教育長、指導主事のための講座が主流であった。教育学部教授を対象
とした講習は、教育学部教授講習として全体で一つの講習にまとめて行わ
れた。しかし、免許法制定後の第５・６期になると、教育学の領域ごとに
講習が行われる。例えば、教育心理、教育評価、教育指導（ガイダンス）、
教育社会学、数学科教育、理科教育そして「教育原理」等々である(7)。そ
して、占領終結後の1952年度には、日本独自で第９期ＩＦＥＬが開かれた。
　ここで本稿における具体的な検討課題を述べる。東京第一師範学校カリ
キュラム案、教員養成のためのワークショップやＩＦＥＬで、「教育原理」
という科目がどのようにとらえられたのか、科目の内容や他の教職科目と
の関連から考察する(8)。また、この時期に刊行された「教育原理」と題す
る初期の図書の内容を検討する。そして、1949年の教育職員免許法・同
法施行規則の制定により、「教育原理」が教職必修科目となったことの意
義を明らかにする。さらに、戦前戦中の教育学や師範学校における教職教
育との連続性と断絶性についても考察する。
　
第１章　敗戦直後の教職教育改革における「教育原理」
１　東京第一師範学校「大学に於ける教育学科のカリキュラム」
　教育刷新委員会では、教師教育の改革をめぐって、いわゆるアカデミシャ
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ンとエデュケーショニストの論争を中心に展開されたことが知られてい
る。そこでは教員養成を目的とする学校の是非が大きな問題となった。し
かし、ＣＩＥと文部省は、当初から教員養成を目的とする学校の存続を前
提として、教師教育内容の改革をはじめていた(9)。教職教育の拡充強化を
はかろうとしていたのである。
　ＣＩＥは、教員養成学校における教職カリキュラムの改革を、モデル校
をつくって進めようと考えた(10)。1946年夏、ＣＩＥ教育課長補佐のトレー
ナー（Joseph C. Trainor)(11)と文部省師範教育課長の玖村敏雄と東京第一師
範学校校長の木下一雄の間で、同校を新しい教職カリキュラム開発のモデ
ル校とすることに合意した。同校の教員と文部省職員がＣＩＥの指導の下
に、８月下旬から12月にかけて準備委員会やプロジェクト会議を20回程
度開催してカリキュラム案を作成した(12)。検討の結果を、同年12月末に『大
学に於ける教育学科のカリキュラム—東京第一師範学校案』と題する全文
41ページの冊子を公表したのである(13)。さらに、翌1947年１月18日に文
部省師範教育課長から各師範学校長へ「学科課程案の研究について(14)」を
通達した。そこでは、各師範学校で教職カリキュラム案を作成することを
求めた。その際、「大学に於ける教育学科のカリキュラム」が添付された
といわれる。
　この冊子は一見して多くの英語が目につく。本文中にも英語の教育用語
がアルファベットのままで記載され、英語だけで書かれた表や英語のみの
ページもみられる。先行研究で、米国のティーチャーズカレッジのカリキュ
ラムが参考にされたことが明らかにされている(15)。それが未消化のまま、
まとめられたものである。
　16ページには、「教育大学の学科課程」の表が掲載されている。東京第
一師範学校の案であるが、英語で書かれている。各学年で履修すべき科目
名の和訳と履修単位数は次のようである。「教育原理」という科目が４年
次に置かれている。
１年次 教育研究法（0.5）　児童の生活と活動（1）　児童の生長と発
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達（3）　学習心理学（1）　各教科の心理(16)（0.5）
２年次 教育評価（2）　学習指導要領（1）　教育方法（1）　学校・
公衆衛生（1）
３年次 教育実習　児童文芸（1）　教育・職業指導（1）　教育社会
学と社会教育（1）　比較教育と学校行政（1）
４年次 教育史（2）　偉大な教育家（1）　教育原理（0.5）　教育哲学
（0.5）
　このカリキュラムにおける「教育原理」の特色として、第１に、教育哲
学とともに最終学年に配当されている点である。第２に、単位数が0.5単
位と少ないこと、また、ほかに教育方法、学校行政や教育史などの科目が
おかれていることから、「教育原理」の目的は、これらの内容を教授する
ことではないと考えられる。なお、「教育原理」が Principles of Education 
であること、すなわち「教育の
・
諸原理」であることが確認される。
　第１点の「教育原理」が最終学年に配当されているのはなぜか。『大学
に於ける教育学科のカリキュラム』は、教職カリキュラムのシーケンスに
ついて、これまでは次のように「理論から実際」であったと述べる。
　従来は、理論から実際へと云ふ道を辿って、先づ教育の諸理論を学
び、そしてそれを実習して終った(17)。
　実際、それまでの師範学校では、まず教育史、そして理論を学んだ後に
実地を行うこととなっていた(18)。
　数年以来、教育史を先きにし、理論を次にし、そして実地を最後に
するといふ系列が立てられた・・・・。理論も実際も一応終わった一つの
小完成品として世に送られたのである(19)。
　なお、戦中時期の師範学校の「教育ノ史的発達」を扱った国定教科書(20)
を見ると、日本教育史だけで欧米教育史は扱ってはいない。しかもその内
容は、国体明徴運動以降の皇国史観に基づくもので、戦前の中でも、この
時期特有の内容であった(21)。
　さて、『大学に於ける教育学科のカリキュラム』では「理論から実際」
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ではなく「実際から理論」とすべきだと説明している。その理由を、以下
のように記している。
　我々実際家は常に現実に立ってゐる。そして日々子供と共に在る。
この子供こそ教育の宝典である。そして、実際より理論へ、具体的な
るものから理論的なるものへ、未分化的なものから分化されたものへ、
･････は、かくて児童研究の常道である。迂路に似て実は堅実な大道
ではなからうか(22)。　
　次に、第２点の「教育原理」の単位数が0.5と少ないのはなぜか。『大学
における教育学科のカリキュラム』に次のように書いてあることから、演
習や討論を想定していたようである。
　Principles of Modern Education, Philosophy of Education,　之等は主と
して Seminary、又は Discussion を以って進められよう。問題によって
は実地に授業してみることもある(23)。
　以上に見たように、『大学に於ける教育学科のカリキュラム』において、
「教育原理」は最終学年に配当され、実際的具体的な教育をふまえて、討
論などによる演習形式の授業と位置づけられていたのである。
　なお、『大学に於ける教育学科のカリキュラム』の中には、戦前戦中の
日本の教職教育や教育学の中味に対する批判や反省はない。
２　教員養成のための研究集会
　1947年夏、「教員養成のための研究集会」が開催された。会場は東京大学、
期間は７月21日から８月15日までの４週間にわたった。文部省と東京大
学の共催、「ＣＩＥ協力」であったが、ＣＩＥの教師教育担当官のカーレー
（Verna A.Carley）の発案で、ＣＩＥの監督指導の下に開催された(24)。その
趣旨は、「教育学心理学の研究を中心に教職的教養の基礎問題を討究」す
ることによって、「新しい教職的教養に対する基礎を確立する」こと、そ
して、研究の成果を学校での児童生徒の教育と現職教員の再教育に及ぼし
て、新教育を発展させることであった(25)。
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　参加者は70数名、前記通知によれば、全国の師範学校・高等師範学校
の教育学・心理学担当教授から１名ずつで、「英文読解力があれば研究上
好都合である」と記されている。参加者はほかに、「教員養成に密接な関
係ある」全国の官公私立大学・専門学校の教授より１名とされた。講師は、
東京大学その他の大学教員、文部省職員、ＣＩＥ職員などであった。東大
教授では岡部弥太郎、上村福幸、海後宗臣など、文部省職員は玖村敏雄、
ＣＩＥ職員はカーレー、トレーナー、ヘファナン（Helen　Heffernan）、オ
ズボーン（Monta L. Osborne）などである。
　教員養成のための研究集会では、全員参加の講義・協議のほかに､ 参加
者がグループに分かれて班別研究を行った。教育の心理的基礎、教育の社
会的基礎、教育の行政・経営に関する研究のそれぞれについて、３～４の
課題ごとに、全部で11グループがつくられた。各班の研究成果は『教員
養成のための研究集会記録［二］』として、全文111ページの謄写印刷の
冊子にまとめられた。目次は次の通りである。
第１部　教育の心理的基礎に関する研究
（1）学業成績及び智能のエバリュエーション
（2）行動と環境のエバリュエーション
（3）人格の問題
（4）教育心理学に就いて
第２部　教育の社会的基礎に関する研究
（1）教育原理の社会的基礎
（2）教育社会学の問題と方法
（3）コムュニティ・スクールについて
第３節　教育の行政及経営に関する研究
（1）教育制度上の諸問題
（2）カリキュラム構成の原理と方法
（3）教育方法上の諸問題
（4）教員養成の諸問題
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　「教育原理」は、第２部（1）「教育の社会的基礎に関する研究」の中に、
「教育原理の社会的基礎」として位置づけられている。その内容は、敗戦
後の教育目的を再考するというものであった。
　敗戦日本の現実の姿を振返って見て、そこから今後の日本の教育に
於て特に力説されなければならない教育の目的はどんなものだらう
か、殊に教員養成の立場からどんな点が強調されなければならないだ
らうかという観点に立って、その幾つかを拾って重点的に考察したの
である(26)
　そして、「精神的方面からの反省」として、今後は民主国家建設のために、
個性の尊重、社会への適応、社会の改造、科学精神の徹底が求められるこ
と、「物質的方面からの反省」として、科学教育の振興と、実生活と結び
ついた技術教育・勤労教育・生産教育の重要性を述べている。また、今後
の教員養成では、共同の精神と寛容の態度、政治的宗教的中立性、科学的
探究心の養成がとくに重要であると述べている。さらに、教員養成におけ
る一般教育と教職教養について考察している(27)。
　以上のように、教員養成のための研究集会では、「教育原理」の内容は
教育の目的の検討であった。
　「教育原理」の班とは別に、教員養成をテーマに検討を行ったグループ
もある。『教員養成のための研究集会記録［二］』の第３節「教育の行政及
経営に関する研究」（4）が「教員養成の諸問題」である。従来の教職教養
を観念的・抽象的だと批判していることが注目される。
　理論的方面に於いては今迄のような観念的抽象的教育学や心理学で
あってはならない。実地的方面に於いては附属学校などにしても、今
後は教育現実の具体的探究方式を経験、体得せしめねばならない(28)。
　これまでの教職教育を観念的・抽象的と批判している。しかし、師範学
校教育科の教育や教育学の内容に対する具体的な批判や反省は、２冊の『教
員養成のための研究集会記録』には見ることができない。
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３　第１・２期ＩＦＥＬの教育学教員講習
　師範学校、高等師範学校をはじめ大学、専門学校などで教員養成を担当
する教員を対象とする大規模な講習の先駆けが、「教員養成のための研究
集会」であった。翌年秋からは、ＩＦＥＬの中で、教員養成担当教員向け
の長期間の講習に引き継がれる。
　ＩＦＥＬとは、the Institute for Educational Leadershipの略称で、日本名は
初め「教育長等講習」で、1950年度から「教育指導者講習」に改められ
たが、一般に「アイフェル」と呼ばれた。ＩＦＥＬは占領下において、Ｃ
ＩＥの指導の下に、1948年10月から1952年３月までの間に８期にわたっ
て開催された。８期までの受講者は9300人をこえ、日本人講師約560人、
米国人講師90余人に上ったのである。ＩＦＥＬの各コースの期間は６週
間または12週間という長期にわたるものが主流であった。なお、占領終
結後、1952年度にいわゆる第９期ＩＦＥＬが米国の指導を受けずに行わ
れた。敗戦後間もない食糧難、住宅難の時期に、大規模な長期間にわたる
講習会がくり返し行われたのである(29)。
　既述のように、ＩＦＥＬの第１期から第４期までは、教育長・指導主事
の養成が中心であった。教育学教員向けの講座が中心となるのは、第５期
以降である。しかし、第１～４期にも、いくつかの会場で、教育学教員を
対象とする講座が置かれた。すでに1947年５月９日に教育刷新委員会が
「教員養成に関すること（其の一）」の決議を行い、その中で、「教育者の
育成を主とする学芸大学」で教員を養成する決めていた。にもかかわらず、
ＩＦＥＬで「教育学
・ ・
部教授講習」という名称を用いている点に、ＣＩＥが
教員養成学部を存置させる方針であったことがあらわれている。
　第１・２期の教育学部教授講習は東京学芸大学で開催された。このうち
の第２期に東京学芸大学（東京第一師範学校男子部）で行われた教育学部
教授講習は、受講者が作成した研究集録が残っている。『民主日本におけ
る教育指導者の養成・大学教育学部第２次長期教授講習会報告書』と題す
る謄写印刷の全165ページの報告書である(30)。この講習の期間は1949年1
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月14日から3月31日までの11週間、師範学校や教員養成課程を持つ大学や
教員養成学校の教育学・心理学の教員で、全国から80数名が受講した(31)。
　受講者は、研究テーマごとにグループに分かれて研究活動を行った。そ
の研究報告書が『民主日本における教育指導者の養成』である。教職課程
の研究グループは次の８つの班で、そのひとつが「学校教育の原理」があっ
た。
教育の社会学的基礎、教育の心理学的基礎、学校教育の原理、カリキュ
ラムの編成、教育行政及び管理、学校図書館の運営、学校経営及び指
導、教育評価及び調査(32)
　ここには教育哲学や教育史が見られない。他の班の研究内容を見ると、
「学校教育の原理」は教育哲学や教育史を扱うように見られる。
　では、報告書の「教育原理」のページを見よう。ここでは、従来の教育
原理に類する教育学概論等の科目に対して、「思弁的非実際的」な内容を
講義するもので「説教的域を脱しなかった」ときびしく批判した(33)。
　さらに、従来、高等師範学校の卒業者には、どの学科を卒業した者に対
してもほとんどすべて師範学校教育科の教員免許状を与えた。そのため、
教育学に関する講義は「最も平板な興味のないもの」になり、「教師たる
為に已むを得ず知っておかなければならない化石した知識の集積であった
のである(34)」と述べた。そして次のように続けた。
　この為に、教育学無用の論が発生し、総合大学の理学部などに於て
は、教育学的教養を全く与えることなしに教員免許状の下附が行はれ、
教職教養の無い者の方が、かへつて優秀な教師たり得るという論拠さ
えも与えるに至ったのである(35)。
　このような反省の上に、教育学を立て直さなければならないと述べる。
　わが国の教育学が置かれた此の様な事態に対して痛切に反省し、教
育学の無力を直視し、真に実証科学としての教育学を樹立する事に
よって、教職教養が将来教師及教育指導者たらんとする者の為に必須
不可欠なものである事を証示しなければならない(36)。
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　教育学を学んでいない者によって質の低い教育学が教授されていたため
に、教育学無用論が生まれた。その反省から、立派な教育学を樹立して、
それをきちんと学んだ教員によって教育学を教えるよう改めるべきだとい
うのである。
　さて、この報告書では、「教育原理」を３段階のコースに分けて教授す
べきだと述べる。第１は教育学入門のための初歩的課程で、大学１年生ま
たは２年生を対象とする。次のような単元構成をあげている。
単元１　我が国教育の過去と将来
単元２　学校教育
単元３　学習指導及び生活指導
単元４　学習組織及び教育行政
単元５　社会と教育
　第２の「教育原理」は、教育実習を行う者のために予備的段階として研
究させるべき教育の一般原理で、３年または４年生を対象とする。第２段
階の「教育原理」、すなわち教育実習の予備としての教育の一般原理とし
ての「教育原理」は次の５つの単元から構成されるとする(37)。
単元１　教育の意義
単元２　教育の３層
（1）社会生活の形成作用
（2）社会施設の形成作用
（3）指導による人間形成
単元３　教育の理想、目的、目標
単元４　教育の原理
（1）自発性の原理（生命発達の原理）
（2）個性の原理（人間性の具体相）
（3）社会性の原理（共同作業の原理）
（4）自由の原理（人格活動の原理）
（5）統合の原理（全人的発展の原理）
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単元５　人間とは何か
　これは、「教育実習と並行して、実習上当面する諸問題の教育学的研究
課程(38)」であるという。
　ただし、「教育原理」を「教育の諸基底」とする別案も掲げている。「教
育活動が依つて立つ背景としての基礎的諸学の構造と内容を明にする方
法」で、その場合の単元は次のような構成になると説明している。
単元１　教育の生物学的基底
単元２　教育の心理学的基底
単元３　教育の社会学的基底
単元４　教育の歴史的基底
単元５　教育の哲学的基底
　「教育原理」の第３は教育哲学で、「教職教養の最終の総括的段階(39)」で
ある。大学４年または大学院の科目として設定されるという。単元は次の
ようである。
単元１　教育哲学の歴史
単元２　現代教育哲学の動向
単元３　教育現象の構造
単元４　社会と教育
単元５　政治と教育
　そして、教育原理研究班の報告の「むすび」には、「真の教
・ ・ ・ ・
育哲学の樹
立と、その正しい探究方法の発見とは火急の要務でなければならぬ(40)」（傍
点は引用者が付した）と書いていることが注目される。
　以上に見たように、東京学芸大学で行われた第２期ＩＦＥＬの教育学部
教授講習では、「教育原理」に①教育学入門、②教育実習で直面する諸問
題に共通する一般原理、③教育哲学の３つの類型があるとされたのである。
この３類型は、第５･ ６期ＩＦＥＬでも登場する。
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第２章　教育職員免許法同法施行規則制定後の「教育原理」
１　教育職員免許法･同法施行規則の制定による「教育原理」の成立
　1949年５月22日、教育職員免許法（免許法）が可決、成立した。免許
法は多くの教職科目の履修を要件とした。１級免許状は、小学校・幼稚園
が25単位、中学校・高等学校が20単位、２級免許状は小学校・幼稚園が
20単位、中学校・高等学校が15単位であった（免許法第５条）。
　同年11月１日制定の免許法施行規則で、「教育原理」が誕生した。「教
育原理」は教職必修科目で、幼稚園または小学校教諭の場合は４単位、中
学校または高等学校の場合は３単位必修となった。「教育原理」以外の必
修科目は、幼稚園・小学校の場合は「教育心理学」または「児童心理学」
4単位と「教育実習」４単位であり、中学校･高等学校の場合は、「教育心
理学」または「青年心理学」３単位、「教科教育法」３単位、「教育実習」
３単位であった（免許法施行規則第５、６条）。
　必修以外の科目として例示された科目は以下の通りである。
教育哲学、教育史、教育社会学、教育行政学、教育統計学、図書館学
　「教育哲学」「教育史」がここに掲げられたのである。なお、例示科目の
ほかに、「その他大学の適宜加える教職に関する専門科目」も掲げられて
いる。
　重要な点は、「教育原理（教育課程、教育方法及び指導を含む。）」の括
弧書きである。教育哲学や教育史は「教育原理」とは別の科目として規定
された。他方、教育課程、教育方法そして指導を含む科目として「教育原
理」が設けられた。そのため、教育課程、教育方法、指導は、選択科目の
例示から外れた。
　ところで、既述のように、ＣＩＥは教職科目を拡大・充実させることを
意図していた。上に見たような要件はＣＩＥにとって必ずしも十分なもの
ではなかった。この点について玖村敏雄は、後に次のように書いている。
　免許法によって教員として必要な課程が定められ、教職学科は必修
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と選択とを加えて相当重視されることになった。しかしＣＩＥは必ず
しもそれで満足したわけではなかったが、選択科目に将来設置される
ことの望ましい教職科目を列挙することで妥協したわけである(41)。
　教職科目を重視するＣＩＥにとって、免許法と施行規則の定める免許資
格要件は、満足できない妥協の産物であった。「教育原理（教育課程、教
育方法及び指導を含む。）」は、妥協の中心であったと考えられる。
２　第３期ＩＦＥＬの教育学部教授講習
　1949年10月10日から12月23日までの期間、第３期ＩＦＥＬが開催され
た。第３期の場合は東北大学、東京大学、京都大学、九州大学で教育学教
員講習が開かれた。この間、1949年11月には免許法施行規則が制定された。
既述のように、施行規則によれば、教職必修科目の「教育原理」には括弧
書きで「教育課程、教育方法および指導を含む」と定められた。そこで、
この時期以降のＩＦＥＬでは、「教育原理」は教育哲学を意味するのでは
なく、これらの諸事項も含むことが前提となる。
　東北大学で開催されたＩＦＥＬでは、教育学部教授講習の参加者は、教
育長･指導主事講習の班に所属しながら、同時に教育学教授講習の班の会
合を開いて教職課程を検討するという方法であったため、教職カリキュラ
ムの検討に十分な時間を割くことができなかった(42)。東北大学会場の研究
報告書は、４つの班の研究活動報告を１冊にまとめたもので、全文304ペー
ジであった。ところが、このような事情により、教育学部教授講習班の報
告は４ページの記述とProfessional Courses と題する英文の教職カリキュラ
ム表のみとなっている。この表を見ると「教育原理」という科目は設けず、
①教育入門、②初等学校の指導（ガイダンス）または中等学校の指導、③
初等学校の教育課程・方法または中等学校の教育課程・方法の科目を置き、
それらを履修することで「教育原理」という領域の単位を修得することと
なっている。
　九州大学会場で開催されたＩＦＥＬの教育学部教授講習では、精力的な
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研究活動が行われ、研究集録の中には教育学部教授講習の研究成果が70
ページにわたって掲載されている。その内容は、主に小学校・幼稚園の教
員養成および中学校･高等学校の教員養成について1年課程、２年課程、４
年課程のそれぞれについて、取得免許状の組み合わせや履修科目等につい
て検討したものである。
　すなわち、小学校教諭１級普通免許状とともに幼稚園教諭免許状や中学
校社会科免許状を修得する場合や、中学校で複数教科の免許状を取得する
場合の履修のし方などである。他には、教員免許状取得のための夏期講習
のカリキュラムや校長･教育長･指導主事免許状取得のための履修科目等の
検討である。
　教職科目の学年配当表を見ると、必修科目として、「教育原理」とは別
に教育課程、教育指導、教育方法、学校組織が並んでいる。４年課程の場
合は1年次に教育原理２単位必修、２年次に教育課程・教育指導・教育方法・
学校組織を合わせて２単位必修である。１・２年課程の場合は、１年前期
で教育原理１単位必修、１年後期で教育課程・教育指導・教育方法・学校
組織を２単位必修となっている。どちらも「教育原理」を１年次の配当科
目としている点が特徴である(43)。
　教職教育の中身に関する研究成果は、翌1950年12月に首藤貞美編『新
しい教師の技術---現職教育の指標(44)』として刊行された。この書物には、
新しい教師の課題、新しい教師と社会、コンミュニティ参加の技術、カリ
キュラム構成の技術、学習指導の技術、教育診断の技術、精神衛生の技術、
教育評価の技術、職業指導の技術、教師教育の技術、現職教育の技術など
の章が並んでいる。しかし、この中には「教育原理」と題する項目はない。
３　第５・６期ＩＦＥＬの「教育原理」講座
（1）教育指導者講習会の開催
　繰り返し述べたように、1949年に免許法と同法施行規則が制定された。
教職科目として、教育心理学（児童心理学または青年心理学）、教育原理、
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教育実習、教科教育法のほか、教育哲学、教育史、教育社会学、教育行政
学、教育統計学、図書館学などが置かれるようになった。これらの教職科
目は、それまでの教育科目とは異なるものであった。当時文部省の担当者
は、新しい教職科目は「従来のようにたゞ一般心理学とか哲学的な教育史
などを講義することを主とするもの」ではなく(45)、「わが国の学者にとっ
ては比較的新しい分野(46)」であると述べた。
　そこで1950年度に開催された第５・６期ＩＦＥＬは、新制大学において、
従来とは異なる教職科目を担当する教員の養成・再教育を重点的に行った
のである。文部省は、各都道府県の教員養成大学・学部または教育委員会
の関係者の中から、すでに教職員の養成や現職教育を担当している者か、
将来担当させる予定の者をＩＦＥＬに参加させるよう要請した(47)。
　こうして、第４期までは教育長・指導主事の養成が主な目的であったが、
第５・６期ＩＦＥＬは、教職員の養成や現職教育を担当する大学教員の講
習が中心となった。ＩＦＥＬの日本名も従来の「教育長等講習」から「教
育指導者講習」にかわる。
　開設講座は25を数え、講座ごとにアメリカ人講師１名、日本人専任講
師１名、日本人科主任講師１名の計３名による講師団が作られた。それぞ
れの講座に約30名の受講者が所属し、主として午前中は講義を受け、午
後は受講者主体のワークショップによる共同研究活動が行われた(48)。
　第５・６期ＩＦＥＬの場合、すべての講座の研究成果が研究集録として
刊行されている。謄写印刷で、各冊200 ～ 300ページほどで、全25部36冊
におよぶ。研究集録は大量に印刷され、「シリーズの形として関係方面に
頒布(49)」されたのであった。第５・６期ＩＦＥＬの研究集録の序文には、
以下のような共通の文面が書かれている。
　従来我国で充分な専門的研究をもたなかった科目、或は全く未開拓
のまゝ放置されてあった分野迄も包括して、相当広い範囲の研究が採
録されて居るのである。勿論これらが凡て完成されたものと云うわけ
ではなく、むしろその研究の新しい緒とも云うべきものかも知れない
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が、却ってこれだけに考えさせられ、多くの問題を含んで居ると思わ
れるので、一つの研究資料として価値あるものとすることが出来よう
(50)。
　文部省は、各大学に研究集録を寄贈するにあたって次のように述べている。
　この研究集録は、一般教育をも含め、教職課程の全分野にわたりそ
の新しい内容や方法につき共同研究を行った成果を集録したもので、
教員養成や現職教育の新しい、しかも貴重な資料と思はれますので、
図書館等に保管し、広く関係者の利用に供せられるよう御配意の程を
お願い致します(51)。
　米人講師を通じて米国流の教育学を受講者が学び、研究成果を研究集録に
まとめる。文部省はそれを全国の大学に送り、各大学の教育学教員は研究集
録で米国流の新しい教職教育を学んで、各大学で展開するというのであった。
（2）教育原理講座の概要
　文部省は、1950年11月17日の通知「教育指導者講習(IFEL)第２期開講
について」で、講座ごとにその内容や運営方法、参加者の条件を説明した。
教育原理講座の研究内容は次のようであった。
　民主主義により日本の教育的、政治的、道徳的、宗教的、社会的、
知的伝統が深い影響を受けている現状に鑑み、この基盤においての教
育の理論を再考し、資料の検討、教育方法について研究する(52)。
　民主主義にふさわしい教育理論の研究をするのだという。そして、この
講座における研究課程の例示として、①教育の本質及び目的、②教育の歴
史的社会的心理的基礎、③学校と社会、④カリキュラム及び評価、⑤教育
制度及び教育行政の考察などをあげている。したがって、ここでの「教育
原理」は教育哲学ではなく、教育学全般に及ぶものであった。ただし、免
許法施行規則で括弧書きの中に記されていた「指導」は例示の中にあげら
れてはいない。
　受講者は将来教員養成または現職教育を担当予定の者で、「この科目に
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関する研究又は教育業績を有すること」が条件とされた(53)。第５期は19名、
第６期は23名で、年齢と勤務先の内訳は表１、２の通りである(54)。
表１　教育原理受講者の年齢別内訳
年齢 第５期 第６期
56 ～ 60 1 1
51 ～ 55 1 1
46 ～ 50 2 0
41 ～ 45 6 8
36 ～ 40 3 7
31 ～ 35 3 4
26 ～ 30 3 2
計 19 23
表２　教育原理受講者の勤務先等内訳
勤務先 第５期 第６期
大学・短大　 （教授） 4 6
      　  　 （助教授） 4 5
    　　　 　 （講師） 5 2
      　　      （助手） 1 0
        　 （分校主事） 1 0
                （その他） 0 1
高等学校 0 5
中学校 1 0
教育委員会 0 3
教育研修所 3 0
教員養成所 0 1
計 19 23
　第５・６期ＩＦＥＬでは、講座ごとに米国人講師１名と日本人講師２名が
置かれたことは既に述べた。教育原理講座の日本人講師のうちの一人は東京
大学教授の上村福幸で、もう一人は当初、同大学助教授の大田堯であったが、
病気と多忙のために第５期ＩＦＥＬ開始後まもなく辞任した。かわりに、１
年間のアメリカ留学から帰国したばかりの岡津守彦が講師となった(55)。
　米人講師のバルー（Richard Boyd Ballou）は、アマースト大学を卒業、
1937年にハーバード大学より教育学の博士号を取得、翌年スミス大学に赴
任、1947年から次年にかけてパリでユネスコの教育部長補佐を務めた。そ
の後ニューヨークのデラウェア大学教授となり、1950年にセントルイスに
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あるワシントン大学教育学部長となった。1954年にラトガース大学に移っ
て教育学部長となったが、翌年心臓麻痺で他界、44歳の若さであった(56)。
経歴から、当時の米国における一流の教育学者であったことがうかがえる。
　バルーは著書『個人と国家—教育への現代的挑戦』を1953年に出版し
た(57)。その著者紹介は、全文６行という短いものであるにもかかわらず、
彼がＩＦＥＬの講師として東京大学で教えたことが記されている。
　第５、６期の受講者はそれぞれ講習会における研究内容をまとめた。し
かし、「基本的な諸原理と現代日本の教育のもつ主要な問題との関係をはっ
きりさせるために(58)」、第６期の受講者たちは第５期のレポートを徹底的に
分析し、問題点を討論して書き改めた。これが『第６回教育指導者講習研
究集録・教育原理』の第１部であり、「優れた教育実践を規定する」諸々の
基本原理を分析したのであった(59)。
　とはいえ、第６期の「教育原理」講習が第５期よりも成功したというわ
けではない。むしろ逆である。バルーが作成した講習活動の報告書には、
第５期の受講者の方が、能力、経験のいずれにおいても明らかに優れてい
たと記されている。また、第６期は学年末にあたり、本務校の用事をどう
してもこなさなければならないという理由で、講習を欠席する者が多かっ
たことが報告されている(60)。
（3）教育原理講座の研究集録の構成
　さて、「教育原理」の研究集録の内容を見よう。第１部は「教育原理の
概観」と題して12章からなっている。
第１章　教育の本質
第２章　教育の歴史的基礎
第３章　教育の心理的基礎
第４章　教育の社会的基礎
第５章　社会生活における教師の地位
第６章　教育の目的
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第７章　教育の内容
第８章　教育の方法
第９章　学校行政
第10章　家庭教育
第11章　社会教育
第12章　特殊教育
　第５・６期ＩＦＥＬでは、これらのテーマについて別の講座が開かれている。
教育心理、教育社会学、特殊教育の講座である。また、社会教育とほぼ同じ
ものとして成人教育の講座があり、教育の内容および教育の方法に対応する
ものとして、教育課程及び教授法の講座が小学校と中等学校についてそれぞ
れ置かれていた。第9章の「学校行政」の領域は、内容を見ると、小学校・
中等学校の管理および生徒指導の講座と重なる部分が大きいものであった。
　第２部は「問題の原理的研究」と題して５つの問題をとり上げて研究結
果をまとめている。
１．６・３制に関する問題
２．学力に関する考察
３．一般教育と職業教育
４．道徳教育の問題
５．教師論
　他の講座ではなく、教育原理講座でこそとりあげられるべき問題をあえ
てあげるならば、道徳教育の問題と教師論の２つであり、それ以外の３つ
の課題は他の講座の研究テーマである。すなわち、教育原理講座でとりあ
げた内容は、教育の目的・本質といった教育哲学で扱う分野のほかに、様々
の領域を含んだのである。
　既述のように、免許法施行規則は、教育原理には教育課程、教育方法お
よび指導を含むことを括弧書きで定めた(61)。したがって、これらの内容が
教育原理講座での研究内容に含まれたのは当然であるが、それ以外の領域
も含まれている。さらに免許法施行規則上、別の必修科目であった教育心
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理学までもが入れられている点が注目される。
　第１部第１章「教育の本質」や第６章「教育の目的」の章が置かれてい
るが、アメリカの教育哲学はここでどのように扱われているのだろうか。
実は、アメリカの教育哲学がとくにとりあげられているわけではない。バ
ルーの報告書からも、彼がとくにアメリカの教育哲学を学ばせようとした
ようすはうかがわれない。
　第２部「５．教師論」中の教員養成教育の課程を扱った箇所で、「もっ
とも今日の進んだ科学的実証的な、教職的教養の履修過程を示してくれて
いるものは、アメリカの Teacher's College の案である(62)」と述べて、その
要点を記しているが、「教育原理」またはそれに類似した科目がどこに位
置付き、いかなる内容を含むのかに関しては、不明確である。
　以上に見たように、ＩＦＥＬの教育原理講座の研究内容は、教育の各分
野および教育学の各領域を通じた概念・原理・思想・方法等の研究であっ
て、教育哲学・教育思想の研究ではなかった。まして、日本で主流を占め
てきた、ドイツからの強い影響を受けた教育哲学・教育思想史にかわるも
のとして、アメリカのプラグマティズムにもとづく教育哲学が対置された
わけではなかった。
（4）教育原理講座における「教育原理」
　本研究集録は序文で「教育原理」について３つの分類をあげている。第
１に教育研究の入門ないし総論、第２は分化した各教育学の領域に共通し
た概念・原理・思想・方法等に関する理解と訓練、第３が教育哲学である(63)。
　教育研究の入門ないし総論としての「教育原理」の説明から抜粋しよう。
　一口に教育とはいっても、それは、･･････さまざまな教育活動を含
み、教育の目的や方法、行政、財政、管理、その他種々の面が交錯し
ており、それを歴史的、社会的、あるいは心理的に調和された観点、
方法をもって、広い科学的な攻究と深い哲学的な思索による統合、統
一された基礎から考察することは、単に学述的な点からのみではなく、
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実際の問題を解決するためにもぜひ必要なことである。従って、この
ような観点から、ややもすれば一面的に進みやすい初学者に対し、広
汎な教育研究の全体を概観し、その基本的な原理を知って、教育の研
究に対する一般的な理解と展望とを与えることは教育原理の重要な役
割の一つである(64)。
　その内容は、「広汎な教育研究の全体を概観」して「基本的な原理を知」
るのであるから、「教育の目的や方法、行政、財政、管理、その他種々の面」
を扱うことになる。
　次に、第２の「分化した各領域に関連のある共通した基本的な概念や原
理、思想、方法(65)」の場合を見よう。これは、入門でもなく、集大成でも
ないと説明されている。
　どの問題からとりかかっても必ずつき当る一般的な、基本的な問題
の層のあることがわかるであろう。われわれは、このような層にぶつ
かったとき、ついに集合的、哲学的な考察を必要とする段階にいたる。
その辺のことがらをあつかうのが、教育原理の主要な目的の一つとな
るのである(66)。
　様々な教育問題を解決しようとする際に、共通基盤となっている問題を
考察するのが「教育原理」であるという。「哲学的な考察を必要とする」
と言うが、教育哲学とは別である。
　そして第３の教育哲学としての「教育原理」の説明を見よう。
　教育原理は、教育学の全体に対して、統一的、体系的に位置ずけを
行おうとする。････教育原理の終局的な任務は、教育学の全領域にわ
たって研究が活発に正しく行われるように方向ずけることである。（中
略）教育原理のもつべきこのような任務は、多くの場合、教育哲学の
名においてなされるであろう。従って、この意味においては、コース
としての教育原理は教育哲学と異なるものではない(67)。
　教育学全体を統一的・体系的に位置づけるものであるという。
　以上、第６期ＩＦＥＬ教育原理講座での「教育原理」の３つの類型を見
横浜市立大学論叢人文科学系列　2017 年度：Vol.69　No.1
148
た。研究集録の序は最後に、実際に行う「教育原理」の授業について、「ど
こに重点をおくかは、そのコースをうける者の実質とその担当せんとする
実際的任務とによってきめられるべきである」、「教育原理一般としては、
そのいずれをも何ほどか含んでおり、また、いずれをも欠くことはない」
と結んでいる(68)。
　ＩＦＥＬ第６期講習は、1951年３月に終了した。この年の８月、東京
大学教育学部の教員たちが執筆した『教育研究入門』という図書が出版さ
れた。この中で、ＩＦＥＬ第５・６期の教育原理講座の講師を務めた上村
福幸が、第１章「教育原理」の執筆を担当した。上村が「教育原理」をど
のようにとらえたのか、その内容を見よう。
　まず、日本で「教育原理」の名称が一般に用いられるようになったのは
戦後のことであるが、従来の教育学概論等と同じであると述べる。
　従前には教育学概論、教育学概説、教育学要綱、教育学原論、教育
大意等種々の名称によって呼ばれていたが、･･････こんにち教育原理
と称するものと別個のものではなく、ただ、時代的に新旧の形態の相
違がみられる位のものである(69)。
　また、米国でも「大体同様」で「はっきりした区分」はなく、Principles 
of Education, Introduction to Education, Outlines of Education, Fundamentals of 
Education など、総論・概説であり、しばしば　Philosophy of Educaition と
同様であると説明している(70)。
　そして、現在日本で用いられる３つのタイプをあげている。①教育研究
の入門ないし総論、②分化した各教育学の分野に共通する基本的な意義、
問題、概念、思想等、③教育哲学で(71)、先に見たＩＦＥＬの研究集録と同
様の説明をしている。
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第９期ＩＦＥＬの「教員養成カリキュラム」
　既述のように、ＩＦＥＬはＣＩＥの強力な指導の下に展開された。しか
し、占領終結後、アメリカ人講師の参加なしに第９期ＩＦＥＬが開催され
た。開設大学は、東京教育大学、東京工業大学、東京学芸大学、東京芸術
大学、お茶の水女子大学、広島大学の６大学である。開設講座は、教科教
育法、附属小・中等学校教育、小・中等学校管理、教員養成カリキュラム
で、期間は多くは６週間であったが、附属学校教育は３週間、教員養成カ
リキュラムは２週間であった(72)。
　「教員養成カリキュラム」は教員養成大学のカリキュラムを検討する講
習であった。「昭和27年度教育指導者講習実施要項」から抜粋しよう。
　教員養成学部の教育課程の組織、編成、教育内容等について研究し、
教員養成学部の教育課程の基準となるべきものを作成する(73)。
　このように、教員養成学部の教育課程の基準を作成するためのもので
あった。そこで、参加者について、「教員養成を主とする大学々部は必ず
１名を推薦すること(74)」とされたのである。
　会場の東京学芸大学に、全国から学芸大学･教育学部の教育学教員のほ
か、教科専門科目または一般教育担当の教員や大学職員も含め、41名が
参加した(75)。研究内容は、教員養成カリキュラムについて、一般教育、教
科専門科目、教職専門科目に関する検討のほか、単位履修の方法、カリキュ
ラムの運営などであった。研究集録を見ると、教職科目の構成を次のよう
に分類している(76)。
１．教育学（教育原理、教育技術、教育経営等）
２．教育心理学（教育心理、発達心理、指導技術等）
３．教科教育学
４．教育実習
　「教育原理」とともに教育技術、教育経営学が並記されている。「教職科
目組織案」は、領域ごとの教職科目名と単位数が示されている。教育学科
と教育心理学科の部分を抜き出すと、表３のようである(77)。
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表３　教職科目組織案
学科名 科目名 必修科目 単位数 選択必修科目 単位数 選択科目 単位数
教育学科
教育原理 教育原理 2
教育哲学 2
保育原理 1教育史 2
教育社会学 2
教育技術学
教育課程 2
指導 2 視聴覚教育 2
教育方法 2
教育経営学 教育法規 1
教育行政学 2
学校管理 2
教育財政学 1
学校建築 1
社会教育 1
学校衛生 1
図書館学 1
教育心理学科
教育心理学 教育心理学 2
教育評価 2
教育統計学 1
社会心理学 1
学習心理学 1
教科心理学 1
教育心理学実験 2
発達心理学
児童心理学 2 児童研究 1 幼児心理学 1
青年心理学 2 青年研究 1 幼児研究 1
指導技術学
性格心理学 2
臨床心理学 2
相談技術 2
精神検査 2
心理療法 2
精神衛生 2
職業指導 2
注：「教科教育学科」と「教育実習」は省略した。
出典：昭和27年度教育指導者講習会編『第９回教育指導者講習研究集録・教員養成カリ
キュラム』1952年、23ページより抜粋
　「教育原理」の科目とは別に、教育課程や教育方法が必修科目として置
かれている。また、教育社会学が「教育原理」の領域に含まれていること
が注目される。
　ほかに、教職科目の年次配当表が掲載されている。「教育原理」の履修
時期を見ると、２年課程の場合は１年前期である。４年課程の場合は２年
前期であるが、「教育原理」より前に履修する教職科目を見ると、１年次
後期に、小学校の場合は児童心理学（２単位）と幼児心理学（１単位）、
中学校では青年心理学（２単位）だけである(78)。選択必修科目として「教
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育哲学」があり、２年課程は２年次後期、４年課程は４年次後期に置かれ
ている。研究集録には、「教育原理」の内容についての説明はないが、「教
育原理」は教育教育学の入門的科目として位置づけられたことがわかる。
第３章　初期の「教育原理」教科書
　1949年４月に新制大学が発足し、５月に免許法、11月に同法施行規則
が制定されて、大学生が新しい教職科目を学ぶこととなった。また、現職
教員が新しい免許状に切りかえたり上級免許状を取得するための現職教育
も始まる。そのための教科書が「教育原理」の実際の内容に影響する。そ
こで、「教育原理」の教科書を検討することにしよう。
　戦後いち早く出版された『教育原理』と題する図書として、以下をあげ
ることができる。
東京教育大学内教育学研究室編『教育原理』教育大学講座第1巻、金
子書房、1950年5月
石山脩平編『教育原理』教職教養シリーズ第１巻、誠文堂新光社、
1950年8月
海後宗臣著『教育原理』朝倉書店、1950年11月
文部省『初等教育の原理』（日本教育大学協会選定、文部省認定通信
教育）東洋館、1951年6月
日本教育大学協会編『中等教育原理』（文部省認定通信教育）日本教
育大学協会、1951年6月
日本教育大学協会編『教育原理』（文部省認定通信教育）日本大学教
育学会、1951年9月
　これらの図書は、「教育原理」をどのようにとらえていたのであろうか。
内容としていかなる事項をとり上げていたのであろうか。以下に見ていく
ことにする。
　東京教育大学内教育学研究室編の『教育原理』の構成と著者は以下の通
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りである。
教育原論 山極真衛
現代教育の基調   山田　栄
社会的人間形成としての教育 大浦　猛
教師論 石　三次郎
　序において、編集責任者の山極真衛が次のように、同書の内容は「教育
原理」ではないと述べている。
　本書は、「教育大学講座」の第１巻として、教育の一般的意味を明
らかし、教育学の全体の問題を概観する「序説的」な役割を以て書か
れたものである。それ故に科学的、理論的の意味でいかめしく「教育
原理」とか、「教育原論」と呼ぶにふさわしいものではない(79)。
　ここでイメージしている「教育原理」は、教育学全体を体系的に論じる
ものである。当時の一般の読者が「教育原理」と聞けば、まさにこのよう
なものとしてとらえるであろう。しかし、本稿でみてきたように、「教育
原理」は一義的ではなく、序説や入門も「教育原理」となり得た。この本
は教育学入門としての「教育原理」と位置づけることが可能である。
　石山脩平編『教育原理』は、「序」の冒頭に以下のように記している。
　教職教養課程の１科目としての教育原理は教育の全分野についての
見透しをつけ、さらに個々の分野について深い研究を進めてゆくため
の導入の役割をはたすことを目的としている。したがってそれは新し
い教育の哲学的な考察に始まり、具体的な学校運営の方法に及ぶ広汎
な内容を含んでいる(80)。
　「教職教養課程の１科目としての教育原理」とあるので、教員免許状取
得のための「教育原理」の教科書として書かれたことが明らかである。そ
の内容として、教育哲学から学校運営までの「教育の全分野」を視野に入
れる旨が書かれている。章立てと執筆者は次の通りである。
第１章　教育の本質 石山脩平
第２章　制度 安藤堯雄
153
高橋　教職科目「教育原理」誕生の研究―占領下の教職カリキュラム改革―
第３章　課程             海後勝雄
第４章　学習指導            梅根　悟
第５章　生活指導－ガイダンス       井坂行男
第６章　評価－エバリュエーション 小見山栄一
第７章　学校の運営と管理                安藤堯雄
　次に、海後宗臣著『教育原理』を見よう。「序」において、まず従来の「教
育学」「教育概論」は哲学的な思想体系であったと述べる。
　従来の教育学或は教育概論という著作や講義は、････教育の原理な
るものを説いてきた。しかしその大部分は思索的教育学の学風を継い
だものであって、日々の教育実践とは相当にかけ離れた基本理論で組
み立てられていた。それらの内容は教育哲学に属することが多く、教
育についての体系ある思想として綿密につくり上げられているもので
はある(81)。
　しかし、教育実践上の問題解決に役立たないものであったと批判する。
　しかしながらこれでは刻下の複雑な教育実践上の問題に答える方途
を示す原理とはなり得ない(82)。　
　教育の現実に基礎を置き、教育実践を決定している原理を樹立すること
よって、日本の教育・教育学を進展させることができると述べている。
　われわれは今日、教育実践を決定している原理を、自からのものと
して組み立て、それを基として困難の中にある日本の教育を進展させ
ようとする。（中略）教育の現実に基礎をおき、然かも一貫した体系
を備え、歴史的社会的背景をもって立論し、今日の教育を進展させる
原理を樹立することこそ今日正しく要望せられている。（中略）私は
我が国における教育科学研究の進歩に寄与し、教育実践の基礎を築く
ためにこの著作を公にした(83)。
　この『教育原理』も教職必修科目の「教育原理」用に作成されたことは、
海後宗臣著『教育学五十年』の中で、この本について「教員養成の学校な
どにおいて、教育原理という新しい科目の講義がなされる際の参考にもと
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考えて著作した(84)」と書いてあることから明らかである。
　章立ては以下の通りである。　
１　生活における教育機能
２　教育の歴史社会性
３　教育の科学的研究
４　教育の基本構造
５　教育の場面と制度
６　教育目標と人間像
７　教育における人間交渉
８　教育内容の編成
９　学習方法の進展
10　生活指導の体制
　教育内容、学習方法、生活指導以外の分野についても多くの章が置かれ
ている。
　さて、次に文部省『初等教育の原理』を見よう。奥付を見ると、発行者
は東洋館出版社、刊行日は1951年６月25日付、価格150円となっている。
この図書は、日本教育大学協会によって文部省認定通信教育のテキストと
して採択された。そこで、内容と刊行年月日は全く同じであるが、表紙に
「日本教育大学協会選定」「文部省認定通信教育」、背表紙には「通信教育
テキスト」と記載、装丁が簡易化され、「非売品」と記された図書が存在
する。幼稚園・小学校教諭の免許状取得のために必要な４単位分に対応す
るテキストとして作られたのである(85)。
　執筆者は青木誠四郎を中心として、大学教員、小学校教員、文部省職員、
国立教育研究所員の計20名にのぼっている。本文318ページで、章立ては
次のようである。
第１章　新しい時代と教師
第２章　これまでの小学校の教育
第３章　教育は社会の改善にどのような役割をもっているか
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第４章　新教育の基本原理
第５章　教育の心理的基礎
第６章　教育課程研究の動向
第７章　学習指導法
第８章　学級運営の効果をあげるにはどうしたらよいか
第９章　ガイダンス＝プログラムの内容
第10章　評価は教育計画の改善にどのように役だつか
第11章　学校内において、民主的協力はどのようにして実現されたら
よいか
第12章　教育法規と教育財政　
　第１～４章で、従来の教育からの転換について述べている。その後は、
教育心理、教育課程、教育方法、学級運営、ガイダンス、教育評価等の内
容が並んでいる。教育心理学の内容が入っている点が、さきに見た石山や
海後の『教育原理』とは異なる。
　「まえがき」で、この本の目的を述べている。
　本書においては、小学校の教育の原理を明らかにし、教師が一般的
な教職的知識を獲得し、それを向上させることを援助しようとする目
的をもって書かれたものである(86)。
　一般的な教職的知識の獲得と向上への援助を目的としている｡ 章立てを
見ても、そのことは明らかである。そして、この書物が教職必修科目の「教
育原理」の教科書であることが説明されている。
　この書物のじゅうぶんな研究は、同時に教師が教師としての資格を
うるための単位の獲得にも役だつであろう。新しく制定された教員免
許法によれば、小学校教師は、初等教育の原理についての単位（４単
位）を必要とする。この単位は、教育課程、学習指導法、ガイダンス
を含むことになっている。したがって、本書においては、これらの領
域について、かなり詳しく述べてある(87)。
　小学校教諭の免許状取得のためには、初等教育の原理を４単位取得しな
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ければならない。同書は、「まえがき」で、初等教育の原理には、教育課程、
学習指導法、ガイダンスを含むことなっているので詳しく述べてあるが、
それらの題目以外の章も、これらの領域の研究に寄与すると説明している
(88)。さらに、同書末尾の「本書の要約」の冒頭には、「本書に述べたとこ
ろは、およそ初等教育者として心得ておくのがよいと考えられるあらゆる
方面にわたっている(89)」と書いてある。
　次に、日本教育大学協会編『中等教育原理』を見よう。「まえがき」で、
教職員通信教育用に中等学校の免許状取得に必要な「教育原理」３単位に
相当する内容をもりこんだものであると記されている。執筆者は12名で、
大学教員８名、国立教育研究所職員２名、文部省職員２名で、『初等教育
の原理』の執筆も兼ねているのは、東京教育大学の小見山栄一だけである
(90)。章だては以下のようである。
第１章 中等教育の原理
第２章 中等教育制度
第３章 中等学校の生徒の特質
第４章　 中等学校教育課程の概要
第５章　 市民及び家庭人への教育
第６章　 中等学校における職業指導
第７章　 中等学校における保健計画
第８章　 中等学校における特別教育活動の運営
第９章　 中等学校における生徒指導
第10章  中等学校の学習指導
第11章  中等学校の組織と管理
第12章 中等学校の施設
第13章  学校図書館及びその他の学習資料給源
第14章  学校と地域社会
第15章 中等学校の教育評価
　教育課程、教育方法、指導のほかにも、「市民及び家庭人への教育」、保
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健計画、学校施設、学校図書館、学校と地域社会など、様々の内容がもり
込まれている。ただし、『初等教育の原理』の目次にあった教育心理学は
ないことが注目される。
　第１章が「中等教育の原理」となっている。この章の中で「中等教育原
理」の目的を説明している。
　「中等教育原理」は、一つの統一ある新しい学校制度の中で、中等
学校がその果すべき機能を十分に果すために研究し、改善し、改革し
てゆかなければならない諸問題を明かにし、その研究のいとぐちをつ
け、改善、改革への意欲を培うことを目的としている(91)。  
　中等学校教育に関する諸問題を明らかにし、研究の端緒を見つけること
だと述べている。そして、「個々の問題についての一層立ち入った研究は
すべて他の専門的な科目で行われるはずである。」と続けている。つまり、
本書「中等教育原理」は入門科目である。
　この科目での課題は新しい中等学校の使命を明かにし、それを実現
するために解決すべき諸問題を大観し、その研究のいとぐちをつける
ことに止まる(92)。
　この後、新しい中等学校が従来と大きく異なることを力説している。
　ほかに、日本教育大学協会が編集発行した『教育原理』という通信教育
テキストもある。「教育原理」２単位に相当する内容で、本文150ページ
で『初等教育の原理』や『中等教育原理』より少ない。章立ては、『初等
教育の原理』や『中等教育原理』と同様、教育の広い領域をカバーしてい
る。
序説　教育原理の意義
第１章　教育の社会的基礎
第２章　教育の心理的基礎
第３章　学校と社会
第４章　教育目的
第５章　教育課程
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第６章　教育方法
第７章　教育評価
第８章　教育行政
　本書は序説で、「教育原理」が教育哲学や教育学概論とは異なると述べ
ている。教育哲学に対しては、「教育哲学という場合に、それをただ観想
的に考えたり、あるいは形而上学的にあつかおうとすることが多い(93)」と
批判し、「教育原理」はそれと異なって、実践的科学的であると説明する。
　教育原理という場合には、問題のとりあつかい方をより実践的に、
またより科学的にすることが意図され、古い歴史的な哲学としての教
育学から、とくに20世紀になって発達した科学としての教育学に移
ろうとする動機が見られるのである(94)。　
　教育学概論に対しては、「その内容が余りにもばく然としている」と批
判し、「教育原理という方が研究の焦点、つまりその内容や方法もはっき
りしており、実践に対しても実り多いように思われるのである(95)」と書い
ている。
　以上のように説明するのであるが、結局はあいまいである。
　コースとしての教育原理には、その概論的、入門的な意味も含まれ
ているし、ある意味での教育哲学に移行すべき契機もあることは認め
なければならない(96)。
　「教育原理」は、概論的、入門的であり、教育哲学的でもあるというの
である(97)。
　以上に見てきたように、戦後初期に出版された「教育原理」と際する図
書を見ると、東京教育大学内教育学研究室編の『教育原理』の内容は教育
学入門である。石山脩平編や海後宗臣著の『教育原理』そして通信教育の
「教育原理」のテキスト３冊の計５冊とも、「教育原理」についての説明が
共通している。第１に、従来の教育哲学ではないことである。これまでの
教育哲学を観念的だと批判している。第２に、教師となる上で必要な教育
学の広い領域を対象に据えていることである。第３に、実践との関わりを
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視野において作成されたという説明がなされている点である。
おわりに
（1）「教育原理」の内容と性格
　ＣＩＥの教師教育改革の力点は、教職科目の拡充であった。そのために、
1946年夏から師範学校のカリキュラム改革に着手した。木下一雄が校長
を務める東京第一師範学校師範学校がモデル校となり、アメリカのティー
チャースカレッジの教職カリキュラムを参考に、東京第一師範学校案を作
成した。「教育原理」はここに登場する。英語はPrinciples of Education で
あるから、あえて訳せば「教育の諸原理」である。ここでは「教育原理」
は最終学年に置かれ、教育の実際をふまえたうえで、教育の理論について
演習形式で討議する科目として想定されたのであった。翌年夏に全国の師
範学校教員や大学の教育学教員を集めて、教員養成のための研究集会が開
催された。ここでの「教育原理」の内容は教育目的の検討であった。
　1949年秋からの第２期ＩＦＥＬにおいて東京学芸大学で開催された教
育学部教授講習では、「教育原理」の３類型が説明される。第１は、１・
２年生向けの教育学入門、第２は３・４年生対象で、教育実習と並行して、
実習で直面する諸問題に共通する一般原理を学ぶ科目である。それは、教
育の意義、教育の理想・目的・目標、自発性・個性・社会性・自由・統合
という教育の原理、人間とは何かなどの単元で構成されるという。第３は
教育哲学で、４年生向けである。第３期ＩＦＥＬで東北大学を会場に行わ
れた教育学部教授講習では、「教育原理」は科目ではなく、領域として置
かれた。そして、それは教育入門、ガイダンス、教育課程・方法の科目に
よって構成された。同じ第３期に九州大学で開かれた教育学部教授講習で
は、「教育原理」を１年次の履修科目とした。先に見た東京第一師範学校
のカリキュラム案では最終学年の科目であったが、それとは逆である。
　1949年４月に新制大学が発足、その後免許法と施行規則が制定された。
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1950年度以降のＩＦＥＬは、新制大学で教職科目を担当する教員の育成
が中心となり、それまでの「教育長等講習」から「教育指導者講習会」に
改称した。1950年度の第５・６期講習では、とくに「教育原理」を研究
する講座が置かれた。ここでの研究対象は、教育の本質のほか、教育の歴
史的･心理的･社会的基礎、教師の地位、教育の目的・内容・方法、学校行
政、家庭教育、社会教育、特殊教育と、教育全般に及んだ。ほかに、研究
した教育課題も、６・３制、学力、職業教育、道徳教育、教師論というよ
うに、分野や研究方法には限定されていない。ＩＦＥＬの他の講座でとり
あげてもおかしくない問題である。このように、ここでの「教育原理」に
は特定の対象領域も方法も見られないのである。
　このＩＦＥＬ教育原理講座の研究集録でも、「教育原理」について３つ
の類型があると記述した。すなわち、①教育研究の入門ないし総論、②分
化した各教育学の分野に共通する基本的な概念、原理、思想等、③教育哲
学である。教育原理講座の日本人講師を務めた上村福幸は、その翌年に出
版の『教育研究入門』の中で、この分類を踏襲して説明している。
　1949年11月制定の免許法施行規則は、教職必修科目として「教育原理（教
育課程、教育方法及び指導を含む。）」をあげた。括弧書きにより、「教育
原理」の内容として教育課程、教育方法と指導を含めることになった（第
５･ ６条）。そして、教職選択科目の例示の中に「教育哲学」があげられ
たので、「教育原理」は明確に教育哲学とは別の科目となったのである(98)。
　1950年以降、「教育原理」と題するテキストの刊行が始まる。教職科目
の「教育原理」の教科書用に出版する以上、教育課程、教育方法そして指
導（ガイダンス）を含める必要があった。1951年までに刊行された図書
を見ると、いずれも広く教育学をカバーしており、教育学概説というべき
内容になっている(99)。占領終結後に行われた第９期ＩＦＥＬの「教員養成
カリキュラム」の講座は、教員養成学部における教職教育の基準を作成し
ようとしたものであった。ここで「教育原理」は、教職科目の中で初期の
段階に学ぶ科目として位置づけられた。すなわち、教育学入門である。以
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上のようにして、「教育原理」は同一名称のままで、教員養成大学では教
育学の入門科目とし、一般大学では教育学の概説科目として位置づけるこ
とができる科目となった(100)。 
（2）占領期の教職教育カリキュラム改革研究
　さて、教員養成のための研究集会、東京学芸大学での教育学部教授講習
の報告書や海後宗臣著『教育原理』など、本稿で検討した文書・資料の中
に、従来の教育学に対する批判がしばしば登場した。それは、ドイツの影
響が強く、観念的・体系的であっても実践的でなかったとの批判である。
しかし、従来の教育学の問題は、他になかったのであろうか。
　1937年以降の師範学校教育科の教育内容は、国体明徴運動以降の国体・
日本精神と皇国史観、超国家主義、軍国主義にもとづくものとなっていっ
た(101)。1943年に師範学校は専門学校レベルへ昇格したが、にもかかわらず、
師範学校の教科書は国定制になった。師範学校教育の内容は、以前にもま
して西欧近代思想の個人主義や合理主義を排除し、神話に基づく国体観念
を中心としたものになった。このような時代に、超国家主義の教育理論、
皇国史観に基づく教育学・教育論、あるいは国体を過度に強調する教育理
論が唱えられた。しかし本稿で検討した文献･資料には、これらに対する
批判が全くみられないのである。
　敗戦後は、軍国主義、超国家主義、大東亜共栄圏思想などは否定される。
学校教育はもちろん社会教育も含めて教育全般が民主主義に基づく教育に
転換する。公職追放で軍国主義に加担した政治家などが職を追われただけ
でなく、教員に対しても教職追放が行われた。ただし、それは杜撰で不十
分であったとの指摘も少なくない。
　1962年刊行の柳久雄・川合章編『現代日本の教育思想・戦前編』は、
満州事変から敗戦までの教育学者の思想を時代を追って検討している。同
書は「官制国粋主義教育」の論者のひとりとして玖村敏雄をあげて「日本
的教育学のイデオローグ」と位置づけ、「結局のところ、････天皇制ファ
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シズムへの服従をとき、････侵略戦争を倫理的に基礎づけ、それへの教育
に力を貸したことは、いなめないだろう」と述べている(102)。木下一雄、
海後宗臣、石山脩平などについては、「それぞれ日本的教育学の理論化に
つとめた。その理論は、ナチズム的民族教育学の主張から、大東亜共栄圏
の構想に照応した興亜教育学へと飛躍していった(103)」と論じている。
　五十嵐顕は1976年、戦前の教育に対する批判として、戦前の実践に対
する教育者としての教師の自己批判、教育刷新委員会における戦前の教育
政策に対する批判などがあげられるとした。しかし、それらに比べると、「戦
前の教育学にたいする批判はどうであったか。それははなはだしく微弱
だったと私はおもう。」と書いている。そして、それは「残された研究課
題である」と述べている(104)。
　長浜功は『教育の戦争責任』を1984年に出版した。そこでは、戦後活
躍した教育学者で、戦時下に「侵略戦争を肯定し、協力するような論文」
を書き「戦後においても教育界で活躍した人たち(105)」の戦前戦中の教育
論をとりあげてきびしく批判した。石山脩平、海後宗臣ほか、梅根悟、長
田新、海後勝雄、倉沢剛、宮原誠一、宗像誠也、矢川徳光など15名である。
　本稿に登場した石山脩平、玖村敏雄、木下一雄、海後宗臣は、戦後の教
員養成改革や教職教育・教育学の変革に大きな役割を果たした人々である。
彼らは、戦前戦中に国体･日本精神論に基づく教育論を展開し、さらには天
皇の下に東アジア地域を支配下に置くための教育の推進を主張じていた(106)。
既述のように、戦後教員養成改革に関する定評ある研究書である『教員養
成』は、考察の対象の中心を教員養成制
・ ・
度とし、教員養成カリキュラムに
ついては免許制度の問題にとどまり、内容には踏み込んでいない。戦前の
教員養成の欠陥について師範学校という制
・ ・
度に原因があるとしている。
誤った制度により教員養成教育がゆがめられたという論理構成をとってい
て、教育内容がどのように間違っていたかが論じられていない。
　『教員養成』は、1971年に刊行された。海後宗臣が監修者と編者を兼ね
ている。第１章の第１～３節は海後が執筆し、それ以外は、寺崎昌男、山
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田昇、林三平が執筆している。３人とも、東京大学で海後宗臣の指導を受
けた研究者たちである。戦前の教育学の中味に立ち入らず、したがって批
判や反省がないことは、この図書の執筆陣の構成と無関係ではないだろう。
ただし、1971年は、敗戦から26年後である。敗戦前に教員養成に携わっ
たり、大学で教育学を講じていた人々は50代・60代で、大学や学会にお
いて活躍中の者が少なくなかった。上述のような論理構成は、これらの教
育学者にとって自己批判を回避するために好都合であったと考えられる。
［注］
(1) 海後宗臣編『教員養成』戦後日本の教育改革８、東京大学出版会、1971年。
(2) 学問の内容に対する反省はなく、師範学校という教員養成制度に欠陥があり、
それを改めれば教育内容が改善されるというニュアンスである。
(3) 前掲『教員養成』561ページ。
(4) 入江信三良「教職課程に於ける『教育原理』の性格について」『研究論集』
第１部第８号、宇都宮大学学芸学部、1959年２月、115 ～ 120ページ。
(5) 間瀬正次「第８章戦後における『教育原理』の導入過程とその内容構成」牧
昌見編著『教育原理の研究』ぎょうせい、1992年、459 ～ 478ページ。
(6) 拙稿「教員養成・資格に関する教育刷新委員会の建議への文部省とＣＩＥの
対応－占領下における『教員養成制度刷新要綱案』作成経緯の検討」『横浜
市立大学論叢・人文科学系列』第63巻第２号、2012年。
(7) 拙編著『占領期教育指導者講習基本資料集成』（全３巻、すずさわ書店、
1999年）は、ＩＦＥＬの基本資料を収め、全体を解説したものである。
(8) 本稿第２章中の「第５・６期ＩＦＥＬの『教育原理』講座」は、拙稿「教育
原理　解題」（『占領期教育指導者講習研究集録　教育原理・教育心理』（復刻）
すずさわ書店）2001年２月、31 ～ 36ページ（ＤＶＤ版『占領期教育指導者
講習研究集録 昭和25年度』、すずさわ書店、2017に再録）に加筆・修正した。
(9) 拙稿「ＣＩＥの会議報告書からみた占領初期における教師教育改革」『戦後
教育史研究』第25号、明星大学戦後教育史研究センター、2010年12月、４
～７ページ、12 ～ 13ページ。
(10) 橋本美保「占領期における師範学校のカリキュラム改革－『大学に於ける教
育学科のカリキュラム』の編成過程を中心に－」『日本の教育史学』第46集、
教育史学会、2003年。この論稿は、ＣＩＥ文書を用いた緻密な実証研究であ
り、それまでの日本語文献による誤った研究を改める内容となっている。
(11) この時点ではカーレーは来日していなかった。カーレーの来日はこの年の11
月である。
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(12) 前掲「占領下に於ける師範学校のカリキュラム改革」133 ～ 135ページ。
(13) 『大学に於ける教育学科のカリキュラム－東京第一師範学校案』1946.12.30。
(14) 文部省学校教育局師範教育課長より師範学校長あて「学科課程案の研究につ
いて」1947年１月18日『近代日本教育制度史料』第24巻、517ページ。
(15) 前掲「占領下に於ける師範学校のカリキュラム改革」、135ページ。
(16) 和訳を「各教科の心理」とした点は、『大学に於ける教育学科のカリキュラム』
18ページ参照。
(17) 前掲『大学に於ける教育学科のカリキュラム』22ページ。
(18) 師範学校の「教育科教育」では、第１学年で「教育ノ史的発達」を毎週２時
間学ぶことと定められた（『師範学校教科教授及修練指導要目』1943年４月
１日、49ページ）。
(19) 前掲『大学に於ける教育学科のカリキュラム』22ページ。
(20) 文部省『師範教育』巻１上、1943年、同巻１下、1944年。例えば、『師範教育』
巻１上の第２章第１節「肇国精神と教育」の冒頭は次のようである。「わが
国は万世一系の天皇、皇祖の新勅を奉じて無窮にこれを統治し給ふ。これ、
わが万古不易にして世界無比なる国体の大本である。」（文部省『師範教育』
巻１上、14ページ）。そして、この節の末尾で次のように述べている。「わが
国教育の史的展開は、われら臣民が、御教化・御撫育の大御心を奉戴して、
神恩・皇恩に応え奉り、それぞれの時代における教育の使命を果し、以て皇
運を扶翼し、皇基を振起し奉つたところに、その精神が存するのである。」（同
前、18ページ）。
(21) 拙稿「昭和戦前戦中期における師範学校の教職カリキュラム」『横浜市立大
学論叢　社会科学系列』第69巻第1号、2018年１月。
(22) 前掲『大学に於ける教育学科のカリキュラム』22ページ。
(23) 同前。なお、ここで　Principles of Modern Education と、Modernが付け加わっ
ているのであるが、この点について特に説明はない。
(24) Verna A.Carley, Report of Conference, 27 January, 1,6,23 May 1947, CIE Records, 
Box no.5134(3), 5153(1)(2)など。CIE Records は、国立国会図書館憲政資料室
所蔵のマイクロフィッシュを用いた。Box no.の後の括弧内の数字はFolder 番
号である。
(25) 学校教育局長より大学長宛「教師養成のための研究集会について」1942年6
月17日、『近代日本教育制度史料』第25巻、128ページ。
(26) 『教員養成のための研究集会記録［二］』45ページ（前掲『占領期教育指導者
講習基本資料集成』第１巻所収）。
(27) 同前、45 ～ 54ページ。
(28) 同前、102ページ。
(29) ＩＦＥＬの全体像については拙稿「解説・ＩＦＥＬと本書収録資料について」
（前掲『占領期教育指導者講習基本資料集成』第１巻、９～ 40ページ）を参
照いただきたい。
(30) 大学教育学部教授第２次長期講習会報告書『民主日本における教育指導者の
養成』（前掲『占領期教育指導者講習基本資料集成』第２巻所収）。
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(31) 同前、16 ～ 20ページ（前掲『占領期教育指導者講習基本資料集成』第１巻
所収）。
(32) 同前、16ページ。
(33) 同前、106ページ。
(34) 同前。
(35) 同前。
(36) 同前。
(37) 同前、108 ～ 109ページ。
(38) 同前、108ページ。
(39) 同前、107ページ。
(40) 同前、110ページ。
(41) 玖村敏雄「あの頃の回想－教員養成を中心として」大阪学芸大学教育研究所
編『おおさか教育』、1959年６月、35ページ。
(42) 『第３回教育長等講習研究要録於東北大学』301ページ（国立教育政策研究所
所蔵『戦後教育資料』Ⅺ－15）。
(43) 『第３回教育長等講習会研究報告』第１輯（教育長・教育学部教授）福岡会場、
1949年、324 ～ 325ページ。
(44) 首藤貞美編『新しい教師の技術－現職教育の指標』理想社、1950年。
(45) 玖村敏雄編著『教育職員免許法施行規則同法施行法施行規則解説』（学芸図書、
1949年）12ページ。
(46) 玖村敏雄「教育職員免許法の施行規則について」（『文部時報』1950年１月号）
52ページ
(47) 文部事務次官より大学長・都道府県教育委員会・知事宛「教育指導者講習実
施について」1950年8月17日『近代日本教育制度史料』第25巻、222ページ。
(48) 詳しくは、前掲「解説･ＩＦＥＬと本書収録資料について」22 ～ 23ページ。
(49) 昭和25年度教育指導者講習会編『教育指導者講習研究集録』各巻の序文。な
お、昭和25年度教育指導者講習の全25科の研究集録は、『ＤＶＤ版占領期教
育指導者講習研究集録』（すずさわ書店、2017年）に収録されている（ほか
にＰＤＦのＤＶＤ版が2017年に同書店から刊行されている）。
(50) 同前。
(51) 大学学術局長より大学長等宛「昭和25年度教育指導者講習研究集録寄贈につ
いて」1951年５月９日（東北大学所蔵ＩＦＥＬ文書綴『教育指導者講習自昭
25至昭28その１』所収、拙稿「第５・６期教育指導者講習研究集録解題」26
ページ、前掲『ＤＶＤ版占領期教育指導者講習研究集録』所収）
(52) 大学学術局長より大学長・都道府県教育委員会・知事宛「教育指導者講習
(IFEL)第２期開講について」1950年11月17日（前掲『近代日本教育制度史料』
第25巻、227ペ ー ジ ）、The Institute for Educational Leadership, Fifth and Sixth 
Sessions, 1950-51,p.22,（前掲『占領期教育指導者講習基本資料集成』第２巻、
すずさわ書店、1999年、所収）。
(53) 同前、227ページ。
(54) 昭和25年度教育指導者講習会編『第６回教育指導者講習研究集録・教育原理』
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343 ～ 344ページ、『昭和25年度教育指導者講習修了者名簿』（前掲『占領期
教育指導者講習基本資料集成』第Ⅲ巻所収）６～７、44 ～ 45ページより集計。
(55) Bi-Weekly Report of IFEL Activities, 9-21 October 1950, p9, CIE Records, Box 
no.5610(16).
(56) The New York Times, April 20, 1955.
(57) Richard B. Ballou, The Individual and the State: The Modern Challenge to 
Education, The Beacon Press, 1953.
(58) 前掲『第６回教育指導者講習研究集録・教育原理』バルーのはしがき.
(59) Bi-Weekly Report of IFEL Activities, 5-16 March 1951, p.7,  CIE Records, Box 
no.5611(5).
(60) Final Report of IFEL VIth session, (8 January -31 March 1951), p.17, CIE Records, 
Box no.5611(7), Bi-Weekly Report of IFEL Activities, 5 -16 February, CIE Records, 
Box no.5611 (3)
(61) 免許法括弧書き中の「指導」は、当時「ガイダンス」とも呼ばれた。これは
本研究集録中に独立した章とはなっていない。                                      
(62) 前掲『第６回教育指導者講習研究集録･教育原理』323ページ。
(63) 同前、序３～４ページ。
(64) 同前。
(65) 同前、序４ページ。
(66) 同前。
(67) 同前。
(68) 同前、序５ページ。
(69) 東京大学教育学部研究室編『教育研究入門』学芸図書、1951年３ページ。
(70) 同前、３、11ページ。
(71) 同前、４～５ページ。
(72) 「昭和27年度教育指導者講習実施要項」（『昭和27年度教育指導者講習修了者
名簿（第９回）』文部省）３～５ページ。（この名簿は、前掲『占領期教育指
導者講習基本資料集成』第Ⅲ巻所収）。
(73) 同前、３ページ。
(74) 同前、６ページ。
(75) 昭和27年度教育指導者講習会編『第９回教育指導者講習研究集録・教員養成
カリキュラム』1952年、3、54 ～ 55ページ。
(76) 同前、19ページ。
(77) 同前、23ページ。
(78) 同前、24ページ。
(79) 東京教育大学内教育学研究室編『教育原理』教育大学講座第1巻、金子書房
1950年、序１ページ
(80) 石山脩平編『教育原理』教職教養シリーズ第１巻、誠文堂新光社、1950年8月、
序１ページ。
(81) 海後宗臣『教育原理』朝倉書店、1950年11月、序２ページ。
(82) 同前。
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(83) 同前、序３～４ページ。
(84) 海後宗臣『教育学五十年』評論社、1971年、249ページ。
(85) 文部省『初等教育の原理』（日本教育大学協会選定、文部省認定通信教育）
東洋館、1951年、まえがき３ページ。
(86) 同前、まえがき２ページ。
(87) 同前、まえがき３ページ。
(88) 同前。
(89) 同前、299ページ。
(90) 小見山栄一は、それ以前は文部省教科書局の職員であった。
(91) 日本教育大学協会編『中等教育原理』（文部省認定通信教育）日本教育大学
協会、1951年、４ページ。
(92) 同前。
(93) 日本教育大学協会編『教育原理』（文部省認定通信教育）日本大学教育学会、
1951年、８ページ。
(94) 同前。
(95) 同前。
(96) 同前。
(97) なお、通信教育テキストの『初等教育の原理』『中等教育原理』『教育原理』
の内容にそくして『初等教育の原理研究手引』『中等教育原理研究手引』『教
育原理研究手引』という冊子が、日本教育大学協会から刊行されている。『研
究手引』は、自習や職場での共同研究、そして通信教育のレポート作成や終
末考査に向けて、研究課題、研究の目標・研究方法のほか、「自習問題」「討
議のための問題」「研究作業」「報告問題」などを掲載した冊子である。
(98) ＣＩＥの会議報告を見る限り、1948年６月までの段階では、教員免許制度構
想の中に、「教育原理」が教育課程や指導を含むとする構想は見られない（拙
稿「ＣＩＥ教師教育担当官カーレーの会議報告から見た占領下の教師教育・
教員免許制度改革」『横浜市立大学論叢・人文科学系列』第67巻第2･3号、
2016年3月）。
(99) したがって、「教育原理」の授業では、「教育原理」という題名ではなくても、
「教育学概説」「教育学概論」などの図書を教科書として使用することが可能
であった。
(100) なお、1954年の教育職員免許法と施行規則の大改正で、教職必修科目として
の教育原理の括弧書きが消えた（第６条）。1949年制定時の施行規則に定め
られた「教育原理（教育課程、教育方法及び指導を含む）」の括弧が削除さ
れたのである。その事情と影響については今後の課題としたい。
(101) 国体明徴運動以降における師範学校教育科の教育内容について、詳しくは前
掲「昭和戦前戦中期における師範学校の教職カリキュラム」を参照いただき
たい。
(102) 柳久雄・川合章編『現代日本の教育思想・戦前編』黎明書房、1962年、107、
127、138ページ、この節の執筆者は滝原俊彦である。
(103) 同前、108ページ。
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(104) 五十嵐顕「戦後日本の教育学」城戸幡太郎先生80歳祝賀記念論文集刊行委員
会編『日本の教育科学』日本文化科学社、1976年、７ページ。
(105) 長浜功『教育の戦争責任』明石書店、1984年、70ページ。
(106) 石山脩平は1937年に『教育学要義』を著している。序説「日本教育の根本使
命と教育学の任務」の中で、日本の教育学について「国体の精華」等に応じ
て「忠良有為」なる国民育成のためのものであると述べている。
　日本の教育学は、教育一般の理論をば、わが国体の精華と国民性の特
質と日進の世運とに応じて、具体化し生動化し、以て忠良有為なる国民
を養成し得べき信念と知識とを与へることを任務とするものである。（石
山脩平『教育学要義』三省堂、1937年、１～２ページ。）
　教育の目的を説明する第２章の中には、「日本国民の陶冶理想」が５点あ
げられている。第１と第２から引用しよう。第１は皇統に基づく国体観念に
よって鞏固な国民の団結作り上げることであるという。
　日本の教育は、万世一系の皇統を絶対不動の中心とする国体観念を、
全国民に対して確乎不抜に培はねばならぬ。････日本の国体はまことに
万邦無比である。この国体観念を明確にし、これを中核として日本国民
の団結統制を永遠に鞏固ならしめることは、我が国民教育最高の目標で
ある。（同前、44ページ。）
　第２は、皇室を中心とする全体国家へ奉仕するよう陶冶することである。
　絶対不動の皇統を中心とする国民の活動は、同時に全体国家への奉仕
であり、忠君は同時に愛国である。(中略)国民のすべてが私利私欲を去
り党派や階級の利己心を棄てて、国家全体のために活動するやうに陶冶
せられることは、それ故にまた日本教育の重要な理想である。（同前、
44 ～ 45ページ。）
　次に、玖村敏雄が日中戦争後の1939年に雑誌に書いた「興亜推進力の陶冶」
を見よう。八紘一宇の「理想」によって、天皇の威光を東洋の異民族に及ぼ
すのであるという。
　わが国の古典に八紘一宇の理想があり、太陽に象徴せらるゝ御稜威の
発現が予言せられてゐることを思はねばならぬ。(中略）皇化に浴せし
むることにより西洋の拘束から東洋を開放し、東洋人自らの生を得しめ
ようとするのである。それは３千年来わが国民が浴し来った皇恩の東洋
全体への光被である。(中略)厳然たる精神界の因果律ともいふべき趣を
以てわが皇室の御徳が異国家異民族まで或る形に於て及ぶのである。（玖
村敏雄「興亜推進力の陶冶－新国民教育の眼目－」『学校教育』1939年9
月号、学校教育研究会、58ページ。）
　このような時代の要請にこたえるためには、次のように、国民の一切の行
動が「君恩を負うていることを牢記」させせねばならぬと、述べる。
　興亜の推進力となるべき国民を養成しようとするならば、何よりも国
民をして先づこの大事業が君徳の顕現なるべきを理解せしめ、凡そわが
国民の一切の行動が常に君徳を負うてゐることを牢記せしめねばなら
ぬ。これ即ち臣民道の自覚であって、その徹底がわが国に於ては万古に
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不易なる教育の大道である。（同前、59ページ。）
　木下一雄については、1942年に錬成について書いた文章から引用しよう。
　我等の全生命が国家全体の目的から日本民族の歴史的使命達成のため
の高度の実践的教育が一層強く要求されるやうになった。この高度の教
育を錬成といふのであって、錬成はとりも直さず在来の教育といふ語で
あらはし切れぬ教育をいふのである。大東亜戦争の新しい構想に描かれ
た教育は錬成であって、錬成に於て初めて大東亜建設の大国民が育成さ
れるのである。（中略）錬成は肇国の精神に則り「武」の道の修練によっ
て新しき大東亜を建設する教育課程である。（中略）特別攻撃隊の貴き
忠烈によってすべて錬成の方途は啓示されてゐるのである。国民組織即
ち職域奉公組織の問題も、大東亜共栄圏民族政策の問題も、その他すべ
ての問題が、この「日本人は日本人自らを正しくする錬成」によって大
国民として解決するの鍵を与へられるのである。（木下一雄「大国民の
錬成と教育組織－『益良雄の行くとふ道』の錬成組織」『日本教育』
1942年５月号、国民教育図書、47 ～ 48ページ。）
　海後宗臣は占領下、本稿でみた「教員養成のための研究集会」だけでなく、
教育の様々の領域でＣＩＥに協力している。しかし、戦時中には『大東亜戦
争と教育』（1942年）や『日本の学校』（1943年）で、以下に引用するよう
な大東亜共栄圏建設のための教育論を展開していた。また、他にも多くの同
様の記事を教育雑誌や図書に書いていた。ここでは、『大東亜戦争と教育』
から引用しよう。
　学校に於ける教育の目標が国体の本源に基づいた皇国民の育成に帰一
してゐるのみならず、あらゆる人間育成の働きがこゝに帰趨して全一性
を備へねばならない。最近に於ける全体の教育動向は、皇国民たるの資
質を育成して大東亜建設の一員たらしめることに帰向しつゝあるのを認
めることが出来る。かゝる国民教育体制の帰向しつゝある方向をさらに
促進せしめることは、単に国土内に於ける教育に力あらしめるためのみ
でなく、大東亜諸地域の教育を皇国へと嚮導せしめる根源力ともなるも
のである。我々は大御稜威の下に於いて皇国民としてその建設に挺する
といふ精神態度を育成することに於いて、国民教育の方向を指示して来
てゐるのである。そのことは国民教育全般の帰趨すべきところであつて、
これが闡明されてゐることは、そのまゝに於いて全東亜の教育をして、
皇国の大業と帰一することによってその存立の意義あることを覚らしむ
るものである。（海後宗臣「大東亜戦争と教育」『日本文化』第87号、
1943年３月、日本文化協会、21 ～ 22ページ。本書は、前年文部省教学
局から刊行された『大東亜戦争と教育』（教学叢書）を転載したもので
ある。）
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１．はじめに
　2020年の東京オリンピックの新種目や追加種目には、バスケットボー
ル３×３、自転車競技・BMXおよびフリースタイル、スケートボード、サー
フィン、スポーツクライミングなど現代の若者に人気のある種目が選ばれ
ている５）。ボウリングも新規追加競技として立候補したが、最終選考で選
外となった。公式な発表がないため落選の理由は不明ではあるが、若者の
人気が１つの判断材料となったであろうことは想像に難くない。
　我が国では60年代から70年代にかけてボウリングの一大ブームがあっ
た。しかし、その後はレジャーの多様化とともに衰退し、当時造られた施
設の老朽化もあり、ボウリング場も減少の一途にある１）。一方で近年、ボ
ウリングを中心とした複合型アミューズメント施設の若者に向けたテレビ
CMも目にするようになった。先に挙げたオリンピックの追加種目に見る
ように若者を引き付ける多様なスポーツが生まれている現代で、はたして
若者はボウリングをどのように見ているのであろうか。ボウリングに関す
る調査結果は、文部科学省７）や余暇総研３）が実施したものから拾うこと
はできるが、それらは順位のみであり、現代の若者がボウリングをどのよ
うに見ているのか、その詳細については不明である。
　そこで、“スポーツ考”10）として今回は、現代の若者（大学生）とボウ
リングに焦点を当て、アンケート調査を行ったのでその結果を報告したい。
２．調査方法
　調査は質問用紙を用いて2017年6月に実施した。対象者は大学生358名
であった。記入用紙はA4版１枚で表裏を使用した。質問事項は、基本事
スポーツ考
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項（性別、年齢）、ボウリングのイメージ関する質問（①～⑩）、ボウリン
グの情報に関する質問（⑪～⑮）、ボウリング実施状況に関する質問（⑯
～㉔）、スポーツの好みに関する質問（㉕～㉖）であった。回答形式は選
択回答および自由回答（⑨、㉕、㉖）であった。
　<質問>①ボウリングをするのは好きですか、②ボウリングが上手くな
りたいと思いますか、③ボウリングは“格好良い”イメージがありますか、
④ボウリングは“健康的な”イメージがありますか、⑤ボウリングは“楽
しい”イメージがありますか、⑥ボウリングは“遊び”のイメージがあり
ますか、⑦ボウリングは“不健全な”イメージがありますか、⑧ボウリン
グはスポーツだと思いますか、⑨あなたが思うスポーツとはどのようなイ
メージのものですか（種目ではなく）、⑩ボウリングは若者よりも中高年
者がやるものだと思いますか、⑪我が国では1970代にボウリングの一大
ブームがありましたが知っていましたか、⑫プロボーラーと呼ばれる人た
ちがいることを知っていますか、⑬ボウリングは国民体育大会（通称国体）
の種目になっていますが知っていましたか、⑭ボウリングが2020年の東
京オリンピックの追加種目として候補（落選）に挙がったことを知ってい
ましたか、⑮本学でも以前、ボウリングの授業がありましたが、今もあれ
ば受けてみたいですか、⑯あなたは１年間にどのぐらいボウリングをしま
すか、⑰１回にだいたい何ゲームやりますか、⑱あなたの１ゲームの得点
はだいたい何点ぐらいですか、⑲ボウリングは誰と行くことが多いですか
（複数回答可）、⑳どのような目的でボウリングをしますか（複数回答可）、
㉑どのような施設でやりますか（複数回答可）、㉒あなたが初めてボウリ
ングをやったのはいつ頃ですか、㉓ボウリングをあまりやらない人の理由
は何ですか（複数回答可）、㉔ボウリングの料金は１ゲーム（現状570円）
いくらぐらいが妥当だと思いますか、㉕あなたがするのが好きなスポーツ
は何ですか（１番から３番まで好きな順に）、㉖見るのが好きなスポーツ
はなんですか（１番から３番まで好きな順に）。
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３. 結果
　対象者358名の平均年齢は19.9±08歳、性別および人数は男子学生178
名、女子学生180名であった。なお、本文中の括弧内の数値の単位はパー
セントである。
（１）好きなスポーツとボウリング
　「するのが好きなスポーツ（自由回答）」としては、男子の１位はサッカー
（20.0）、テニスおよび野球（ともに14.3）、２位はサッカー、バスケットボー
ルおよび野球（いずれも21.9）、３位は卓球（17.9）、野球、バドミントン
およびバレーボール（いずれも14.3））が多かった。女子で多かった種目は、
１位はバドミントン（17.4）、バレーボール（14.5）、テニスおよびバスケッ
トボール（ともに13.0）、２位はバレーボール（21.7）、バドミントン（18.3）、
バスケットボールおよびサッカー（ともに10.0）、３位はバドミントン
（21.7）、テニスおよびバスケットボール（ともに15.2）であった。上位となっ
たのは、いずれも学校で行っているスポーツであった。
　ボウリングは３位の種目に挙げられていたが、男子の3.6％、女子の2.2％
にすぎなかった。レジャー白書2017３）でも、今回の調査と同様にサッカー、
バドミントン、バレーボール、卓球といった学校で行っている種目がやは
り上位となっており、ボウリング（若年層10 ～ 20代）は男女ともに５位と
なっている。学校の体育の授業４）でボウリングを行っているところもある
が、ボウリング場の協力が不可欠であることなどから、ほんの一部に過ぎ
ないのが現状であると思われる（本学でも1991年から2003年まで実施）。
　学校と関連して、「ボウリングの授業があれば受けてみたいか」につい
ては、全体では「はい」50.0％、「いいえ」35.3％、「わからない」14.7％で、
半数が肯定的な回答であった。男女別に見ると、男子はそれぞれ47.4、
44.7および7.9％、女子は51.3、30.8および17.9％であった。「いいえ」の
否定的な回答は女子よりも男子のほうが多かった。
　ボウリングに限定しての回答は、「するのが好き」は男子61.5％、女子
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50.0％であった。「好きでない」は男女ともに１割程度、残りは「どちら
でもない」であった。ボウリングは「するのが好きなスポーツ」としては、
他のスポーツとの相対的な順位では決して高くはないが、すること自体は
半数以上の学生が好きなスポーツであった（図１）。文部科学省の体力・
スポーツに関する世論調査７）でも、手軽にできるボウリングは１年間に
行ったことのある運動・スポーツとしてはウォーキング、体操に次いで第
３位であり、年代別では20代の若者の割合が最も多くなっている。
図１　ボウリングをするのは好きですか（数値は％）
　「見るのが好きなスポーツ（自由回答）」では、男子の１位はサッカー
（31.3）、野球（21.9）、テニス（12.5）が多く、２位はサッカー（33.3）、
野球（22.2）、水泳（7.4）、３位はテニス（20.8）、野球（16.7）、サッカー
およびバレーボール（ともに12.5）であった。女子の１位は、バレーボー
ル（26.5）、サッカー（24.6）、野球（11.5）が多く、２位は野球（23.6）、
バレーボール（18.2）、テニス（16.4）、３位はサッカー（20.0）、野球、
テニスおよびバレーボール（いずれも10.0）であった。今回の調査では、
見るのが好きなスポーツとしてボウリングを挙げた男子はいなかった。女
子は３位の種目に挙げた学生もいたが、その割合（2.5）は低かった。
　このように現代の若者にとってボウリングは、「するスポーツ」としても、
また「見るスポーツ」としても、他のスポーツとの相対的な順位において
は高くはないが、すること自体は半数の若者が好きなスポーツである。
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（２）ボウリングに関する情報の認知度およびイメージ
　情報の認知度の関する質問で、2020年の東京オリンピックの追加種目の
候補となったことについては、「知っている」8.5％、「知らない」91.5％で、
知らない人がほとんどであった。また、国内最大の国民スポーツの祭典で
ある国体（国民体育大会）の種目であることは、「知っている」7.6％、「知
らない」92.4％であり、知らない人がほとんどであった。国体自体を知ら
ない若者も多いのではないかと思われる。一方、我が国でボウリングブー
ムがあったことを「知っている」は、全体で27.7％（男子34.2、女子
24.7）、「知らない」は72.3％（男子65.8、女子75.3）であった（図２）。今
回の調査対象者が生まれる数十年前の出来事にもかかわらず、約３割が
知っており、我が国のスポーツ文化史の中で、60年代から70年代にかけ
てのボウリングブームがいかに際立った出来事であったが窺える２）。また、
プロボーラーの存在については、「知っている」が93.3％（男子97.4、女
子91.4）と非常に高い割合であった（図２）。スポーツの人気は、スター
選手の存在の有無に大きく依存している。かつてのボウリングブームを牽
引したのも女子プロボーラーのスター選手たちであり２）、ボウリング＝プ
ロボーラーという認識が一般化しているのではないかと思われる。
図２　ボウリングの情報に関する認知度（数値は％）
左：プロボーラーと呼ばれている人たちが
いることを知っていますか
右：我が国では60年代から70年代にかけ
てボウリングの一大ブームがあったこ
とを知っていますか
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　ボウリングのイメージについては、「格好良い」は全体で25.2％（男子
28.9、女子23.5）、「いいえ」23.5％（男子31.6、女子19.8）、「特にこれといっ
たイメージがない」51.3％（男子39.5、女子56.8）であった（図３）。若者
に人気のあるスポーツは、先に挙げたオリンピックの追加種目に見るよう
に、“みた目の格好良さ”も大きな要素となっている。ボウリングについては、
格好良いというイメージをもっているのは４人に1人にとどまり多くはな
かった。一方、「楽しい」は全体で88.2％と高い割合であり、男女でほとん
ど差はなかった（図３）。「健康的」は「はい」30.3％、「いいえ」は31.1％
であった。「特にこれといったイメージがない」38.7％であった（図３）。夜
間も営業しているボウリング施設も多いが、「不健全」は1.7％、「いいえ」
が79.8％、「特にこれといったイメージはない」18.5％で、不健全とする回
答は非常に少なかった（図３）。近年では青春時代にボウリングブームを経
験した“団塊世代の人気再び”との報道11）もみられるが、「中高年齢者が
やるもの」については、男子26.3％、女子11.1％であった。ボウリングを中
高年齢者のスポーツという認識している学生は多くはなかった。
　「遊び」のイメージは93.4％と高く、男女間でほぼ差はなかった。一方、
「スポーツ」も79.8％と高く、男女差もほとんどなかった。スポーツのイメー
ジ（自由回答）については、身体を動かす（34.0）、身体を動かし競う（27.2）、
汗をかく（14.6）、激しく身体を動かす（11.7）、球技および楽しむ（とも
に4.9）、オリンピック種目（2.9）といったものであった。しかし、遊び
とする直接的な回答はみられなかった。多くの学生はスポーツを①身体を
動かすものである、②身体を動かして競うものである、と捉えており、ボ
ウリングも正にこれに該当し、“スポーツ”12）と見ていることがわかる。
また、スポーツには楽しむ、すなわち“遊び”の要素も含まれていること
から、ボウリングを遊びの要素が高いスポーツ、すなわち楽しむことを主
な目的とした“レクリエーショナル・スポーツ”13）と捉えているとみら
れる。“レクリエーショナル・スポーツ”であっても、ボウリングが「上
手くなりたい」は男子64.9％、女子47.0％で、男子のほうがその割合は高
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かった。女子は「どちらでもない」が３割を越えていた。
　このように現代の若者においてもプロボーラーの存在についての認知度
は高かったが、同様にプロが存在するサッカー選手などに抱く一般的なイ
メージとは異なり、「格好良い」は少なく、「楽しい」や「遊び」が多かった。
図３　ボウリングのイメージ（数値は％）
左上：「格好良い」、右上：「楽しい」、左中：「健康的」、右中：「不健全」、左下：「遊び」、右下：「スポーツ」
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（３）ボウリングの実施状況
　１年間の実施回数は、なし（０回）は男子15.8％、女子36.7％で、男女
で差がみられ、女子ほうが多かった。１回以上は、男子84.2％、女子
63.3％であった（図４）。回数として最も多かったのは、１回から３回（60.5）
であった。１回あたりのゲーム数は、男子３ゲーム（50.0）、女子２ゲー
ム（51.5）が最も多かった。１ゲームの得点は、男子100から120点（27.0）、
女子80から100点（25.0）が最も多かった。男子は女子よりも１回あたり
のゲーム数が多く、得点も高かった。
図４　１年に１回以上ボウリングをしたことがありますか（数値は％）
　誰と行くかは、男女ともに友達が最も多く（男子78.7、女子67.7）、次い
で男子はサークルの仲間（14.9）、女子は家族（18.3）であった（図５）。
ボウリングをあまりやらない人の理由としては、やる機会がない（44.6）、
お金がかかる（19.6）、上手くない（13.5）が比較的多かった。お金に関し
ては、妥当な1ゲームの料金としては500円（29.9）、300（26.5）円、現状
570円（22.2）、400円（11.1）、200円（7.7％）、100円（2.6％）の順であった。
　利用する施設としては、複合型アミューズメント施設（33.8）よりもボ
ウリング専用施設（66.2）のほうが多かった。
　ボウリングをする目的については、男子は「つきあい」（34.6）、「コミュ
ニケーション」（23.1）、「暇つぶし」（19.2）、女子は「コミュニケーション」
（41.0）、「つきあい」（27.0）、「気晴らし」（16.0）の順に多かった（図６）。
男女ともに「つきあい」と「コミュニケーション」で半数以上となってい
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る。「運動」は、男子5.8、女子は０％であった。また、競技スポーツ２）は
0.7％で、わずかであった。
図５　ボウリングは誰と行くか（数値は％）
図６　ボウリングをする目的（数値は％）
　初めて行ったのは、小学校が最も多く（74.8）、次いで中学校（16.5）
であった。未経験者は3.5％であり、ほとんどが大学までにボウリングを
経験していた。
　このように現代の若者のボウリングの実施状況は、多くが友達との繋が
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りやコミュニケーションを図ることを目的に年１回以上は行っていた。
４．おわりに
　我が国では、かつてスポーツ史に残る一大ボウリングブームがあった。
現代の若者が生まれる数十年前のことである。多様なスポーツが生まれて
いる現代において、はたして若者はボウリングをどのように見ているので
あろうか。本稿ではその調査結果について報告を行った。
　ボウリングは、いわば同じ球技であってもサッカーやバレーボール、テ
ニスなどとは違い、特別な練習やスキルがなくても、誰でも手軽に皆で楽
しむことができるスポーツである。それがゆえに同じプロが存在するス
ポーツであっても、現代の若者にとっては真剣に勝敗を競うスポーツ、す
なわち“競技スポーツ”としての認識が希薄であった。しかし、多様なス
ポーツが生まれている現代にあっても、ボウリングは遊び、友達とのコミュ
ニケーションを目的とする手軽な“レクリエーショナル・スポーツ”とし
て若者に受け入れられているのである。
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７．おわりに
１．はじめに
　しばらく前，ある大学で行われたロール・プレイングの研修会に，講師
として参加した。参加者は，筆者と当該大学教員以外は，ロール・プレイ
ングに関しては初心者であり，在学生ばかりであった。
　どのようなプレイをやってみたいかを参加者に聞いてみたところ，教育
実習に行っているが－研修会は休日だったので参加できた－，我の強い子
がいて（小学校低学年だという）対応に困っているので，そういう場面を
プレイで演じてみたいとのことであった。その小学校の教員に相談しても
あまりアドバイスはしてもらえず，大学の教員にも少ししか助言をもらえ
ないとのこと。それで，本人なりにどのように努力しているのかと尋ねて
みると，小学校教員向けのマニュアルを次々に読んで，工夫しようとして
いるけれど，なかなかうまくいかないので，この研修会で何かヒントがつ
かめないかと考えて参加してみたのだという。
教育実習生のマニュアル通りの役割についての再検討
－ロール・プレイングの視点から－
浮　田　徹　嗣
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　筆者は以前から，マニュアル頼りの人間関係ということに懸念を感じて
いて（筆者自身もそういう傾向が強いからであるが），ロール・プレイン
グを用いてそういう問題を考えようとしてきた。ここで取り上げる研修会
で，特別な大きな成果が出たというわけではないが，教育実習という場面
も，学生が教員の役割を演じるという意味１）でも，教育実習生が小さい
児童の役割を演じてみることができるという意味でも，教育実習に関して
ロール・プレイングという視点から検討することに意義を見いだすことが
できたので，その意義について検討することにしたい。
　なお，実際のプレイは本稿の後半で報告することにして，先にマニュア
ル頼りという問題について取り上げてみる。
２．マニュアル依存症
　昆虫や鳥などは，どのような場面でどのように行動するかが遺伝的にプ
ログラムされており，個体保存と種の保存の本能が組み込まれている。一
方，人間は本能の壊れた動物と呼ばれるように，遺伝的なプログラムに従っ
ていれば生きてゆけるわけではない。その代わり人間は言語を用いること
ができ，自分でプログラムを創造し行動することができるのである。マニュ
アルやガイドブックなどは，遺伝的なプログラムに代わるものとして言語
を用いて作成したプログラムといってもいいであろう。ところが，マニュ
アルが整備されればされるほど，人間の行動が創造的でなくなってしまい，
あらかじめ決まった通りにしか行動できなくなってしまうという傾向があ
る。皮肉を込めて，マニュアル社会といわれる現代の日本では人間が，遺
伝的なプログラムに縛られた昆虫なみになってしまったと揶揄する人２）
が現れた。それから四半世紀たつ。
　また，「いかに人に出会えるかなどは，きわめて創造的な営みである」
のに「マニュアルがなければ何もできないし，どうしてよいかわからない」
という人が目立つことが指摘され，マニュアル依存症候群ということばが
提唱され２）てからも四半世紀たつ。今考えると確かに，まさにマニュア
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ル依存症ということばにふさわしい人々が目につく。取扱いに慣れていな
い機器を操作するときには手引き書（マニュアル）を参照するものだが，
対人関係の場面においても，あたかも機械を操作するようにマニュアル通
りに対処しようという人々がいる。それが接客サービスといった場面なら
ばまだわからないでもないが－事実かどうか筆者も疑っているがあり得な
い話でもないと思わされる逸話に，某ファストフード店で数人前以上の注
文をしても「こちらでお召し上がりですか」と聞かれるという都市伝説も
ある－，また，友人や恋人との付き合い方までマニュアルに教わろうとい
う者までいるという３）。例えば，デートをするにも，どのような台詞をい
うべきか，どこの店で食事をするかといったことまで，マニュアルが頼り
なのだ。なかには，味覚までがマニュアル通りになってしまって，ガイド
ブックにおいしいと書いてあった店で食べると，それだけでおいしく感じ
る者もいるとのことである。
　ところで，人間関係がマニュアル頼りになってゆくのにはいくつかの要
因が関係しているのかもしれない。例えば，人間関係の中で相手が感じて
いることを実感として感じとる感性が欠けてしまいがちな社会になってき
ているのではないかとおもわれる。また，親子関係や兄弟関係，あるいは
遊び仲間との関係の中で，こういうことをすると相手がどう思うかといっ
たことを実感しながら感性が養われていくが，そういう感性の欠けた人間
が，実感抜きでマニュアルに書いてあること通りに知識にしたがって行動
しがちになるのかもしれない。最近，実感する感性が養われにくくなって
きたという問題の背景に，子どもの頃に経験する人間関係が貧困になり希
薄になってきたことが想定できる。昔は，兄弟の数が多くさまざまな形の
人間関係を子どもの時から兄弟で体験できたし，さらに近所の子とグルー
プを作って遊ぶことも多かったが，今は兄弟の数も少なく近所の色々な子
どもと付き合うという経験も少くなっている。そういったことが何らかの
影響を与えているのではないかというのである。（なお，これが少子化そ
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のものの直接的な影響なのか，「子どもはひとりで十分だと考え，なおか
つ自分の子が近所の子や親戚の子と遊ぶ機会をつくろうともしないような
親」に育てられることによる心理的な影響なのかは微妙であるが，おそら
く後者であろう。つまり，ひとりっ子で，まわりに一緒に遊ぶような子ど
もがいないという場合でも，両親との間で情緒的な関わりを十分に体験で
きるならば，実感する感性が養われずに育つということもないかもしれな
い。）
　上記のような若者についての記述を読むと，まさにマニュアル依存症と
名づけられる人たちに合致すると思われる点が少なくない。つまり，実感
する感性に乏しく自分の感覚に実感がもてないからこそ，人間関係の場面
においてさえもマニュアルやガイドブックに情報を求めるのではないかと
想像できる。
　本稿では，こうしたマニュアル社会にあって実感する感性に乏しい者（筆
者を含めて）が，いかにすれば自発的で創造的な人間関係を作ることがで
きるかという問題を取り上げることにしたい。
３．人間関係とガイドブック
　　　マニュアル頼りの精神療法
　古くからの伝統のある都内の某私立大学病院の精神科のケースカンファ
レンスで，抑うつ感と共に幼児帰りとでもいうべき症状を示した周産期の
女性の事例が若い精神科医によって報告された。この事例の治療の基本的
な方針は「必ず治りますよ」と繰り返し保証して安心感を与えることであ
るという報告だった。出席者のひとりから，なぜ必ず治ると保証するのか
と質問されると，その精神科医は「この患者は幼児帰りといっても抑うつ
的な傾向が顕著であり，うつ病患者には必ず治ると保証するとよいと本に
書いてある」と答えた。しかし，なぜうつ病患者には必ず治ると保証して
あげることがよいと思うのか，その女性患者にとって必ず治ると保証され
ることがどういう意味を持っているのか，といった疑問には全く答えるこ
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とができなかった。
　思わず失笑しそうになりながらも私自身が心理臨床の場で行ってきたこ
とを顧みて，私もこの精神科医と大して変わらないということに気がつい
た。私は，これまで精神療法のバイブルとされるような本を次々に読んで
｢how to｣ あるいは ｢know how｣ を身につけることに躍起になってきた。
そして，相談に訪れた人を前にすると，目の前にいる相談者の気持ちを感
じとろうとするよりも，まず，今までに読んだことのある（つまりは精神
療法の成書をものにするような“立派な治療者”による）症例のどれに似
ているかを考え，その症例報告の著者の真似をして対処することが多かっ
た。しかし，そのような経験が私に示したことは，書物にかかれている通
りに対処しようとすると精神療法の真似ごとになってしまい，精神療法と
呼べるようなものにはならないということであった。
４．人間関係の対処法マニュアル
　　　（精神疾患患者の家族向けのガイドブックを参考に）
　ところで，統合失調症病の治療技法として注目を集めている「家族に対
する心理教育」というのも，患者に対してどのように対応するかを家族に
指導するものであるから，ある意味では，治療的な対応のためのマニュア
ルを家族に与えるようなものである。たとえば，家庭でしばしば起こる場
面を具体的に引き合いに出しながら「家族からみるとわがままとしか見え
ない患者の言動を，わがままとみずに症状だと思うようにする」「批判的
にならず，また過干渉にならないように心がける」といった指導をおこな
うのである。このような「心理教育」は統合失調症の再発予防に効果があ
るとされ，私が以前勤務していた病院でも心理教育に積極的に取り組んで
いた。そこでは実際に，効を奏したと思われるケースを少なからずみてき
たが，全体からみるとそれは決して多くはなかった。
　たとえば，自室にこもって無為自閉的に過ごしている青年の親に対して
「何もしようとしていないことを批判したり，なにかをさせようと干渉せ
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ずに，見守っているように。もし，本人が何かやりたいといったらその気
持ちを尊重してあげるように」というような助言が与えられたことがあっ
た。その後，この青年がぽつんと「車の免許を取りたい」というや，たち
まち教習所の入学金と授業料が支払われ，「英会話でも習いたい」という
やたちまち英会話学校の入学金と授業料が支払われるということになっ
た。しかし，免許を取りたいとか英会話を習いたいと話すというのと，実
際に学校に通うというのとはまた違った問題で，この青年の無為自閉的な
生活は変わらなかった。その結果，親の方は，批判や干渉をしないように
と助言されているのでことばにだして非難はしないが，「～したいと言っ
ても口ばっかりで気が変わりやすい，わがままだ」と思って批判的な目で
見るようになり，この青年の方も親の批判的な視線を痛いほど感じてしま
うようになってしまった。
　一方，治療的に働いたケースというのは，「家族がわがままだとみなし
ている患者の言動についてじっくりと話をきき，一緒にその言動の意味を
考え，そうせざるを得ない状況にいる患者の気持ちに想いを巡らせている
うちに，その言動をわがままだとは呼ぼうにも呼べない気持ちが当の家族
の心にわいてくる」というようなことが起きたケースであったといえる。
家族にしてみれば，心の中にそういう気持ちがわいてこないのに「わがま
まだと思うな。批判するな。干渉するな」と教育・指導されても，わがま
まだと思うなという方が無理な話だということになるだろう。　
　家族教育が治療的になるためには，わがままだとしか思えなかった行動
について，家族が患者の視点からも見ることができるようになることが重
要なのである。そのためには，家族に対して治療者が，患者の行動の意味
をわがままではないと一方的に決めつけずに，わがままとしか思うことが
できない家族の視点に立つことが必要である。治療者が相手の視点に立つ
ことができて初めて，家族もまた患者の視点に立つことができる。しかし，
治療者は患者の行動について家族と一緒になってわがままだと批判してい
ればよいわけではない。家族の視点に立ちながらも，患者の行動について
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家族と一緒に新たな意味を見つけ出すことが課題となるのである。視点を
変え相手の立場からものをみることが治療者にとって必要であると指摘さ
れているが，この家族教育においても，やはり自らの中に矛盾対立した視
点を作りだし，それを止揚することが大切なのである。
　そして，教育実習先で「わがままな子」に翻弄されている実習生につい
ても，同様のことが重要であるとも考えられる。
５．マニュアルに描かれた人間関係
　ところで，マニュアルに描かれた人間関係の，実際の人間関係との大き
な違いは，深みがなく平面的であるという点である。実際の人間関係は，
深みや奥行きがあり３次元の空間に広がるものだが，マニュアルの頁は２
次元の平面にすぎない。現実の人間関係の中で他者との関わりを体験した
者を，実際に咲きかけた花を見て咲ききった花の香りをかぎ触れてみた者
に例えるなら，マニュアルで他者との関わり方を学んだ者は花を写真で見
た者，あるいは押し花を見た者といってもよいだろう。つまり，マニュア
ル通りの人間関係を作ろうとする人は，結局は命のない写真や押し花のよ
うに平面的（表面的）な人間関係を作ることになる。人間関係の中で他者
との関わりを体験して感性を養っていないと，実感を伴った人間関係がも
てず表面的な関係しか作れないということであろうか。
　マニュアル通りの人間関係は平面的で命のない残骸のようなものである
と述べたが，精神療法あるいは教育実習について，マニュアルで学ぶ場合
も同じである。先達の著作で ｢how to｣ や ｢know how｣ を身につけたつも
りになっていても，それだけでは先達のような対処ができるわけではない。
実際の治療は３次元の空間に広がっているが，書物にかかれたものは２次
元の平面に押しつぶされたものである。マニュアルを読んでそれを真似る
ということは，先達の“平面化され命を失った残骸”に自らを似せようす
ることになる。フロイトが「この治療にはお手本がない４）」と述べている
のはまさにこのようなことをいっているのであろう。
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　しかし，相手の気持ちを実感として感じとる感性によほど優れた天性の
ある人でなければ，先達の著作を学ぶことなく人間関係の援助的立場に携
わることは難しい。実際の対人関係の中で感性をはぐくまれていない者が
適切な援助者になるには書物（マニュアル）を読むことも必要であろう。
ところが，感性が育まれていなければいない程，書物を読むと著者との適
切な距離をとることができず，自分がその著者になりきったかのように対
処しやすい。そしてその結果，命を失った残骸のような，対人援助をする
ことになる。
　こうしたことにならないためには，どのように書物を読めばよいのであ
ろうか。たとえば，平面に印刷された写真から立体的な像を認めるために
は，別の視点に立てばどのように見えるかを考えることが必要である。同
じように，書物の頁という平面に描かれた先達の姿から立体的で生命を
もった治療者の姿を読みとってゆくためには，別の視点からみることが必
要となるといって良いだろう。
　書物（例えば小学校低学年の児童への接し方といった感じの書物である）
を読んで自分がその著者になりきったつもりになって対処するのは，言い
換えると別の視点からみることができないということである。しかし，著
者に学ぼうとして書物を読むのであれば，もちろんその著者のように考え
てみようという姿勢があって当然である。しかし，書物から何かを学ぶた
めには，著者と同じように考えてみようとしながら別の視点でも考えると
いう態度が求められるのである。つまり，自らの中に矛盾対立した視点を
作り出すことが求められるのである。
　自らの中に矛盾対立した視点を作り出すことが対人援助を学ぶために必
要だと考えてみると，ロール・プレイングがまさにその修行として適って
いると思われる。なぜならば，ロール・プレイングでは，役割交替などを
行うことによって対立する視点から見ることができるようになることを目
指し，その対立する視点を止揚させながらドラマが展開することを目指す
からである。また，ドラマにおける人間関係のなかで，相手の気持ちを感
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じとろうとし，いかに自分が相手の気持ちを感じとっていないかを省みる
ことができるからである。さらに，自分が演じたプレイを振り返ることで，
権威との距離の取り方の自分のパターンに気づくことができるのである。
　以下では，最初に述べたロール・プレイングの実際の場面を提示して，
これを教育実習にとっての修行ととらえる立場から考察してみたい。
６．教育実習生にとってのロール・プレイング
　　　対立する視点の止揚
　ここで，「問題児」とされる子ども（小学校低学年）の相手をしていた
教育実習生が，ロール・プレイングを通して自らの中に矛盾対立した視点
を作り出し，その子どもの行動の意味を実感した実際の例を示してみたい。
　ここで取り上げるのは，某年に行われた某大学でのロール・プレイング
研修会で私が監督として参加したドラマである。このプレイの考察をふま
えてふたつの視点を止揚するということについて検討してみたい。
　小学校低学年の授業で，子どもに平均台の歩き方を教えていた教育実習
生が指導していたら，ある少年が平均台の上でスーパーマリオごっこ（？）
を始めたという。他の子どもが「勝手なことするなよ」と口々に言ってや
めさせようとするが，断固やめない。そこで実習生は，けんかになっても
いけないし，教師が子どもの勝手な行動を放置しておくわけにも行かない
ので，とにかく割って入った。何かの本で読んだように，自分がしゃがん
で子どもの目の高さにあわせて，子どもの気持ちを良く聞いてやって，集
団行動に合わせるようにと諭そうとしたという。ところが，その子は頑と
してやめないし，他の子の番になっても平均台からおりようとしない。実
習生としては，正規の先生から，こんなことにも対処できないと思われて
いるようでつらかったという。
　また，ある時には，授業が終わった後，その子が帰宅しようとせず，実
習生の所に絵本を持ってきて「読んで！」と言ったが，実習生は職員室で
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他の作業があったので断ると，だだをこねて暴れたとのこと。この時も，
子どもがだだをこねている時の対応について書いてあった本を思い出し
て，それらしく対処したが，なかなかおさまらず，他の正規の教員が呼び
に来たのでその場を離れることができたという。
　このようなことが語られたので，この子どもと実習生との間で起きてい
ることについて考えてみるためにロール・プレイングをおこなった。
　まずはじめに，実際に起きていることを再現するために，子ども役Aが平
均台でスーパーマリオごっこをやり始め，他の子と争いになっているという
場面を設定し，実際にそこに介入した実習生に実習生役を演じてもらった。
子供A：スーパーマリオごっこやろうっと。（平均台の近くに跳び箱を持っ
　　　   てこようとする）
子供B：ダメだよ。今は平均台の時間だよ。
子供C：他の子も平均台の順番を待っているんだからだめだよ。
子供A：ぼくはこうやりたいんだ。（けんかになりそう）
実習生：Aちゃんはどうしてスーパーマリオをやりたいのかな。
　　　　（後略）
　この実習生は「だいたいこんな感じだった」という。
　そこで，実習生に子供Aの役を演じてもらい，子供A役だった学生に実
習生役を演じてもらった。
　プレイの展開はほぼ同様だったので，省略する。
　子供A役を演じた実習生は「どうして，と聞かれると問い詰められて責
められているような気がする」と述べ，自分が子どもの頃に親から「どう
して」と聞かれると責められているような気がしたとも述べる。
　少し実際のエピソードとは違うが，子供Aがスーパーマリオに固執する
ので，実習生役が「Aちゃんはそんなにこれが好きなんだね。それなら好
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きなだけやっていていいよ」と言ってあげ障害物となる跳び箱も用意し，
他の子のためには別の平均台を用意して決まったプログラムを続けるとい
う設定にしてみた。配役は，子供A役と実習生を交替したが，他は上記と
同じである。（プレイは省略）
　この後感想を聞くと，子供A役の実習生は「好きなことをやらせてもらっ
ているんだけど全然面白くない。相手にされてない感じがする」という。
　さらに授業終了後，絵本を持ってきて「読んで！」という場面を,実習
生が実習生役，別の大学生が子供A役で再現してみた（プレイは省略）。
　今度は2人の役割を交替し，実習生に子供A役を演じてもらった（これ
もプレイは省略）。さらに実習生が子供A役は同じだが，実習生役の学生に，
際限なく「わがままな子」の要求に応じるようなプレイを指示してみた。
この後の子供A役（実際には実習生）の感想が面白い。
　「要求が通ってしまうと，自分が要求が満たされないと我慢できない子
として扱われているみたいで，ひとりの人として承認されていないように
感じた」「毅然としていてもらった方が安心」「決して崩れないはずのもの
が崩れてしまうようで不安になる」といった感想であった。
　これらの感想が出てきたゆらいについて，この実習生にも自由連想をし
てもらいたかったが，このプレイは特定の個人を理解するためのものでな
く，ロール・プレイングの初心者に体験的にロール・プレイングを知って
もらうためのものであったのでそこまではしていない。ただ，この実習生
の心の中にある何かが，こういう感想を語らせたのかもしれない。ただ，
人間はひとりひとり違うようでいて，同じような心の構造を持つ人も多い。
筆者自身も，自分が同様の役を演じたなら，同様の感想を抱くのではない
かとも思う。
　なお、芥川龍之介の「芋粥」もグリム童話の「貧乏人と金持ち」も要求
が叶った後，つらい気持ちになるという話であり，このプレイに合致して
いて興味深い。
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７．おわりに
　本稿のはじめに，実感する感性に乏しい人間というテーマを取り上げた
が，ある意味では三島由起夫はその典型的な例といえるかもしれない。父
親によると彼は親孝行で有名であったというが，「親孝行と申すより，生
来の几帳面さ，潔癖のなせる技ではないかしらと思われます５）」と親には
感じられていたともいう。その具体的な例として，親との関係の中で「み
やげを買っていけば喜んでくれるかな」という気持ちが湧いてきてみやげ
を買うのではなくて，親孝行というのは親にみやげを買うことであるとい
う何かで読んだ知識にもとづいてみやげを買っていたというエピソードが
紹介されている。
　三島の作品は海外でも高く評価されているが，三島研究の第一人者であ
るサイデンステッカーによる「すでに知識として持っていることに基づい
て書く」「（作中人物を描くための努力が）本質的な空虚さを示すに止まっ
ている」「一体真に語りたいことがあったのか」といった批評６）や八木義
徳による「頭に見えるように書く」という批評７）もあながち的外れでは
あるまい。人間の気持ちを実感として感じとる感性によって書いていたと
いうより，こういった場面ではこう感じるものだという知的な理解とモデ
ルの存在とに頼って書いていたという面があるといえるだろう。
　三島は，父親の手記によると，常に祖母の枕元に禁足され，母親に授乳
してもらうのも４時間おきと祖母に決められていたそうであり５），対人関
係の中で感性を育まれる機会に乏しかったであろうことがうかがわれる。
　一般に作家として大成した人には，母子関係などの人間関係に恵まれな
かった人が多いとされているが，母子関係に恵まれない人が必ず作家とし
て大成するわけではない。上記のような特殊な環境の中にありながら，決
定的な精神的破綻を免れて大成できたのは，ひょっとすると小学校時代か
ら王子様やサロメ，クレオパトラなどの扮装をして遊ぶのが何よりも好き
で，一生の夢として舞台作りにひかれていた５）ことが，ある意味では治
療的に働いたのではないかと私は空想している。しかしまた，その舞台作
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りというのが，相手の気持ちを感じとりながら，相手との関係の中で起き
てくる感情を表現するロール・プレイングではなくて，自分の描いたシナ
リオ通りに演じる舞台であったから，文学作品も創造性に乏しいと評され
るような，モデルに頼った作品にとどまり，ある意味ではやはり破綻に至っ
たのではないかとも空想している。
　ところで三島は，太宰治について「この男は，文学にこんなものを持ち
こむよりも，冷水摩擦でもすればよかったのだ」と批評したそうである。
それに倣っていえば，三島は舞台づくりよりもロール・プレイングをすれ
ばよかったのにと思う。ロール・プレイングで修行したならば，より一層，
創造性の高い，感性の豊かな作品を書くことができたのではなかろうかと
夢想してしまうのである。私のように文学に疎い人間がこのようなことを
述べるのはおこがましいが，45年前にロール・プレイングが普及してい
れば三島はどうなっていただろうか。三島が舞台作りをやらなかったらと
か，ロール・プレイングをやっていたらと考えるのは，単なる夢想にすぎ
ないが、、、。
　しかし，ロール・プレイングの効果について二重盲検法を用いて検討す
ることもできないので，あくまでも主観的な印象にすぎないのであるが，
筆者としては，ほんの少しかもしれないがロール・プレイングになにがし
かの効用があるような気がしている。
　本稿で取り上げた教育実習生からは，その後，何度か連絡があり，研修
会の後，実習が楽になったこと，｢我の強いわがままな子｣ のことを自分
のことと感じるようになったこと，小学校低学年を演じた時の気持ちや実
習生役を演じた時の相手の子供役がいった言葉や観客から指摘されたこと
が自分の中に入ってきて色々な視点で考えられるようになってきたこと，
自分の幼少期における親との関係についても考えるようになり怒りや不安
を感じてもそれらがアクチュアルなものでなくかつて抱いた気持ちが
蘇ってきただけかなと思えるようになってきた、といった報告を受けた。
最後のことは，ある意味では，転移を転移であると気づくことが少しはで
横浜市立大学論叢人文科学系列　2017 年度：Vol.69　No.1
196
きるようになりつつあるということであり，自分の中に湧いてくる感情が，
目の前の人との関係でおきているのか転移に由来するものなのかを考える
ことが少しはできるようになってきてるのではないかということであろう。
　ところで，一般向きに精神分析の解説書を次々に書いているある精神科
医は，次のようなことを述べている８）。この精神科医は，混雑した電車で
自分が座っている目の前に立っている老人を見て，席を譲らなければ叱ら
れると感じる超自我型人間ではなくて，席を譲るような人間でありたいと
考えて譲る自我理想型人間を，あるべき姿と考えているようである。
　しかし私は，目の前の老人の感じている気持ちを実感として感じとって
自然な行動が自発することを目指したい。たとえば立っているのがかなり
つらいというような気持ちを感じとったときには席を譲ることができ，相
手が席を譲られたくないと思っているような場合にはそれに応じた行動を
とれるようになりたいと思う。目の前の老人に父親の姿を重ね合わせて見
て，自分勝手に同情したり，あるいは父親への怒りをよみがえらせて席な
んか譲るものかと思ったりするのではなく，また席を譲られるべき哀れな
老人という役割を一方的に押しつけたりするのではなく，現実の相手との
関係で行動できるようになることを目指したいと考えている。そして，そ
のためにはこれからもロール・プレイングを通して修行し続けることが必
要であると考えている。
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はじめに
１．中国の分裂状態と市場開拓の可能性
　　　―親ドイツ的環境の中で－
２．航空制度構築の試みとユンカース
　　　－北伐末期・南京政府初期－
３．平和的国際協調路線と世界恐慌下での奮闘
４．満州事件前後の情勢と軍用機の需要・国産志向への対応
むすびにかえて
はじめに
　前稿においてフーゴー・ユンカースとユンカース社がヴェルサイユ体制
下ワイマール期の前半において中国との関連でどのような情勢認識でどの
ような行動をとったかをドイツ博物館アルヒーフのユンカース文書に依拠
して見てきた1。
　フーゴー・ユンカースと彼の会社はドイツ国内における航空機生産に対
する厳しい制約諸条件の中で、航空機の交通運輸手段の革命的性格と将来
性に確信を持ち、世界各国のユンカース機への関心の高まりと需要の動向
を確認しつつ、民間機の開発を推進した。それは戦時期の軍用機開発から
民間機開発への転回というべき根本的方向転換であり、それにより世界市
ユンカースの世界戦略と中国　1926－1933
永　岑　三千輝
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場開拓に邁進した2。だが、そこには種々の難問があった。
　中国市場に関しては、経験を積んだ中国駐在のドイツ商社や元外交官な
ど多様な経路とその人的結びつきを活用して開拓に取り組んだ。中国市場
への道を切り開くためには、ユーラシアを横断する航空路線の開拓も重要
な手段であった。そこではロシアあるいは中央アジアを経由する航空路開
拓を志向し、その前提条件の一つともなる中央アジア探検への支援など、
実に多様な行動があった。中国サイドからも様々の利害関係者から、ユン
カース機導入について種々のルートでアプローチがあった。諸般の事情か
ら構想や希望の段階にとどまったとしても、すでに中国における航空機生
産を求める動きもあった。
　政治的軍事的分裂状態と内戦状態、そこからの脱却・国家的統一を目指
す諸勢力の錯綜する戦いの中から、ついには国民党・蒋介石による北伐勝
利という形で曲がりなりにも統一が進展する過程において、ユンカース社
の行動はその後どのようになったのか、以下では、ユンカース文書が存在
する期間の後半の時期（1926年から33年）についてみておきたい3。
１．中国の分裂状態と市場開拓の可能性―親ドイツ的環境の中で－
　1926年1月のユンカース社販売基本方針からの抜粋によれば、中国は軍
用機においても民間機においても「重要な販売地域」であった。しかし、
地理的観点からすれば中国は「航空交通」に重要性がある、と民間機市場
としての大きな潜在性に強く注目していた。さらにロシアとの関係で後々
の大陸横断の航空輸送のための販売の大きな可能性があるとも見ていた。
2 永岑 [2014a]、[2014b]、[2015]、[2016a]、[2016b]、[2016c]。日本との関係
については、永岑 [2017a] を参照されたい。
3 両大戦間期の国際的技術移転・武器移転の問題の歴史的解明は、現在の日本
における武器輸出解禁・大学における軍事研究をめぐる諸問題（たとえば、西
川純子 [2012]、望月衣塑子 [2016]）についても比較史的素材を提供することに
なろう。
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したがって、「ロシア問題がどのように進展するかは別として」、すなわち、
ソ連進出の挫折・モスクワ近郊フィリ工場放棄・金融的負担問題とその事
後処理の困難さは別としてということだと思われるが、ロシアを経由する
航空路開拓、その手段としての「初回に計画されている大型航空機による
探検飛行」にユンカース社は積極的にかかわろうとした4。
　ヴェルサイユ－ワシントン体制下の中国は、一方では勝者でありながら
他方では同じ勝者の側の「大国」日本によって、「対華21か条要求」に代
表されるような屈辱的状態に置かれた。しかも、誕生間もない中華民国は
統一的共和国としての安定に程遠く、国内ではいわゆる軍閥が支配権をめ
ぐって争う内戦状態でもあった。
　1926年1月のユンカース社の「南シナ」報告は、この地域が政治的経済
的にますます自立的構築物とみなされねばならないと、分裂深刻化を確認
していた。その報告の見るところ、いわゆる広東政府は事実上完全に北京
ないしほかの中国から独立していた。広東政府は、香港ないしイギリス人
に対しても「必死の戦いを自立的に」進めていた。25年7月の広東での銃
撃事件以降、イギリス人とフランス人は広東の有刺鉄線で防御された一部
地区に、中国人の召使や職員なしで生活していた。彼らは香港から食料を
支給され、約10隻の軍艦に守られていた。イギリスの商業はストライキ
とボイコットによって完全に停止していた。ドイツ企業約10社のみが「い
い商売」を行っていた5。
　中国の無秩序状態に関しても、次のように見ていた。中国に関する政治
情勢一般の特徴として、目下の戦争は「市民」戦争ではなく、また政治的
諸党派間ないし社会階級間の戦争でもなく、「野心満々の、権力欲に飢え
た将軍たちないし総督たちの間の戦争」であった。人口の約90パーセン
4 Auszug aus Bedeutung der verschiendenen Absatzgebiete und augenblicklicher Stand 
unserer Vertriebstätigkeit in den einzelnen Ländern (Richtlinien von Ifa-Vertrieb vom 
Januar 1926, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T02. 
5 Abschrift. Südchina. Allgemeiner Bericht (f. Alle Konzernfirmen), Junkers & Co. am 
11. Januar 1926, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T02.  
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トをなす農民と市民はこの「無秩序に拒否的態度」であった。なぜなら、
このシステムが「金の提供やゆすり」を伴っているからであった6。
　ドイツ企業はまさにこうした中国の独特の状況に向き合って流れをつか
む必要があった。1926年当時、中国は、躍進している国であり、「列強に
よる干渉から解放されよう」としていた。したがって、イギリス、アメリ
カ、フランスの商品に対するボイコット運動があった。この国際政治情勢
で、ドイツはヴェルサイユ体制下、「中国における特権を断念し、他の列
強と違って経済的目標のみを追求し、権力政治的目標は追求していなかっ
た」。だからこそ、中国の商人はドイツ人に同権を認め、信頼を寄せうる
状況にあった7。
　1926年には、中国の交通大臣（Tsang8、純然たる専門大臣であり、最近
の全政府の交替を通じてその地位を維持した人物）は、ユンカース社の現
地仲介者コルデス（Cordes）9と議論を積み重ねていた。コルデスは北京
での活動中、航空交通問題で何度も交通大臣の相談に乗り、航空交通に関
する「ユンカースの理念」を説明した。交通大臣はすでに27年には規則
6 Bericht von E. Pfeiffer, China. Politisches und Allgemeines, Ibid.　
7 ユンカース社がハウスホーファー教授を招いて会談した時の教授の見解。
Niederschrift über den Besuch des Herrn Professor Dr. Haushofer am 7. u. 8. Januar 
1926, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T02. 
8 本来は当時の高官の中国語表記を特定すべきであるが、本稿ではドキュメン
トの表記のままとせざるをえなかった。以下同様。
9 中国でユンカース社を代表する人間として委託。 Schreiben von Staben u. G. 
Sachsenberg an Konsul Heinrich Cordes vom 10. Februar 1926, DMA, FA Junkers, 
Juluft 0702 T02. このファイルには 1926 年の年末までにコルデスとユンカース社
の間に多数の書簡の往復が収められているが、ここでは立ち入ることができな
い。正式委託の前、24 年初めには、中国の内政状況が「異常にもつれあっており、
不安定」なため、現地事情に詳しい人物して、コルデス領事の「抜きんでた知
識と彼の助言」に頼っていた。Schreiben an Junkers-Werke vom 29. Januar 1924. 
Betr. Verwertung China, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T01.「革命以来、中国には海
の中の砂ぐらいたくさんの少将」がおり、その一人（Wang 将軍）が力を持って
いるとしても、「フランスに 1000 機が発注された」などという情報は、コルデ
スによれば「信じられない」と。Schreiben von Heinrich Cordes am 9. 1. 24, DMA, 
FA Junkers, Juluft 0702 T01. 
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的な航空交通構築の試みを始めていた10。
　1926年3月10日のユンカース社の全世界（36か国）での販売実績報告に
よれば11、中国については山西総督との売買契約があった。しかし、その
頭金5千ドルの2機のF 13の引き取りはまだ行われていなかった。代理店の
ジームセン（Siemssen）は3万7千ドルで2機を販売する可能性を持ってい
たが、ユンカース社として同意できるのは4万2千ドルの場合のみであっ
た。この額ならすべてのこれまでの余分な出費をカバーできるだろうから
であった。その交渉に関する天津からの回答はまだ来ていなかった。こう
したこともあって、中国で大規模に売るためには、大々的宣伝、すなわち
探検飛行の派遣がどうしても必要だとした。
２．航空制度構築の試みとユンカース－北伐末期・南京政府初期－
　1927年初め、「ドイツ航空機産業が中国に足場固めの意思。ユンカース
も参加」という新聞報道があった。それによれば、中国では戦争の混乱が
まだ国を荒廃させているが、西ヨーロッパでますます発展している航空交
通に対する注目が高まっていた。26年にはドイツとフランスの企業が中
国に売り込もうと努力していた。特にフランスは、組み立て倉庫を設立し
ようとしたが、機種が不十分だった結果、成功しなかった。ドイツにとっ
てフランスは中国において激しい競争ファクターであった。ドイツのマ
シーンは資金に制約のある中国にとって「高すぎるから」であった。これ
に対し、フランス人はその政府の援助で「低廉に供給でき」た。しかし、
ドイツの製品は「よりいいもの」とみなされ、また機材は「より耐久性が
ある」と認められていた。日本も古い機種を中国に売り込もうとしていた。
数機のフォッカー機を持つデンマークでさえ競争に加わった。空港建設で
10 Schreiben Waurcik an Prof. Junkers vom 4. Januar 1928, S.1, DMA, FA Junkers, 
Juluft 0702 T03　
11 Vertriebs-Berichte 10. III. 1926, DMA, FA Junkers, Juluft 0301 T12 M30. 
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も競争があり、どこが契約できるか、宙ぶらりんの状態であった。奉天近
郊に設置されるとされる空港は、テンペルホーフ空港を模範に仕上げられ
るといわれていた。その点ではドイツにとって見通しがいいとはいえ、こ
こでも競争は激しかった。この空港建設計画は250万ドル、建設期間2年
と見積もられていた。国際的な航空交通を処理するためには、この設備は
緊急とみなされていた。ルフトハンザの二機のユンカース大型機が、東ア
ジア・デモンストレーション飛行で中国までやってきて大きな印象を残し、
航空交通への関心の高まりと相まって、特にドイツ製品への関心を高めて
いた。以上のように航空交通の開拓でもフランス人と日本人の「激しい競
争」が存在していたが、ドイツの新聞はこれら競争者を「それほど危険で
はない」と評価していた12。
　1927年2月のユンカース社会議では北伐進展の情勢を見て、担当者は中
国について近い将来様々の中国の権力者の統一が考えられるとした。列強
の圧力に対抗するため、中国人の合同の必要性が「ますます感じられるよ
うになっている」からだった。この防衛的中国ナショナリズムの運動は防
衛産業の強力な構築への契機となっていた。すでにドイツにも武器工場設
立に関する問い合わせが寄せられていた。ユンカース社の重役のなかで二
人は、この機運に乗じようとした。彼らは中国向けに金属製航空機に関す
る軍事技術的説明書を作成することを推進した。しかし、フーゴーは推進
派に同調するのではなく、むしろ完全に中立的な立場をとっていた。軍用
機販売推進派の重役は、中国人に国防軍の強化のためには金属製航空機が
特に適している、わずかの投資で相当に大きな権力要因を創出すると強調
した。そして、結局この線で作成された機種説明書が分裂状態にあるすべ
ての中国諸政府に送付された。この説明書はいい効果を生む見込みがあっ
た。ユンカース社の得ている情報では、張作霖がフランスの借款を受け入
れてフランスの航空機を手に入れたが、「非常に劣悪な経験」をしていた
12 Die deutsche Flugzeugindustrie will in China Fuß fassen. Auch Junkers ist dabei. 
Central-Anzeiger, 3. 1. 27, DMA LR 05582.
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からであった。この議論のなかでは、民間機導入は目下の政治情勢では「考
えられない」とされていた13。
　しかし、交通大臣（Tsang）は、規則的航空交通樹立の試みをより広範
な基盤の上で1928年に継続する方針だった。交通大臣は、Mao博士（中国
北部鉄道Nordbahnの衛生制度の長官であり、研究目的でドイツに派遣され
ていた）にこの何か月間か手紙で何度もこの問題でユンカースとコンタク
トを取るように求めていた。Mao博士はすでに留学生のデッサウ視察旅行
に同行していたが、この要請を受けて航空機の機種、価格等に関する資料
を要請した。ユンカース社サイドとしては、自社航空機と他社の機種、部
分的には戦時期に遡るような低廉なフランスの製品とが機械的に比較され
ることを危惧した。これまでのところフランス製品が主として中国に供給
されてきたからであった。したがって、競争で不利にならないようにする
ため、Mao博士にユンカース機を使った航空交通の独自性や諸経験を明確
に示すように努力することになった14。 
　ヨーロッパと中国を結ぶ航空路線に関して、当時、ロシア政府はルフト
ハンザと組んでベルリンからモスクワ経由で極東への航空路線―中国・北
京への分岐路線を持った－を創設しようとしていた。しかし、この計画は
当面、ルフトハンザを通じる交通省の参加を拒否する財務省の異議の結果、
実現できていなかった。中国人グループのなかでは、こうしたロシア政府
の企てに対抗して、北京から可能な限り中国領土を経由して西との連絡を
構築しようという計画が生まれた。シベリア経由の代わりに、黄河諸省－
中国トルキスタンからアフガニスタン、ペルシア、トルコなどに至る航空
路線が構想されたのである。ユンカース社の担当者の見るところ、技術的
観点からは、そのような連絡は「今日全く可能であるばかりでなく、それ
どころか、完全に霧や雲がないことから、シベリア路線よりははるかに容
13 Notiz vom 12. Februar 1927. Betr.: Besprechung über Russland- und China-Fragen, 
DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T02.  
14 Ibid. Mao は医学博士 Dr. Med. Mao Yü Hung.
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易に」運行できるものであった。中国にとってはさらに利点があった。こ
の路線を取れば、行程の約半分が自国領土を通過することになり、二つの
隣人大国、イギリスとロシアからは独立的にヨーロッパへの道を切り開く
ことができるからであった15。ドイツ（ヨーロッパ大陸の航空路線の中心
としてのドイツ16）と中国を結ぶ路線の構築、英仏露の大国に左右されな
い独自のルート構築というこの発想は、現在の一帯一路の発想にもつな
がっていくものであろうが、このときはユンカース社が提起した。
　このような大陸横断航空路線のプロジェクトが実現すれば、最も重要な
中国内の諸路線のひとつも創出されることになる。北京から黄河諸省を
通って中国トルキスタンへの航空連絡ができれば、「政治的に並外れて重
要な、そして経済的にはまだまったく評価されていない」諸省が20日か
ら80日の隊商旅程距離から1日から3日の航空旅程に短縮できることにな
る。こうしたことは北部中国にとっての航空交通の重要性の単に一例に過
ぎなかった。Mao博士に対しては、さらに航空交通の経済的収益性の可能
性についても説明した。航空組織がひとたび創出されれば、そして一般的
な組織の支出が経営コスト等の取るに足りない小部分を構成するにすぎな
いような航空交通の密度をもたらすことに成功すれば、収益性には大きな
可能性があるとした。しかも、航空輸送に適した商品の存在を前提にして
貨物交通に重心を置くことができれば、それは直ちに可能になるのであっ
た。このことは、北部中国では非常に大規模に可能であった。当時の隊商
輸送の運賃率は、ペルシアにおける航空輸送の運送コストと比較すれば、
15 Ibid., S.2.
16 ルフトハンザの世界的交通網の地図、ツェッペリンの世界飛行地図などが週
刊誌や新聞の世界中の名所で写したドイツ人パイロットの写真とともに学校教
育の場に持ち込まれ、ワイマール期においても 20 年代末期にはドイツが「ヨー
ロッパの、いやまさに世界のエアターミナル・センターだ」との意識―もちろ
んその大々的な国家的推進は空軍建設と結びつけてナチス期の平時において一
応実現するのだが―が青少年たちに刷り込まれた。Fritzche [1992], p. 179.　その
一つの重要な発信源がここに見るように独自の航路開拓をめざす世界的航空機
企業としてのユンカース社であったといえよう。
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航空機による代替を広範に可能にするものであった17。
　Mao博士はこうしたユンカース社の説明を踏まえて何通かの報告書を書
き、北京に決断を促す委曲を尽くした資料を送りたいと考えるようになっ
た。そこで、ユンカース社の担当者は、彼のために北部中国航空交通計画
のためのデータや諸価格・コスト計算を用意するよう進言した18。
　1928年1月6日、Mao博士は中国交通大臣の間接的委託者としてシャル
ロッテンブルク工科大学の中国人学生を同伴してデッサウを訪問した。目
的は中国の、特に北部中国における航空交通計画の遂行における北京とユ
ンカース社との協力の可能性についての一般的会談であった。訪問者はユ
ンカース教授に紹介され、かなり長い時間、一般的な中国の経済事情・交
通事情について、とくに航空交通の可能性について話し合った。会談の結
果、合意に達したのは、Mao博士が、「純国民的な中国航空交通」の可能な
組織について、実験路線、例えば北京―奉天間の路線のための組織の案を
仕上げ、これと関連して特にそのような試験的路線を一般的な中国航空路
網の構築に結び付ける可能性を示唆する構想を練り上げることであった。
そこでは、特にそのことがもたらす政治的、経済的、文化的な諸可能性を
強調すべきものとされた。その仕上げにおいては、「製品の売り込み」とい
う性格を持つべきではなく、単に方向を示すもの、そしてきっかけを与え
る作用を発揮するものとすべきだとした。また、何らかの義務とは結びつ
いてはいない数値に基づいて作成されるべきものとした。しかも、ユンカー
ス社の関心は、さしあたりは後々の製品納入に制限されるものとした19。
　ユンカース社の大陸横断航空路線構築とアジアにおける航空機販売を担
当する部局が、ユンカース教授に提出した覚書は、「中国交通省のための、
北京－奉天間航空交通プロジェクト」と題するものであった。その交通プ
17 Notiz vom 12. Februar 1927. Betr.: Besprechung über Russland- und China-Fragen, 
DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T02, S.2f.
18 Ibid., S.3.
19 Aktennotiz vom 9. Januar 1928, Besuch Dr. Mao, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 
T03. 
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ロジェクトは、北京の交通省による実行の場合は、基本的に国家の側で設
立・運営される交通企業とみなされることになっていた。中国サイドの要
請により、Mao博士が中国交通大臣に提出するための資料として、関連航
空機とその予備部品の価格リストも仕上げることになった。中国サイドか
らは、ユンカース社に対し、豊富な航空交通に関する経験に基づく基本的
な経済的データの提供が要請された。それは北京の交通省に中国における
最初の規則的航空路線での航空機の活用、運転コストなどについて手がか
りを提供することに資するものとされた。検討の結果、問題の区間は第一
には貨物輸送路線とみなされるべきであり、もちろん、投入される貨物輸
送機によっては旅客輸送の可能性によっても補完されるものと見た。そこ
で、ユンカース社は機種W33の供給に基礎をおいて価格提示をしなければ
ならないと判断した。もちろん、ユンカース社のその他の機種も、三発機
も含めて図や説明書では言及することにした。さらに、かなり多数の買い
取りがある場合には、割引率の提示も行ってもよいこととした。中国交通
省に提示する資料としては、ユンカース社の航空交通の経験に基づきto/
kmあたりの運賃に関する概観も提示し、その際には投入される機種ごと
に、その数、利用程度による違いの数値も提示することにした。中国にお
いて実際に存在する諸事情に適合したより正確なコスト計算については、
カウマン博士（後述）による北京でのより突っ込んだ会談を踏まえて明確
にすることとした20。
 　1928年2月9日付でMao博士に提示された販売提案（機種と価格、その
説明）によれば、次のようになっていた21。
20 Aktennotiz. Betr. Luftverkehr-Projekt für das chinisische Verkeher-Ministerium 
Peking-Mukden (Kirin). DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T03.
21 Schreiben an Dr. Mao vom 9. Februar 1928. Angebot Nr. 650 für Verkehrsmaschinen, 
DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T03.  
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機種：
F 13 単発6座席（乗組員2名を含む）のキャビン交通航空機。エン
ジンはユンカースL 5。
W 33  単発特殊貨物輸送機。航空写真および害虫駆除用の特別モデ
ル。場合によっては補助的な旅客交通のための複合機。ただし、
貨物輸送課題を特に考慮。エンジンとしてはユンカースL 5。
G 24   3発11座席（乗組員2名を含む）のキャビン旅客航空機。エン
ジンとしては、3基のユンカースL 5。
G 31   3発14ないし20座席（乗組員2名を含む）のキャビン旅客航空機。
エンジンとしては、3基のオリジナルのBristol-Jupiter.
価格：
F 13 機体・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63,000ライヒスマルク
　ユンカースL 5エンジン1基・・・・・・・・16,000ライヒスマルク 
W 33 機体・・・・・・・・・・・・・・・・63,000ライヒスマルク
　ユンカースL 5エンジン1基・・・・・・・・16,000ライヒスマルク 
G 24 機体・・・・・・・・・・・・・・・・239,4000ライヒスマルク
　ユンカースL 5エンジン3基・・・・・・・・48,000ライヒスマルク 
G 31 機体・・・・・・・・・・・・・・・・315,000ライヒスマルク
オリジナルのBristol-Jupiterエンジン3基。1基あたり・・32,500ライ
ヒスマルク（ただしこの価格は算定のためであり、発注ないし
供給時点に有効なブリストル社オリジナル価格となる）。
　以上の全価格は非包装でデッサウ工場出荷の価格であり、目下有効
な正常供給価格を示している。発注が大きなシリーズで行われる場合
は、価格を発注規模に合わせることを留保する。
　このような提案からは、ユンカース機の民間機の販売可能性の拡大が確
認される。提案を受けたMao博士は5月に中国交通省からの電報で帰国を
命じられ、そのことを知らせるフーゴー宛書簡で、「深甚な感謝」を表明し、
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直近の便で数点手に入った中国刺繍の一つを贈呈した。そして、「可能な
限り早急にあなたに注文を出したい」と伝えた22。
　1928年3月14日のカウマンの本社への報告によれば、Mao書簡に基づい
て面会した交通大臣は、航空路線（北京―吉林）プロジェクトに何の緊急
性も認めなかった。この交通大臣（Chan-yin-kui）23は軍人（将軍）で、張
作霖の鉄道部局の地位を占め、「非常に速やかに」軍用機に関心を示し、
しかも、機種K 30に注意を集中した。彼はすこし議論しただけで、元帥（張
作霖）に話すための提案を請求した。北京と奉天の両政府の軍需は「異常
に大きかった」。ただし、「資金はわずかで、当然価格には非常に厳しい制
約」があった。しかし、「非常に難しいが、解決不可能な価格」ではない
と見た。このK 30は、もっぱら爆撃機として利用されることになり、そ
の他の目的のための装備は除外して価格設定するものとした。10万ドル
以上では「耐えられない」ので、仲介商社ジームセンの手数料を含め最高
価格約7万5千ドルと見積もった。さらに、交通省で別の将軍（Chu-pei-bing）
―奉天派元航空局長で「抜群に技術的に通暁している」との印象―と会談
し、奉天政府が「なお約80基のイーグルVIIIエンジンをヴィッカース借款
で手に入れることになろう」がエンジンだけでは「何も始めることができ
ない」。しかも、すでに手に入れているブレゲ―19機は全部が天候等のた
めに使用できなくなっているといった情報を得た。イーグルエンジンを使
用する大量販売可能な機種としては、爆弾射程のあるユンカース機W 33
が適していると、カウマンは売り込みの見込みを伝えた24。
22 Schreiben von Mao Yü Hung an Hugo Junkers am 11. Mai 1928, DMA FA Junkers, 
Juluft 0702 T03. 
23 表記はドキュメントに従う。以下同様。
24 Schreiben Kaumanns an Junkers-Flugzeugwerk A. G. Vom 14. März 1928, DMA FA 
Junkers, Juluft 0702 T03. この後、すぐにも何機かの注文が入る状態になったと
の電報が入ったが、ジームセン商会の中国駐在営業担当者（Sterz）が、ルフト
ハンザの中国進出のために引き抜かれそうになった。Schreiben an die Junkers-
Werke,Hauptbüro, Dessau, 6. April 1928, Ibid. この点でも、ユンカース社とルフト
ハンザは利害を異にしていた。　 
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　1928年6月、張作霖が日本軍の陰謀により爆殺され、北伐に成功した蒋
介石・南京政府は、「最初、純軍事的目的のためにのみ航空制度を育成し
促進」しようとする態度だった。したがって、民間航空プロジェクトとそ
のための航空機購入は最初見込みがなかったようである。しかし、張作霖
爆殺とどのように関係するのか具体的なことはわからないが、軍事航空制
度は28年9月になっても「なお非常に軟弱」であった。これに対し、むし
ろ民間航空への関心の高まりは急速であった。南京政府において、商業航
空交通についても関心が持たれ始めたのは、28年9月の文書によれば、「よ
うやく昨年の冬」のことであったという25。しかし、28年1月のユンカー
ス社重役からフーゴーへの書簡によれば、日本における航空交通の端緒の
事例、25年―26年のロシアの大陸横断飛行、そしてロシアのバイカル湖
地域からモンゴルへの、および中国北西国境沿線の航空路線が、関心ある
中国人グループに自国の航空交通企業の必要性を「緊急なもの」と認識さ
せるに至っていた26。
　28年8月2日、南京で特別の会議が開催された。これには、航空交通に
関与していたほぼすべての中国人が参加した。この会議で中国のための一
種の航空交通会社が設立されることになった。その本部が南京に置かれた。
さらに、暫定的に南京政府支配下の領域を三つの主要交通ゾーンに細分し、
第一ゾーンは南京事務所、第二ゾーンは広東事務所、そして第三ゾーンは
開封事務所の担当とされた。またこの会議では、さしあたり三つの主要航
空交通路線、すなわち、1.) 上海－漢口、 2.)漢口－広東、 3.)漢口－北京の3
路線が樹立されるべきことが決められた。上海－漢口路線の構築は南京事
務所、漢口－広東路線の構築は広東事務所、漢口－北京路線の構築は開封
25 Auszug aus einem Bericht der chinesischen Zeitung “Da -Kung- Bao”, Tientsin, vom 
1. September 1928 über dden Luftfahrt in China, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T03.
26 Schreiben Waurcik an Prof. Junkers vom 4. Januar 1928, S.1, DMA, FA Junkers, 
Juluft 0702 T03.
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事務所に託された。さらに、これら航空交通路線の構築のために外国の資
本を使用することは禁じることが決議された。ここに国民党政権のナショ
ナリズムと自立志向は明確であった。航空交通会社の社長は当然に中国人
（Chang-Hsing-Yue）であり、南京に事務所を置いた。彼の最初の課題は上
海－漢口路線の構築であり、この路線はそれをいくつかの区間に分けて樹
立することになった。その区間としては、例えば上海－南京、南京－安慶、
安慶－九江、九江－漢口が考えられた。その構築のため、暫定的に100万
メキシコドルの資本を調達するものとされ、この資本はこの路線に存在す
る諸都市によって工面されるべきものとされた。さらに外国中国人が30
万メキシコドルの助成金を約束した。南京政府の軍事航空制度は約100人
のパイロットを擁しており、彼らは戦争終結後もちろん航空交通のために
使用され得る人員であった。しかし、この時点で交通航空機は、この会社
の場合、フランス製が考えられていた。この間、買い入れのため特別の委
員会がフランスに派遣されていた。その派遣先からの情報では最初のマ
シーンが3か月以内に中国に到着することになっていた27。
　1928年7月20日のカウマンの覚書28によれば、彼は中国への販売に関す
る交渉が進展していることを偶然に知った。ユンカース教授から彼に与え
られた任務は単に日本だけでなく、中国におけるビジネスでも貢献するこ
とであった。したがって、彼は極東に出発する前に、中国ビジネスに関し
ても話し合っておきたいと申し出た。8月14日の「中国、南京交通制度」
に関する会議の結果、南京委員会（Nanking-Kommission）のための準備の
細部が最終的に確定した。交通制度のプロジェクトに関しては、担当重役
（プランゲ博士）が中国の旅客・郵便交通等に一般的な前提諸条件を概括
27 Auszug aus einem Bericht der chinesischen Zeitung “Da -Kung- Bao”, Tientsin, vom 
1. September über dden Luftfahrt in China, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T03. 
28 Aktennotiz von Kaumann am 20. Juli 1928. Betr.: Aktennotiz Dr. Bruhn über China 
vom 18. 7. 28, DMA FA Junkers, Juluft 0702 T03.  
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する文書を作成することになった。フォン・ベントハイムは民間航空交通
のさまざまの運営種類について原価・価格計算の提案を作成する仕事を引
き受けた。さらにベルリン事務所の担当者が中国政府のための覚書を仕上
げて提供することにした29。
　他方で同日、ユンカース社ベルリン事務所には、広東政府委員会（Kanton-
Regierung-Kommission）がやってきた。この委員会は、ユンカース社の軍
用機販売促進派重役が依頼したバウアー大佐作成の17冊の提案書を検討
し、個々のまだ異論の余地のある不明確な点を明らかにし、可能な限り個々
の提案に関して具体像を作り上げたいとしていた30。
　この広東委員会は修理と後々の製造の可能性について確信を持っていた。
デッサウ（ユンカース本社）の仕事としては、彼らに個々の機種について
その利用可能性などを提示する必要があるとした。特に、ヴェルサイユの
軍用機禁止をのがれるためにスウェーデンにつくった子会社の所在地「リ
ムハムで完全に装備されたマシーン」すなわち軍用機を見ることができる
ようになれば、直ちに当地工場の視察をアレンジすることも提案された。
この委員会はさまざまの計画の具体化のための資金も持っているので、会
談でユンカース社販売部がそれぞれに対応した注文を目指して努力するこ
とも提起された。仲介者のバウアー大佐は、すでにどの程度広東でユンカー
ス社提案に対する承諾がなされているか、知らせを待つことにしていた31。
　しかし、こうしたユンカースの対中国販売の進展に関しては、イギリス
が情報を入手し、国際協定違反だと抗議をしてきた。同じ1928年8月16日
のベルリン事務所のメモによれば、外務省極東部のトラウトマンは、イギ
リスの公式サイドから、リムハムから広東への納品によってドイツ側が国
29 Aktennotiz. Betr. China, Nanking-Verkehrswesen am 16. August 1928, DMA FA 
Junkers, Juluft 0702 T03. 
30 Aktennotiz.vom 16. August 1928. Betr. China-Kanton, DMA FA Junkers, Juluft 0702 
T03.
31 Ibid. 
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際的協定を侵害したとして、「最近、非常に不快な形で」問いただされた
という。イギリス側が直接問題だとして示唆したのは、機関銃を装備し爆
弾投下装置を持つ航空機の取引であった32。
　1928年9月17日付、ユンカース宛の報告33によれば、中国との仲介者バ
ウアー大佐と「いわゆる南京委員会」との交渉がデッサウへの再度の訪問
（7月30日）を踏まえて続けられていた。しかも、この間に、ドイツには
中国のほかの委員会も派遣されていた。この広東からの委員会も、9月11
日にバウアー大佐とユンカース工場を視察していた。この広東の委員会は、
単なる購入委員会という性格ではなかった。それは、場合によってはユン
カースと一緒に広東の航空機のため、当面小規模な生産施設を樹立するた
めの基盤を確立することに関心を持っていた。その場合考えられていたの
は、A 35月産3－5機であった。広東委員会の長は中国人将軍であり、彼
は広東兵器庫長（Direktor des Canton-Arsenals）であり、その上、第8中国
軍の調査委員会委員長（Vorstand der Studienkommission der 8. Chiniesischen 
Armee）でもあった。彼は二人の技師を同伴していた。その一人は航空機
専門家であり、一人は武器技術者であった。前者は1928年に約8か月ユン
カース社で実習生として仕事をし、ドイツの大学で数ゼメスター勉強して
いた。この委員会がデッサウに残した第一印象は、すばらしいものであっ
た。ただ、中央政府によって派遣された南京委員会の諸課題とすでに具体
的な広東委員会の希望との間に一定の対立が存在しているのかどうか、ユ
ンカース社としては見極められない状況であった。両委員会の対立ないし
違いから、場合によっては後々諸困難が生じる可能性があり、仲介者のバ
ウアー大佐とユンカース社が求めている全中国問題の統一的な処理が難し
くなる危険性があった。
32 Aktennotiz vom 16. 8. 1928. Betr. China, Siemssen – Limhamnlieferung, DMA FA 
Junkers, Juluft 0702 T03.
33 Schreiben des Hauptbüros an Prof. Junkers vom 17. September 1928, DMA FA 
Jukers, Juluft 0702 T03. 
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　1928年10月1日付のハンブルクの商社ジームセン（Siemssen & Co.）か
らユンカース社（Junkers-Flugzeugwerk A.G.）宛ての書簡は、中国の商業
航空交通に関して、天津の友人からの情報（9月4日付）を伝えるものであっ
た。それによれば、天津発行の中国新聞（“Da-Kung-Bao”）は南京政府が
計画している中国における航空交通網の建設に関する報告を抜粋して伝え
ていた。報告書には根本的に新しいことは含まれてはいなかったが、南京
政府が少し前から中国における航空交通の構築に関する具体的な計画を作
成していることを知らせていた。ただ、この報告書の最後の節では購入委
員会が何機かのフランス製航空機を買ったという情報も含まれていた34。
　1928年11月、ユンカース社宛、中国に関する交渉の進展に関する報告が
届いた。交渉進展過程でたくさんの電報のやり取りがあった。カウマン博
士からは、第一に、南京の航空局（Luftamt Nanking）との航空機8機の売
買契約に関して、「我々の関与により、これが決定的となった」と知らせ
てきた。航空局長が「我々に対して完全に信頼を示した」と35。
　1928年12月22日付のユンカース教授宛報告では、「一昨日、南京で公式に
イギリスによ中央政府の承認が行われた」との新聞情報が伝えられた。こ
れまでは蒋介石の地位に関する不確実性があったが、この承認手続きは、
疑いもなく、イギリスの重要な態度表明であり、「蒋介石の中国政府の長
（Präsident der Chinisischen Regierung）としての地位への支援があった」と36。
その地位の一応確立した中国政府に対する売込みが今後の課題となる。そ
の方針は次節でみるとおりであるが、その前に補足しておけば、この間に、
中国における航空機生産でも進展が見られ、広東に小さな工場を建設する
34 Schreiben von Siemssen & Co. an Firma Junkers-Flugzeugwerk A.G. vom 1. Oktober 
1928, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T03. 
35 Aktennotiz für Prof. Junkers am 24. November 1928, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 
T03.
36 Aktennotiz für Prof. Junkers am 22. Dezember 1928, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 
T03. 蒋介石の支配的地位が確認されたとみて、カウマン博士の最後の報告（蒋
介石の実際上の地位についての報告）には「修正が必要」ということになった。
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交渉が進んだ。広東調査委員会との交渉の結果、11月初めには機種A 35
の組み立てと最終的には製造を目的として小規模の工場設備を広東に提供
することで「基本的合意」ができた。契約前文で両当事者の合意事項とし
て、この契約がユンカースと中国政府との間の中国における「可能な限り
自立な全金属製航空機製造の発展のための出発点」を形成することを謳う
ものとした37。また、中国における特許保護法の欠如などにどう対処する
かも決めた。そして、ユンカース社は契約締結時に25万ライヒスマルク
を受け取ること、契約機種のドイツ販売価格に7％のライセンス料を政府
から受け取ること、当面契約締結時の価格としては1万3500ドルとするこ
となどが合意された。さらに、政府はユンカースに対し毎年のライセンス
最小額を初年度は契約機種20機体、第二年度は25機体、第三年度は30機
体について支払うことなどを取り決めた。後々しかるべき時が来れば、「当
然にも」政府にユンカース機に関する包括的な契約を締結することも、そ
の自由裁量にゆだねることが決められた38。　
３．平和的国際協調路線の堅持と世界恐慌下での奮闘
　ユンカース社は1928年には航空機1000機の完成を記念し、W 33の開発
で一時アメリカに抜かれていた長時間飛行の世界記録も更新した。29年
にはユンカース航空エンジン1000基、ユンカース複ピストンエンジン
1000基の供給を祝うことができた。フーゴーは28年から29年にかけ、アー
ヘン工科大学、ミュンヘン工科大学、ギーセン大学、カールスルーへ大学
の名誉評議員・名誉教授・名誉市民など実にたくさんの大学や都市から栄
誉ある称号を受けた。プロイセン科学アカデミーの会員にも選ばれた。こ
の年はフーゴーにとって栄光の絶頂点といえるであろう。そして、29年に、
37 Luftpost der Junkers-Werke an Dr. Gottfr. Kaumann vom 7. Nov. 1928,S.1-2, DMA 
FA Junkers, Juluft 0702 T03.
38 Ibid., S.5-6.
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それまでに次々と創立されて大きくなったユンカース・コンツェルンが次
のように5つに編成された。ユンカース教授研究所（Forschungsanstalt 
Professor Junkers）、ユンカー ス・給湯暖房用ガス器具会社（Junkers & Co., Fabrik 
für Professor Junkers’ Gasapparate zur Warmwasserversorgung und Raumheizung,
（略称JCO）、熱量計工場（Kalorifer-Werk Hugo Junkers）、ユンカース・エ
ンジン有限会社（Junkers-Motoren G.m.b.H）（略称Jumo）、ユンカース航空
機製造株式会社（Junkers-Flugzeugwerk A.G.）（略称Jfa）。同年も、次々と
技術開発を達成した。すなわち、航空機重油エンジンでも、ガソリンエン
ジンほど軽量にはできなかったが、航空機に組み込みことができるほどの
軽量化に成功した。W 34は12,739メートルの世界高度飛行記録を達成し
た。それはこのようやく一年後、アメリカ機に追い越されるという記録だっ
た。同型機は国際航空連盟（Fédération Aéronautique Internationale）から認
定された二つの高度記録も達成した。500キログラム積載で高度9190メー
トル、1000キログラム積載で高度7907メートルであった。当時のジャン
ボ機G 38は、試験飛行において5000キログラム積載で速度および距離で
世界記録を達成した39。
　しかし、こうした先進的技術開発によっても、世界市場の狭さを打破す
ることはできず、開発投資の負担が重荷となった。結果的には1930年か
ら31年にかけ、金融困難に陥ってしまった。30年に約75万ライヒスマル
クのユンカース・エンジン有限会社の手形が不渡りとなってしまった。次
の年にはそれが全コンツェルンの支払い不能を引き起こした。これは、国
の金融支援を求めざるを得ないほどだったが、援助は得られなかった。民
間企業でユンカース・コンツェルンを引き受けようと関心を示す会社も
あったが、結局実現しなかった。最終的には給湯暖房設備製造の工場（JCO）
39 Vorarbeiten für eine chronologische Junkers-Kartothek, S. 84-87, DMA, LR 02462.
念のために付言すれば、会社名略記にはドキュメントにより違いがみられる。
JCO には ICO、Jfa には Ifa の略記が併存する。
横浜市立大学論叢人文科学系列　2017 年度：Vol.69　No.1
218
をロベルト・ボッシュ株式会社に売却し、何とか危機を乗り切ることになっ
た40。
　こうした1929年から31年にかけて会社が直面する厳しい状況の下でも、
ユンカースの平和的国際協調主義の理念は揺るがなかった。全体状況とし
ては、20年代半ば以降の相対的安定期はドイツとヨーロッパにおける排
外的ナショナリズムの潮流の抑制と国際的協調の潮流の興隆をもたらした
ていた。ドイツの国際連盟への加入とそこでの重要な地位の獲得を可能に
した国際的潮流、そして、ブリアンの「汎ヨーロッパ理念」のメモランダ
ムの発表とそれに対するワイマール共和国政府のポジティヴな反応は、ま
さにフーゴー・ユンカースの一貫した平和的・国際協調主義的・民主主義
的な理念と世界戦略に合致するものであった。それはまさに次に示すよう
にユンカース社の進むべき道を示したものであった41。
　彼はブリアンの「ヨーロッパの連邦的組織化」とこれに対する政府の態
度に積極的に反応し、ユンカース社が表明すべて諸基本原則と諸目標を明
確にし、実際的な提案を提示するべきだとした。それは、中国における満
州事変勃発の約1年2か月前、30年7月の会議においてであった。彼は、「無
理強いの政策」、軍事的、経済的その他の武器を使った政策、こうした世
界史で不断に見られた政策とは反対に、「世界経済的分業の基礎の上での
ヨーロッパ諸国民の個別的諸利害の理性的調整によってのみ、汎ヨーロッ
パ・プロジェクトの実現は可能である」とした。その際従うべき原則は、「す
べての国がその製造に最良の条件を持っている富を生産するとき、利益の
共通性がすべてのものに最もよく保証される」というものであった。ヨー
40 Ibid., S.89. 危機を乗り切るにあたっての最終的な売却先―助けの手を差し伸
べたともいえる－がナチス期に「自由主義的抵抗」を行ったとされるロベルト・
ボッシュであったことは、追放されるフーゴーの政治的志向との関係で興味深
い。Scholtyseck [1999]. ワイマール期における「確信的民主主義者」とも評され
るボッシュ（Theiner [2017]）の検証は今後の課題としたい。
41 Aktennotiz vom 29. Juli 1930. Betr.: Stellungnahme Professor Junkers zur 
paneuropäischen Idee und der Frage der Verkehrswege und Verkehrsmittel der Zukunft, 
DMA, FA Junkers, Juluft 0503 T32. 議事録署名者はデートマンである。
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ロッパ諸国民の相互理解を進めるためには、政府だけではなく経済自身が、
特定の経済部門の直接的な意思疎通をはかり私経済的基盤の上でその課題
に取り組まなければならず、ヨーロッパ経済の新秩序において重要な地位
を占めなければならないとした。自社が行った直接的意思疎通の実績とし
ては、「プジョーとの諸契約やペルシア・南アフリカ等との航空交通」の
構築を挙げた42。
　フーゴーは、ユンカース社が質的に高く割安の技術革新の創造の目標を
もって工業的経済的研究の諸課題を追求してきたが、その点で「自社の利
害とドイツ国民の利害とが一致」しているのだとした。なぜなら、世界経
済の分業においてドイツは全体として同じ課題に直面しているからだと。
そして、「汎ヨーロッパ諸計画の実現は同時的な交通問題の解決なしには
考えられない」とした。19世紀に鉄道網の建設と関税の撤廃が国民統合
に決定的な役割を演じたとすれば、ヨーロッパ諸国民の経済的境界の緩和
化においては航空交通が、陸上において鉄道が、海上において船がヨーロッ
パ諸国民の経済的分業・商業交通に貢献したよりも高度に、その役割を果
たさなければならない。この課題に、航空機製造における諸経験をもとに、
またユンカース社が創設しまだその掌中にある航空路線によって協力しな
ければならない。しかも、こうした課題は、ヨーロッパの境界内あるいは
汎ヨーロッパ理念の実現によっては決して果たされない。世界経済的分業
を基礎にした諸利害の共通性の原則は、ヨーロッパを超えて全世界に及ぼ
さなければならないと。この原則的立場はドイツ政府のブリアンに対する
42 Ibid., S.1f. 1926 年ユンカース航空機製造会社とペルシア政府との間に航空
会社設立の契約が結ばれた。実際の設立は 1927 年で、ユンカース航空ペルシ
ア（Junkers-Luftverkehr Persien）が設立された。この会社はペルシア政府と契約
を結び、予定の 3 航空路線で 5 年間の旅客貨物空輸の独占権を得た。2 月に営
業を開始し、路線を拡大して、29 年には航空郵便が 27 年の 30 倍になった。27
年の乗客の 10％がペルシア人だったが、29 年にはすでに 57％になった。この
会社に「大きな信頼が寄せられた」ためであった。‘Neues aus der Industrie’, Der 
Motorwagen, Heft 13 vom 10. Mai 1926, BArch MA RH 8I, 3673.; Vorarbeiten für eine 
chronologische Junkers-Kartothek, S.84-87, DMA, LR 02462, S.82.
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回答の傾向にもあることだと。航空交通には陸上や海上の交通手段に比し
て「はるかに大きなパースペクティヴが開かれている」という確信がフー
ゴーにはあった43。
　この間、中国市場拡大はどのようになっていたか。1929年2月12日の会
議では、中国の政治情勢がユンカース社自身の利害とかかわって問題に
なった。目下最も影響力のある、かつは最も有能な権力者で現在の“中央
政府”のメンバーである蒋介石と馮玉祥の対立が問題であった。内的安定
は問題外で、両者の「公然たる決裂、あるいは武力衝突さえ」多方面から
予測される状態であった。満州―日本問題も「非常に繊細」な問題だった
44。1929年1月からの現地担当者（Otfried Fuchs）とユンカース社との往復
書簡によれば、カウマンの協力のもとで3機の陸上機W 33の馮への供給が
実現したが、こうした状況ではこれは秘密にしておかなければならなかっ
43 Aktennotiz vom 29. Juli 1930. Betr.: Stellungnahme Professor Junkers zur 
paneuropäischen Idee, S.3f., DMA, FA Junkers, Juluft 0503 T32. ユンカースは、統一
通貨の創設などもすでに構想していた。その点は。1930 年 7 月 14 日のヴァル
ネミュンデでの講演でのべていた。Ibid., S.4.
44 Aktennotiz vom 12. Februar 1929. Betr. China, Anfrage Habü v. 8. I. 29, S.1, DMA 
FA Junkers, Juluft 0702 T04. この時点ではいくつもの主体とユンカース社は契約
にこぎつけていた。1. 南京委員会とベルリンで（暗号名「フィンランド」）。3
機の A 35、エンジン 5 基、交換部品、航空機整備工場の設備。この契約は、「南
京ないしその近隣の勢力圏」向け。2. 南京政府（ハンブルク商社 S. & Co. 経由）（暗
号名「日本」）。6 機の A 35 陸上機・水上機、2 機の F 13。水上機並びに水陸機。
これらは南京勢力圏の沿岸地域・大河地域向け。3. 広東委員会とベルリンでの
契約。1 機の A35 と追加機オプション付きで。これは広東向け。4. 馮玉祥との
ハンブルク商社 S. & co. 経由の契約。3 機の W 33 陸上機。10 機までの追加発注
義務付き。それに交換部品と整備工場設備。これは Langtschou（fou）向け。以
上の航空機供給に 1925 年初めから漸次行われてきた供給を合わせると全部で、
約 22 機の A 20/35、水上機・陸上機。同じく 5 機の F 13、水上機・陸上機。3
機の W 33　陸上機となった。全中国への航空機の配置を地域別にみると、広東
地域に 1 機の A35、南京地域に 3 機の A 35 と修理工場、沿岸地域と揚子江地域
に、6 機の A 35 と 2 機の F 13、そして、おそらくは Langtschou（fou）に、3 機
の W 33 と修理工場。残りの既供給 A 35 と F 13 は、山西から奉天までの地域に
配備される予定であった。さらに上海からは S. & Co. を通じて、揚子江下流の
統制のための航空測量に関する交渉も進んでいる、と。Ibid., S. 3-6.
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た。さらに6機のA 35と2機のF 13の売り込みに取り掛かっていた。2月16
日、同人（南京）からのユンカース本部（Hauptbüro）宛て書簡によれば、
近いうちに軍と民政当局から「航空の建設」（Ausbau der Luftfahrt）に関す
る提案を公式に要請されることが期待されるということだった。そこで、
その準備をしておくため、意見交換したいと伝えてきた45。29年3月には、
中国とドイツの合弁企業設立にかかわる議論が出てきた。ドイツと中国、
半々、と46。結果的には、3分の2が中国資本、3分の１がルフトハンザとし、
資本によける中国の優位性が中国サイドの求めで決められた。結果、30
年に欧亜航空が創立された。
　機種は、ドイツ航空機産業の製品ということで実際にはユンカースのも
のが優先された。この機種選定にあたっては、これまでのユンカースの航
空機の世界的名声と多様多次元の営業努力も背景にあったのは当然のこと
として、ユンカースの販売担当者カウマンのドイツ中国公使を通じる外務
省経由での国への働きかけ（報告書）も47、影響したと思われる。
　しかし、29年12月31日付のドイツ公使（北平）から外務省への報告は、「中
国航空市場におけるドイツの消滅」の危機を訴えた。それは、アメリカと
フランスの競争が29年にドイツ航空機産業を中国市場から追放したと主
張するものであった。中国市場はドイツ航空機にとってまだオープンな最
も将来性のある市場であり、ドイツ航空機産業を金融的に支援する必要性
があるとした48。われわれが見てきたように、中国市場拡大で実際に活動
したのはドイツ航空機産業一般ではなく、ユンカース社だけであった。つ
まりは、ユンカース社が内容上ではドイツ航空機産業とイコールというこ
45 Schreiben von Otfried Fuchs an Junkers-Hauptbüro, 16. 2. 29, DMA FA Junkers, 
Juluft 0302 T08 M12. 
46 DMA NL21 Junkers 046, 71852 China (1925-33), 24. III. 29. 
47 報告書はカウマンが 1929 年 11 月にドイツ公使と行った「会談をもとに作成
された」。Schreiben Kaumanns an das Hauptbüro, Dessau am 5. Februar 30,  DMA, FA 
Junkers, Juluft 0702 T05. 
48 Deutsche Gesandtschaft, Peiping, den 31. Dezember 1929, S.1, DMA, FA Junkers, 
Juluft 0702 T05. 
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とになる。国家への訴え（援助要請）である以上、特定業者の支援を前面
に押し出すことはできなった。それでも、実際に具体的に文書内で名前が
出てくるのはユンカース社のみであった。
　ドイツ公使（北平）は、ドイツ航空機産業が1928年、最初非常に大き
な成果を上げたとし、29年になってその輸出が「ほとんど完全に停止した」
と訴える。29年に起きた中国でのユンカースA35の事故を念頭に置いてみ
なければならないが49、「技術的問題と故障」がこの輸出停止状態に一時
的にある程度の役割を演じた。そのことを認めつつ、むしろ、第一には外
国の競争者の販売方法にこそ原因があるとした。外国の競争者は中国の買
い手に「魅力的な提案」ができるからだった。外国競争者は、中国に強い
金融的軽減措置をとり、特別割引を行っていた。将来のビジネスへの影響
を安全にするためである。そこでは、明らかな最初の損失や非常に大きな
危険が十分な安全措置なしに与えられていた。この種の「もっとも印象的
で最も重要な事件」は、南京政府の鉄道省とアメリカのカーチス・グルー
プの間の航空交通契約の締結であった。その周知の諸条件は一方では、ア
メリカ側の巨額の即座の投資であり、他方では、航空交通、機材販売、工
業活動等における長期の独占権であった。これほど包括的ではなく、影響
範囲もわずかだが、他のアメリカ企業との契約や販売でも同じように厳し
い状況を示す兆候があった。そこでは同じように、競争できないほどの低
価格あるいは寛大な支払い条件によって市場を切り開いていた。具体的に
は、29年最後の数か月のうちにスティンソン航空機会社（Stinson Aircraft 
Co. Detroit）が南京の交通省に8機を「非常に安い価格で」売った。さらな
る販売の権利を確保してである。この航空機はすでに交通省の上海－南京
49 事故の原因を調査したところ、Finnland-Machin とあるので中古品の「古いマ
シーンを新しいもの」として売られたこと、試験飛行で最初の回は全く問題が
なかったこと、パイロットの交替で 2 番目のパイロットが「不安な感じを表明
していた」ことなど、その場合の対処方法の問題など、いくつかの問題点が発
見されていた。Aktennotz. China-Besprechung im Hauptbüro am 12. 7. 29, DMA, FA 
Junkers, Juluft 0702 T05.
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－漢口路線に投入されていた。したがって、カーチスの独占がこの路線で
実際には打ち破られたといえるが、この地域の中国航空交通のアメリカ化
が進んだとも言える。戦争省（Kriegsministerium）からは11月に12機の
Kraftflugzeuge50がアメリに発注された、と51。
　アメリカと同じような手段をフランスの航空機産業も使っていた。フラ
ンス航空産業には、非常に有名な輸出報奨金が与えられており、それは機
材の工場出荷価格の50％にも達するものであった。この軽減措置は、中
国人に特に支払い条件で希望に応えることを可能にしていた。そこではビ
ジネスの安全は「不問にされ」、わずかの頭金だけで最大限の分割払いで
提供されていた。フランス人は特に奉天で成功しており、この方法で大き
な、しばしば支配的な役割を演じていた。最近わかったように、フランス
人は間もなく中国西部でも行動を展開しようとしており、ハノイにはすで
に四川省に向けて送る予定の航空機が保管されている、と52。
　ドイツ航空機産業はアメリカやフランスの攻勢に立ち向かうためには金
融的に「あまりにも弱く、ほとんど戦うことなく」中国市場を敵に引き渡
さざるを得なかった。ユンカース社は資金不足のため、注文時に購入価格
の50％を、工業からの引き渡し時に50％を要求せざるを得なかった。そ
れでも、一年前は、注文時50％、引き渡し時50％の支払い条件を上海で
貫徹することに成功した。その際、引き渡し時50％については中国の大
銀行が保証し、上海までの輸送期間中はドイツ ‐ アジア銀行の援助を受
けたドイツ商社によって金融的に切り抜けることができた。ところが、今
年になってアメリカ・フランスの競争が支払い条件を絶えず悪化させた。
そこで、今では注文時30％、上海到着時20％、残余は一年のうちにとい
50 管見のかぎりだが、はじめて使われ言葉である。国際条約・ヴェルサイユの
制約に最も注意が必要な公使文書・外務省文書であるため注意深く、K の本当
の意味 Krieg 戦争・軍用を隠ぺいするため Kraft が使われていると思われる。
51 Deutsche Gesandtschaft, Peiping, den 31. Dezember 1929, DMA, FA Junkers, Juluft 
0702 T05.
52 Ibid., S.3.
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うことになってしまった。このような条件では、ドイツ航空機産業はもは
や契約を結ぶことなどできない。現時点では市場から完全に追放されてい
る。中国市場から離れていることが長くなればなるほど、失った地盤を取
り戻すにはますます困難が大きくなる、と53。
　しかし、中国はまさに躍進している航空機産業が決してなおざりにして
はならない市場であった。中国の交通需要は急速に成長していた。鉄道の
建設によってはそれにこたえることができない。というのは政治的不安定
性が固定資本の大規模投下を阻止しているからであった。したがって自動
車交通と航空交通に力を集中している。中国の自動車輸入の分野ではドイ
ツはこれまで競争力がなかった。したがってドイツに残っているのは航空
交通だけである。この分野では技術的になお競争力がある。金融的な不足
でここでも排除されるなら、中国の交通の発展に参加するあらゆる可能性
を失ってしまう。そうなれば、それによって同時に広範な、現在はなお開
かれている全アジア空間への通路を失ってしまうことになろう54。
　ドイツ航空機産業は市場としてドイツ国内だけが割り当てられれば、そ
してヨーロッパ空間の狭さと購買力の少なさにより航空交通への経済的需
要が低いとすれば、合理的な大量生産の有利さを活用できず、生存できな
くなろう。すでに連合国の航空機産業が独占しているオープンな市場は多
くなく、その中では中国が最も大きなものであった。当面はドイツの航空
機が中国で知られており、名声を博しているという有利さがある。航空機
を買うときに問題となる諸官庁と知り合いの中国語のできる「一人の人物」
がいる。この人物はビジネスを専門的知識をもって進めコントロールでき
る人物である。アメリカ人やフランス人はこれまでのところ金融力の優位
さをもっているにすぎない、などと。そして、国（Reich）にドイツ航空
機の中国への輸出で支援を与えることを求めるのであった55。
53 Ibid., S.4.
54 Ibid.
55 Ibid., S.4f.
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４．満州事件前後の情勢と軍用機の需要・国産志向への対応
　29年2月の中国に関する会議では、ユンカース社の営業政策としても、
中国の全体情勢が目下「見通しがきかない」ことを考慮して、静観する態
度を方針とした。中国情勢は大きな投資をするにはまだ機が熟していない
と見た。政府の最高の諸部署によってさえ憲法や法律の侵害が行われる事
態では、ビジネスの秩序だった処理のための何の確たる保証もないと見た。
とりわけ、当面、納品などの際に大幅な信用を提供するのは不適切だった。
というのは最近の中国人のビジネス・メンタリティが、できるだけいい条
件で信用を得ようとすることに向けられていると見たからだった56。
　1929年にユンカース機4機が南京政府により購入されたが、その後、注
文は中断していた。29年に中国での販売が停滞した要因としては、A 35
の事故の影響が大きかったであろう。その事故原因を巡っては、7月、9
月の中国問題会議で検討した57。しかし、中国関係者への説明と理解も得
て、1930年ともなると、中国の航空機需要が高まり、5月初旬には「山西
総督が12機購入する決定を下した」との情報が代理店経由で入った。ユ
ンカース代理店（ジームセン）は、6機のA 35 陸上機、6機のW 33 陸上機
にそれぞれ「K装備」をつけて提案した。すなわち軍用機仕様の12機を提
案した。しかし、この時点ではユンカース社以外のドイツ企業も売り込み
に力を入れ始めていたようであり、30年5月のユンカース社中国会議での
記録によれば、アラド社とその代理店（Carlowitz & Co./Arado S.C. II）が「あ
らゆる手段を使って」ビジネスをしようとしていた。これに対抗するため、
ユンカース社代理店は新たなぎりぎりの価格計算を求めてきた。その上、
さらなる困難が付け加わった。新しい航空局長が任命されたのである。彼
に支払う5％のコミッションも入れなければならなかった。二人の将軍、
56 Aktennotiz. Besprechung am 11. Februar 1930, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T06.
57 Aktennotiz. China-Besprechung im Hauptbüro am 12. Juli u. 6.Sept. 1929, DMA FA 
Junkers, Juluft 0303 T17 M57. 
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調達局長など総数7人への合計13％のコミッションのほか新航空局長への
5％が加わって、コミッションは18％にもなった。しかし、このビジネス
が競争者に持っていかれないようにするため、「全手段を使うことに意見
が一致」して、価格計算が行われた58。
　航空関係で経済省に対して申請が出された輸出促進保証も提供された。
ただし、1930年11月に下った輸出保証委員会の南京政府との契約に関す
る決定は、航空機に関するものではなく、航空設備の設置にかかわるもの
であった。しかも、「軍需産業に資するような、あるいは役立つような化
学設備が作られてはならない」などといった制限を満たすものに限るとい
う条件が付けられていた。また、疑いの余地ないドイツの物品・サービス
に限ること、さらに物品・サービス価格の最高で70％までとすることな
どが課せられた59。そうした限界はあったとしても、申請した会社からユ
ンカース社には情報が寄せられていた。
　しかし、アメリカとの競争は厳しいものがあった。戦争省の、特に決定
権を持つ高官のユンカース（その代理人）に対する態度は「きわめて友好
的」であった。しかし、他方で実際に売買に絡む役人たちは「敵対的では
ないが、友好的でもなかった」。カウマン博士の見るところ、多くがアメ
リカ人に肩入れしていた。彼らはアメリカとの取引で「実際にいくらか儲
けたか、あるいは儲けたいと思っている」からであった。あるいはまたア
メリカ機がユンカースのA 35より性能がいいとの判断からだであった60。
しかし、仲介のカウマンは「日本寄り」だとの政治的判断が決定的だった
かもしれない。事実、カウマンは日本におけるユンカースの航空機とライ
58 Aktennotiz vom 8. Mai 1930. Betr.: China/Besprechung, DMA, FA Junkers, Juluft 
0702 T06. 当然にも、「武装」の項目もあり、銃のタイプ、照準用望遠鏡の内訳
もあった。この中国問題会議に限らないが、ユンカース社の委託を受けて日本
と中国でのビジネスに携わるカウマン博士も帰国中で同席した。
59 Schreiben der Deutschen Revisions- und Treuhand-Aktiengesellschaft an Firma 
Steffen & Heymann am 25. November 1930, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T06.　　
60 Schreiben Kaumanns an R. Sterz vom 10. 10. 30, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 
T06.
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センスの売り込みの中心であった。
　1931年5月、ユンカース機販売にさらに軍用機注文で新たな展開がみら
れた。南京政府の調達局の局長－注文の決定権を持つ人物－との話し合い
で、この局長が15機のユンカースK 47（全金属製複座戦闘機）61を発注し
たい意向をもっていることがわかった。その局長によれば、3年前にユン
カースから4機買ったが、他の企業からも買った。ほかの企業とはそれ以
来4ないし5の購入契約を結んだ。しかし、ユンカースとは種々の事故の
ために前進がなかったのだと。ユンカース社側は、事故の原因を説明し、
正常になっていることを説明した。戦争大臣（Kriegsminister）はほかの企
業と同じような契約をユンカースと結びたい意向であった62。南京政府の
商業問題担当公使館参事官がユンカース宛に送った書状（5月28日付）に
よれば、「様々の国の代表的な企業と結んだ三つの契約」を送付し、「この
2年間、相互に満足する」内容であり、その先例を基礎において契約した
いということであった63。
　その後、南京政府から入った注文では、購入対象の機種K 47（軍用機）
を南京政府に対してだけ販売するという条件が付いていた。しかも、南京
61 ユンカースの子会社で、軍用機を製造しているスウェーデン、マルメー
（Limhamn）の A.B.Flygindustri が「ユンカースの特許により製造した」、「高性能
戦闘機」と製品宣伝パンフレットに明記している。DMA FA Junkers, Juluft 0303 
T20 M1, M2.
62 Noitz Waurick-Junkers v. 20. Mai 31, DMA NL21 Junkers 046, 71852 China (1925-
33). 南京政府は、航空機購入を急いでいるようで、他の企業が「この間に３－
ないし 4 つの注文を受けた」という情報も、ユンカース社は入手した。Notiz für 
Prof. Junkers am 19. 5. 31, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T07. 5 月末には中国公使
館からベルリン工科大学で航空技術を学んだ外交官（参事官）、科学的材料検査
の専門官で武器庫局長（Chef des Arsenalamtes）、アメリカで学んだ後戦争科学
アカデミーの教授になっている人物、武器庫長（Arsenalleiter）だった人物、そ
れに武器庫局技師の 5 人がデッサウを訪問した。記録によれば、「中国商業部の
訪問」となっている。テンペルホーフ空港で自社機で出迎え、帰路航空便も用
立てた。Aktennotiz vom 29. Mai 1930. Betr. : Besuch der Chines. Handelsabteilung. 
DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T07. 
63 Schreiben vom Legationsrat für Handelsangelegenhaiten am 28. Mai 1931, DMA, 
FA Junkers, Juluft 0702 T07. 
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政府航空局のアメリカ寄りの一官僚による異議のため、さしあたり発注は
7機のみだった。その理由は、ユンカースがこの受注で、A 35のような事
件（補助操縦装置の取り付けの誤りによる事故）がもう起きないことを証
明しなければならないからであった。この7機が順調なら、もっと多くの
発注が今後行われることになろうと64。5月末の情報によれば、12機購入
との電話があった。この間に南京政府がユンカースとの売買契約を決めた。
「それ以上はおそらくは資金がなかった」。7機のK 47購入については、ユ
ンカースの会社に友好的でその機種に厚い信頼を寄せている将軍（Uwe）
の力が決定であって、細かな性能の違いが問題ではなかったという65。
　こうした南京政府への売り込みの成功と関連して興味深いのは、ユン
カースが日本と中国の販売を託したカウマンに対する南京政府サイドの態
度であった。南京政府との関係では、カウマンのルートは機能しなかった。
彼は直接の担当者に会ってもらえなかった。彼は、「日本サイドの人物」
と烙印を押されていたのである66。
　1931年5月末に入った情報では、フォッカー社が中国から大量の偵察機
（30機）や戦闘機（30機）の注文を受けたということだった。この注文は
オランダ植民地軍の元大佐（de Fremery）の仲介によるものという67。2か
月後の情報では、注文は倍の120機となり、60機の単座戦闘機D 16、60機
の偵察機C 5であった。全機にジャガー・エンジンが搭載されるというこ
とだった。フォッカー社部長（Rasch）が南京にいてこの契約を結んだと
の情報で68、ユンカース社はこの強力な競争情報を現地代表（Sterz）に伝え、
64 Notiz vom Mai 31 u. 20. Mai 31, DMA NL21 Junkers 046, 71852 China (1925-33).
65 Notiz vom 29. V. 31, DMA NL21 Junkers 046, 71852 China (1925-33). 
66 Ibid.
67 Aktennotiz für Dr. Kaumann am 29. Mai 1931, Betr. ä Fokker-Flugzeuge für China, 
DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T07. 
68 Aktennotiz. Betr.: Fokker-Lieferung für China am 20. Juli 1931, DMA, FA Junkers, 
Juluft 0702 T07. 
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事実かどうかの検証を求めた69。
　1931年6月には新たな空路開拓の探検飛行計画の話が持ち込まれた。そ
れは、ドイツからトルコ－アフガニスタン－パミール高原を経由して中国
に至る航路の「研究」プロジェクトであった。すでに2回目のヘディンの
計画70をはじめ、ユンカース社に持ち込まれたこうした企画には、南京政
府や中国商業部などもかかわるものがいくつもあった。それらと調整して、
新たな企画を支援できるかを検討することになった。航空機販売の見地は
もちろん、「空飛ぶメッセ」71としての活用であり、「航空交通」、「東方全
般での会社のビジネス関係の促進」などの見地で、この企画を積極的に検
討することになった。フーゴーは会議の最後に、この企画への関心が直接
的にも間接的にも極めて大きいとし、できるだけ少ない出費でこの企画に
影響を与えなければならないと強調した72。
　1931年6月2日の中国問題会議では、中国情勢がまず問題になった。中
国の政治的発展で特徴的なことは、内政的には南京政府の権力ポジション
の強化の「一定の前進」が見られたことであった。だた、広東、奉天、ト
69 Schreiben der Junkers-Flugzeugwerk A.-G. an Rudolf Sterz vom 3. August 1931, 
DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T07. 
70 二回目の企画は、ドイツからロシアの Samipalatinsk をへて Urumtschi からペ
インに向かう行程で、ユンカースの 2 機の W 33 を使うとしていた。ヘディン
は最初の探検飛行がルフトハンザの資金提供で実現したことについて、最初に
話に乗ったフーゴーに負い目を感じていたようである。2 回目の企画をルフト
ハンザに申し出たとき費用計算が高額で資金集めの見込みがないと判断し、再
度、フーゴーとユンカース社に頼ったようである。Aktennotiz. Vom 25. 9. . Betr.: 
Besprechung Sven Hedin, DMA, FA Junkers, Juluft 0401 T10 M16. ｈ
71 諸都市間を迅速に結び付け、最新の高価な品々を見本として運ぶ機能がある
など、市場開拓の武器として航空機の有用性・活用を位置付けた。Aktennotiz 
vom 29. August 1930. Betr.: Verwendung des Flugzeuges als fliegende Messe, DMA, FA 
Junkers, Juluft 0503 T32.
72 Aktennotiz vom 1. 6. 31, Betri.: Besprechung über Flugexpedition von König-
Warthausen am 1. 6. 31 im Hauptbüro; Aktennotiy vom 11. Juli 1931, Betr.: 
Besprechung über Ostasienflug von König-Warthausen am 2. 6. 31 im Hauptbüro, DMA, 
FA Junkers, Juluft 0702 T07.   .
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ルキスタンなどの地方政府がそれぞれの軍事的経済的権力に基づいて「政
治的に独立的な」状態を維持しており、最近ふたたび部分的に中央政府と
公然と戦う状態にあった。外交的には列強の側から中国はなお第二ランク
国として取り扱われていた。列強の治外法権原理がこれまで打破されてい
なかった。経済的観点では、銀通貨の価値が半分に崩落したこと、自己資
本が不足していることから中国は相当な困難に陥っていた。こうした困難
に対処するため「ロシアの例に倣って」国の工業化を達成しようと努めて
いた。このアクションを加速するため、中国人は外国の長期的信用や包括
的な投資を歓迎していた73。
　しかし、1929年のA 35の事故の時は、一時的にアメリカの航空産業の
侵入によって市場からの完全な遮断が生じた。30年夏のK 47のデモンス
トレーション飛行とこの間に中国とドイツで継続的に続けてきた交渉が関
係改善をもたらし、再度受注できるようになった。この状況でユンカース
社の中国に対する営業政策は何か。ユンカース社はドイツの国としての政
治的軍事的中立性を中心に据え、民間企業との営業関係の直接性を求める
中国人の希望に応えるのを根本的な指針とした。アメリカ人の手段（信用
供与、投資など）は採用しえず、その点では効果的な競争が不可能だから、
ユンカース社の個性にふさわしい方法の適用が必要だとした。すなわち、
第一に、無条件の相互信頼、質的にファーストクラスの商品を提供するこ
と、助言と行動による継続的支援、これらを基盤とする中国人との協力が
基本の態度であった。この意味で、一方における南京政府およびそのベル
リンの商業担当部署、他方におけるユンカース社の関係の維持と促進が特
に高度に追求に値するとした。南京政府ないしそのベルリンの商業担当部
署の希望――直接の独占的取引――に対しては、優先的な配慮が求められ
るとした。もちろん、他方で、ユンカース社の「生存の利益」を同様に守
73 Aktennotiz. Betr.: China-Besprechung am 3. 6. 31 im Hauptbüro, S.1f., DMA, FA 
Junkers, Juluft 0702 T07.
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ることが前提として確認された74。これは、ソ連・モスクワ近郊フィリへ
の工場進出の深刻な失敗から得た原則だといえるだろう。
　この原則確認にたって検討されたのは、中国における航空機工場の設立
問題であった。その交渉はすでに1928年に中国で、そして中国の委員会
がデッサウを訪問した時に始まっていた。当時、「いわゆる広東委員会」
に対して「完全な提案」がなされた。この委員会は帰国後、「政治的理由
から」この提案を南京政府に引き継いでいた75。そこで、南京政府と共同
でのユンカース社中国工場設立は、「約3年前に仕上げた広東プロジェク
ト」をたたき台にして改めて検討することとした。計画の実際的な着手に
ついての指針は、「小さな、健全な胚細胞（まずは航空機整備工場）から
の発展という原則」にすべきだとした。さらに、そのための前提条件とし
て、そのつどの危険に対するしかるべき手付金ないし注文による担保の完
全な保証を得るものとした。この計画は、次の事情によって高度の配慮を
要するものとなった。すなわち、ユンカース社側が冷淡にすれば、アメリ
カの競争者がこのプロジェクトを引き受けてしまい、それによって後々中
国航空機市場全体から排除されることになろうと76。
　ルフトハンザに対する態度も確認する必要があった。ユンカース社とル
フトハンザの関係を与えられるすべての機会によりよく保つための努力に
合わせて、中国における利害が競合する場合にも、できるだけ意思疎通を
図ることとした。ルフトハンザがその固有の課題範囲の枠内で目標を堅持
し、企業の特性によるユンカース社の特殊な利益もしかるべく尊重される
ことを前提に、発生した利害対立は可能な限りドイツでの交渉で解決をは
かること、したがって、中国人に対しては対立が実際には表面化しないこ
と、それによっていかなる場合も、中国人の側からの対立の解消が、共通
74 Ibid., S.2f. 
75 Aktennotiz. Betr.: Flugzeugfabrikation in China, 6. Juli 1931, DMA, FA Junkers, 
Juluft 0702 T07.
76 Ibid., S.3.
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のドイツの利益を犠牲にしてなされる可能性をはじめから排除することが
方針とされた77。
  
　1928年から31年夏ごろまでに、中国政府と外国資本が参加する商工業
会社の創立が進んでいた。航空分野においては、アメリカのカーチスとド
イツのルフトハンザのプロセスに従ってある種のシステムないし中国側の
指針ができていた（カーチス契約とルフトハンザ契約）。アメリカの航空
機産業は、彼らの政府と外交代表部の「完璧な支援のもとに」、29年に打
ち立てた圧倒的な影響力を将来の「あらゆる案件で」確立しようと試みて
いた。その方法は、共同の大規模な航空機産業の樹立と指導に関して長期
的信用を提供することを通じて、南京の中国政府を独占的にアメリカに「縛
り付ける」というものであった。アメリカの提案については、カーチス契
約で規定された資本の調達と配分並びにビジネス指導のシステムが模範と
なってきた78。
　しかし、南京政府の関係部署の問い合わせに応じてユンカース社が交渉
前向きを表明したため、そしてユンカース社と国民政府の間の場合によっ
てはありうる協力形態についての話し合いがはじまったため、アメリカの
独占努力には「さしあたり」ストップがかけられていた。交渉の出発点は
77 Ibd., S.3f. 例えば、1931 年初めごろ、中国トルキスタン政府はユンカースの
ペルシアでの航空会社経営と同じような航空会社をしようとユンカースに話
を持ち掛けていた。しかし、ルフトハンザが中国政府とトルキスタンとの連絡
を樹立しようとしていた。こうした競合問題をクリアする必要があった。た
だ、新疆政府の求めに応じ、詳細な航空会社のコスト計算も作成していた。そ
して、創立される中国－トルキスタン航空会社 8 万ライヒスマルク、すなわ
ち機材の 3 分の 1 に相当する額の出資で参加するとし、31 年 8 月はじめその
返事待ち段階だった。しかし 8 月下旬までにルフトハンザがこの路線に乗り
出すべき提案をしたことが判明。そうなれば「有望な販売地域を失うことに
な る 」 と。Aktennotiz vom 5. Januar 1931. Betr.: Verhandlungen mit Vertretung des 
Gouvernements Chinesisch-Turkestan betr. Luftverkehr; Schreiben vom Jfa-Verkehr an 
das Hauptbüro am 21. August 1931, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T07.
78 Aktennotiz vom 6. Juli 1931. Betr.: Flugzeugfabrikation in China, S.1, DMA, FA 
Junkers, Juluft 0702 T07. 
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ユンカース側では前述の広東プロジェクトであった。それは大体において
31年7月はじめの時点でも有効な提案内容であった。この提案では、資本
持ち分は、総額180万マルクのうち、中国政府3分の1、ユンカース出資も
同じく3分の1、残りの3分の1をユンカース社債（政府の8％利子保証を条
件）によるとしていた。 他方で、中国側はルフトハンザ契約をたたき台
にしようとしていた。後者に従えば、中国法による株式会社の設立であり、
資本の3分の2は政府、3分の1がユンカースになる。これは、「基本的には
受け入れられる」条件であった。ユンカース社は最初の3年間のユンカー
ス社への航空機注文の保証も、新会社への参与の条件とした79。
　1931年7月はじめ、ユンカース社の中国との関係の経過についても新し
い到達点が確認された。A 35事故で受注停止状態になったが、この悪化に
はアメリカと関係のある財務大臣（So某）の影響もあった。30年に70機
のアメリカの航空機が購入された。ユンカース社の技術者や仲介者（Fuchs）
はこの強力な競争に抗して「最善を尽くした」。その結果、 K 47の披露に
成功し、「アメリカ人の単独支配」に対して戦果を上げた。中国市場から
の「アメリカ人の追放は論外」であり、最近はフォッカー社も「強引に」
入り込んできた。同社が奉天から「60機の注文を受けた」という情報が
この間に入っていた。しかし他方では、ユンカース機を使うルフトハンザ
の運行も定着した。トルキスタンは、奉天、上海あるいはロシア経由でも
可能性を持っていた。この航路でのユンカース社の資本参加は「信頼関係
の基盤ができた場合のみ」可能であった80。
　奉天のフォッカー契約に関しては、ドイツ航空産業全国連盟からも交通
省の「機密情報」が入った。それによれば、31年4月初め、二つの契約が
結ばれた。60機（複葉機、エンジンはイギリス・アームストロング製）
79 Ibid., S.2. 細かな条件と危険性の検討があるが、省略。広東委員会に提出され
たプロジェクト案（資本構成、資金調達、資本払い込みの年次計画その他）が、
この議事録の付属として納められている。
80 Konferenz Kaiserplatz, 2. VII 31, DMA NL21 Junkers 046, 71852 China(1925-33).
横浜市立大学論叢人文科学系列　2017 年度：Vol.69　No.1
234
の売買契約と奉天に100万ドルで航空機工場を設立する契約であった。資
本持ち分は中国サイドが70万金ドル、フォッカーが30万金ドルであった。
契約上の会社存続期間は15年となっていた。その後は中国サイドがフォッ
カー持ち分を買い取って単独所有にすることも自由となっていた81。こう
した競争相手の出現からも、「中国人の製造問題での傾向と積極性」が看
取された。そこで慎重な交渉原則を堅持しつつ、南京での交渉をさらに進
めることにした82。　
　しかし、1931年12月の記録によれば、航空機製造工場設立交渉は、南
京政府が「緊急の政治的事件」のため財政的余裕がなくなり、継続しなかっ
た。満州事変が関係していることは間違いないであろう。そのため工場設
立交渉はその後進展がみられなかった。それでも、「適切な機会が来れば」
南京政府が無条件に交渉を再開するとみて、ユンカース社は経済省や外務
省に働きかけた。両省とも「一般的に」支持を表明した。また、大規模製
造プロジェクトは別として、南京に修理工場を設立する案件がパイロット
養成学校やいくつかの軍用機用格納庫の案件と一緒に検討されていた。も
ちろんこれらが実現するかどうかも、中国側の事情にかかっていた83。
　この少し前、1931年10月－11月には、仲介商社ジームセンを通じて、
20機のA 35について問い合わせがあった。戦争省と交渉を行ったのは、カ
ウマンであった。繰り返しになるが、彼は日本の軍部への売り込みを担当
し、その同じ人物が中国の戦闘機調達状況・予算状態などの情報を得てい
たわけである。彼の電報には、「K 47/高すぎ/アメリカの競争」といった
81 Schreiben des Reichsverkehrsministers an den Reichsverband der Deutschen 
Luftfahrt-Industrie vom 11. Juli 1931; Schreiben des Reichsverbandes der Deutschen 
Luftfahrt-Industrie an die Junkers -Flugzeugwerk A.-G..am 17. Juli 1931, DMA, FA 
Junkers, Juluft 0702 T07. 
82 Aktennotiz über die Besprechung im Hauptbüro am 21. 7. 31 betreffend Fabrikation 
China, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T07. 
83 Aktennotiz. Betr.: Stand der Fabrikations-Angelegenheit China, DMA, FA Junkers, 
Juluft 0702 T07. Notiz vom 2. XII. 31, DMA NL21 Junkers 046, 71852 China (1925-
33). 
235
永岑　ユンカースの世界戦略と中国　1926 － 1933
電報特有の簡単な単語が並ぶが84、中国市場での困難な要因が簡潔に示さ
れている。
　当時、満州の状況がどうなるかは誰にもまったく見通せなかった。ユン
カース社中国代表（シュテルツ）は、「1911年中国共和国創立以来、中国
は今だかつて満州における日本の軍事的介入による今日の危機ほどの危機
を経験したことはなかった」と、危機の深刻さを本社に注進した。日本人
が満州で追求している「意図は事情通には明白」であった。問題となって
いるのは、満州と内モンゴルの中国からの分離であり、「日本保護下の外
見的政府」であって、好機が到来すればこの地域を「朝鮮とまったく同じ
ように最終的に併合すること」だと看破していた。日本人は全世界が経済
恐慌に陥っている「極度の好機を利用している」。日本人のもくろみを阻
止できる、あるいはそうしようとする国が一つもない国際情勢だと85。
　1931年9月18日に日本人のクーデターが満州で起き、奉天、武器庫、飛
行場の占領が強行されている時、南京政府は広東に進軍しようとしていた。
しかし、事変勃発を受けて広東に対する戦争は「即座に止められた」。そ
れ以来南京と広東の統一交渉が進められた。南京政府は「反逆者」閻錫山
と馮玉祥を、彼らを日本と戦うために獲得するために許した。10月22日
には国内統一問題を議論するため上海で会議が開かれることになった。他
方で、蒋介石も統一した中央政府が成立するならば退陣すると表明した。
しかし、「統一した中央政府」とは何か、蒋介石の声明が真剣になされた
ものか、こういったことは「はっきり見通せなかった」86。「北部では」
張学良の地位が諸事件により脅かされていた。閻と馮は日本人に対する国
民的防衛で進んで協力すると表明していたが、彼らが張学良と連携してこ
84 Aktennotiz. Betr.: Anfrage 20 A 35 Siemssen & Co. Shai. Okt./Nov. 1931, DMA, FA 
Junkers, Juluft 0702 T07. 
85 Schreiben von Representative for China of Junkers-Flugzeugwerk A.G. Junkers-
Motorenbau G.m.b.H, E.Sterz an die Ifa, 19. Okt. 1931, S.1, DMA, FA Junkers, Juluft 
0702 T07.   
86 Ibid. S.1f.
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れを行うかどうかは不明であった。彼らは張学良の介入で、前年、南京政
府との闘争を放棄しなければならなかったからである。さらに、新疆でも
イスラム系部族とキルギスの諸部族の蜂起が勃発していた87。中国国内の
諸勢力の統一が抗日でまとまって前進するかどうか、事態の進行を見るほ
かなかった。当面対日で統一し日本問題が片付けられたとしても、その後、
国内平和が長期に持続するとは、ユンカース社の中国代表には思われな
かった。各軍閥は「日本に対する国の防衛」を大義としながら軍備を増強
し、将来戦うことになるのではと想像された88。
　こうした満州と中国全土に関する事態の帰趨はユンカースのビジネスに
「重要な影響を及ぼす」と身構えざるを得なかった。そうした状況と関係
があると思われるが、ユンカースの販売代理店ジームセンは、中国売り込
みでは競争関係にあるカウマンがユンカース航空機の幹部から「解雇され、
後継者がユンカースの息子になった」との情報を得た。それを歓迎する電
報を上海支社に送っていた89。カウマンのこれまでの日中双方でのビジネ
スが、日中間緊張の高まりの中、「春には戦争になるかも」という状況では、
中国では不都合になっていたからである。
　1931年12月2日付の販売実績（28年から31年まで）に関する報告は、次
のようであった。28年9月、6機のA 35, 2機のF 13、ジームセン社仲介。
28年10月、3機のA 35を商業部により南京へ、1機のA 35を商業部の了解
を得て広東へ。29年1月、3機のW 33を予備エンジンと修理機材をつけて
馮将軍に、ジームセンの仲介で。31年5月、7機のK 47を南京へ、3機のK 
47を広東へ90。最後には明らかに高価な当時の最強戦闘機に注文が出され
87 Ibid., S.2
88 Schreiben von Sterz an Kaumann, 22. Okt. 1931, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 
T07.
89 Zum Wechsel in Leitung Ifa, Shanghai, 27. 11. 31, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 
T07.
90 Aktennotiz vom 2. Dezember 1931, Betr.: Gegenwärtiger Stand unserer Beziehungen 
zu China, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T07. 
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ていた。だがこの実績は、アメリカとの厳しい競争の中で勝ち取ったもの
であった。「最大のハンディキャップ」は、中国人がアメリカ機に慣れて
いること、その価格が低いことだった。中国が31年に買った20機のダグ
ラス（ライト・サイクロンエンジン560ＰＳ）は、上海で22,000ドルだった。
これに対するユンカースの最新機種Ju52は、南京政府財務大臣（Feng）へ
の提示価格が45,000ドルだった。財務大臣は35,000ドルしか払おうとせず、
売り込みに失敗した。「中国はまだJu 52のような比較的大きな航空機を受
け入れる能力がないのだ」と納得するしかなかった。そこで、K 45の宣伝・
売り込みに「全力」を投入することとした91。  
　1932年3月にはジュネーブ軍縮会議の中国代表団3名（大参謀本部の将
軍、南京の測地局長、南京航空局長）が、ドイツ語がよくでき親ドイツ的
で、測地においてはアメリカ人の手にあったユンカース機を手に入れて
もっぱらドイツの器具で仕事をしたことも踏まえて、デッサウ本社に招待
することにした92。
　1932年には南京政府財務大臣の委託で軍事航空が置かれている状況に
ついて調査した人物（Dipl-Ing. Gustav Amann）からフーゴーに、新しい情
報が伝えられた。それによれば、南京政府の航空部はあらゆる種類の航空
機を持っていて、単純な訓練機からK 47戦闘機まで有し、パイロット養
成もある高い水準で、あらゆる機種のパイロットがいた。修理に関しても、
作業場も機械工（組立・修理・整備などを行う専門工）も充分であった。
欠けているのは地上組織であった。空港は灌漑設備のない野原にあり、格
納庫も全く不十分だった。最も高価な精密な航空機が不断に雨や雪にさら
されていた。中国軍事当局は自らの航空機製造工場を所有したいと野心を
91 Schreiben Fuchs’ an Prof. Junkers vom 6. 1. 1932, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 
T07.
92 Aktenvermerk am 7. 3. 32, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T07. 
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持っていた。そのための資金はない。しかし、彼らは、長期の供給契約さ
え獲得するためなら、何でもしようという航空機製造業者の競争を計算に
入れていた93。地上組織の構築でユンカース社にチャンスがあるというわ
けである。フーゴーは礼状を書き、「当地の状況に合った標準航空」の提
案をまとめるように指示した。ただ、中央空港を除いて必要と思われる約
15の標準空港のためには資金が問題で、さしあたり、現金支払いで一つ
だけを作る提案をするように指示した94。財務大臣からは、「鉄は熱いう
ちに打て」と300キロの間隔で6つの空港を作る案を進めたいとし、提案
されたプロジェクトの遂行は「得られる支払い条件次第だ」と回答してき
た95。
　1933年1月11日、中国公使同伴・総勢8人を引き連れて元工業大臣（Dr. 
Kug）96がデッサウを視察した。一行はアメリカで当地の工業との協力を
検討し、そこからヨーロッパに同じ意図をもってやってきた。この視察を
迎えるため、ユンカース社は公使に中国における工場建設プロジェクトを
「新しい観点で改定したもの」を提出しておいた。実際に提出された文書
が添付されていないので具体的内容はわからない。しかし、食事中にフー
ゴーが視察団に語った内容のメモによれば、小規模な製造から始めるべき
で、この出発点から次には健全な大規模製造を発展させることができると
した。ユンカース社は一度きりの大きなビジネスをやるつもりはないと強
93 Schreiben Amanns an Prof. Junkers vom 6. 1. 32, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 
T07. 
94 Schreiben an Dipl. Ing. Gustav Amann vom 24. Mai 1932 DMA, FA Junkers, Juluft 
0702 T07.
95 Schreiben Amann an Prof. Junkers vom 29. 6. 32, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 
T07. この後の細かな条件をめぐるやり取りは、省略。何年か後の写真では、ユ
ンカース機が並ぶ近代的格納庫が見られる。
96 中国公使の説明では、中国にはたくさんの党があるが、2 － 3 の大家族が大
きな役割を演じており、Kung は目下支配している家族に属し、財務大臣 T. V. 
Sung －首相代理－の義兄であると。現地のユンカース社代理人からの情報でも、
同じような重要人物だと伝えられた。Notiz vom 24. XI. 32, DMA NL21 Junkers 
046, 71852 China (1925-33).
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調し、むしろ、ユンカース社の体制に適合しているのは、製造施設に不断
に発展する革新を恒常的に提供できるようにすることである、と語った。
視察団の面々はこのフーゴーの説明に拍手し同意した。翌日ベルリンでた
くさんの産業家を招いて開かれたレセプションにも、ユンカース社は代表
を送った。参加者が多くて5分しか視察団長と話せなかったが、彼からは
改めて提案を提出するように、その際どの程度資本を出すつもりか、中国
の持ち分はどのくらいかを提案するように求められた97。製造建設プロ
ジェクトが継続検討事項であったことは明らかである。
　ドイツ博物館ユンカース関係文書でたどりうる中国での製造プロジェク
トの最後の文書は1933年7月3日付である。飛行機の機体製造のため6－7
百万マルクを4年間に分け投じること、4年後に航空機の製造を中国人が
開始できるようにすることなどが話し合われた。141機のユンカースK 47
（約10000労働時間）、というのが記録最後の文言であり、製造目標を示す
ものであろう98。まさにそれは軍用機であった。
　アメリカ航空機産業との激しい競争の中でも、ユンカース社が着実に前
進する方向性はあったといえよう。これまで築いてきた独中の友好関係を
「さらに追求し、中国諸当局との良好な直接的関係を維持する」という基
本的態度においてであった99。　
むすびにかえて　
　1933年9月には、張学良がデッサウのユンカースを訪問することになっ
た。東アジア情勢に詳しい人はこの若い将軍が今後の中国情勢のさらなる
97 Schreiben der Kaloriferwerk Hugo Junkers G.m.b.H. an H. Junkers, u.a., vom 10. Jan. 
1933; Aktennotiz vom 14. Januar 1933. Betr.; Besuch Mr. Kung mit dem chinesischen 
Gesandten in der Jfa, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T07. 
98 Notiz vom 3. VII. 33, DMA NL21 Junkers 046, 71852 China (1925-33).  
99 Auszug aus einem Brief an Ifa, DMA, FA Junkers, Juluft 0702 T07. 
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展開にまだ大きな役割を演じるだろうという見解であった100。張学良のナ
ショナリズムとヒトラーのナショナリズムは表面的に共通性を持つが、膨
張的なそれと防衛的なそれとの根本的な違いがあった。どこまで協力しあ
えるか、その本質的違いは数年後になって露呈することになる。
　1934年8月末から9月初めにかけてルフトハンザが行ったベルリン発上
海着の飛行――実質飛行時間58時間――は、ベルリン－アテネ－カイロ－
バグダッドを経てカルカッタ－バンコック－広東－上海を飛んだ。その経
路は、「大部分がイギリス、フランス、オランダの航空会社が使っている
航空路と同じ」であり、極東への定期便運航路であって、「国際航空交通
の緊密な有効的協力」を示すものであった101。それは平和的国際協調の枠
組みが維持されているかぎりで実行できたことであった。そして、その飛
行は、ユンカース機のデモンストレーション・宣伝のためでもあり、各地
で希望者にマシーンを視察させた。ユンカース機が「いたるところで旺盛
な関心を引き起こしたから」であった102。
　しかし、張学良来訪の時はすでにフーゴーは追放寸前の状態にあった。
ドイツにおける「革命的」転換の意味を張学良はどこまで認識できたか。
秘密の大々的空軍再軍備をヒトラー・ナチス政権はミルヒ指導下で自由に
――特許所有を武器とするフーゴーの自立的対抗努力の制約なしに――遂
行するために、強制的に――刑事告訴・投獄の脅迫を武器に――株式の
51％と特許権を国家に売却させ103、フーゴーをユンカース社とその本社の
町デッサウから追放したが、そうした背後事情・秘密の交渉は外部のもの
100 Die Persönlichkeit des Marschalls Chang Hsueh-liang, Junkers-Nachrichtendienst 19. 
Sept. 1933, DMA LR 05582. DMA NL21 Junkers 046, 71852 China (1925-33). 
101 “Ju 52” in Schanghai gelandet. Die Glanzleistung eines deutschen Flugzeugs – 
Flugzeit von 53 Stunden, 9. 9. 34, Junkers- Nachrichtendiest, Dessau, DMA LR 05582. 
102 Ibid.
103 Übertragung von jeweils 51% der Junkers Flugzeugwerk AG und der Junkers-
Motorenbau-GmbH an Fabrikdir. Johannes Müller (Präsident der anhaltischen IHK 
Dessau), 18. 10. 1933, DMA Juprop 1978.  
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にはまったくわからなかったであろう104。フーゴーはミュンヘン南方、オー
ストリア国境近くのバイリッシュツェルに居を構えた。そこで二度拘留さ
れ、亡くなる1935年2月まで警察の監視下に置かれた。外出は警察監視下
においてのみ許された。国境を越えてオーストリアに逃亡するのではと恐
れられたからである105。
　空軍創設・秘密再軍備推進は世界経済恐慌からの打撃の克服とともに進
められなければならず、航空機産業に関しても、世界市場開拓と並行して
行われなければならなかった。その場合、公然と全力を注げる分野は民間
航空の分野であり、ミルヒが重役として内部事情を知悉したルフトハンザ
を活用した。旅客輸送等の民間機は補助爆撃機として位置付けられた。ナ
チス政権は世界における商業航空の発達を明確に大々的で迅速な空軍建設
の文脈で結びつけた。それはヒトラ ・ーナチスの主導する外見的防衛ナショ
ナリズムの巨大な波と国民的熱狂に乗って進展した。
　中国でも民間航空の発達と軍用機需要の増大は相互に絡まりあいながら
進展した。内戦から国民的統一国家を建設する難問群に直面する中国では、
航空路線構築も航空機調達でも外国に依拠せざるを得ず、そこにドイツ（ユ
ンカース）とアメリカの航空機産業が乗り出した。ドイツ航空機産業の筆
頭に位置するユンカース社は、フーゴー・ユンカースが彼の国際的航空発
達にかけた理念・希望を堅持し、中国ビジネスでもそれを踏まえ、中国で
盛り上がる防衛的ナショナリズムと結びついて市場を切り開いた。しかし、
彼の民主主義的国際主義的願望が無残に打ち砕かれるとき、死を迎えなけ
ればならなかった。その時、彼は十数年後のドイツ航空機産業の壊滅を、
第三帝国の崩壊とともに予感したであろうか。それとも第三帝国の悲劇を
超えて、現在のエアバス社の成功に結実するようなヨーロッパと世界の航
空機産業の発展的夢を抱き続けたであろうか。
104 ユンカースの息子の一人クラウスは 1931 年に部長（Direktor）として入社
していたが、34 年 1 月、なおユンカース社幹部にとどまっていた。Leitendes 
Personal der Junkers-Werke, Januar 1934, DMA, LR 02462. 
105 Vorarbeiten für eine chronologische Junkers-Kartothek, S.92, DMA, LR 02462.
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